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資
本
主
義
確
立
畑
般
の
フ
ラ
ン
ス
線
業

八
六
つ
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
総
業
の
構
造
変
化
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
立
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス

の
機
造
的
特
衰
を
解
明
す
る
た
め
の
一
つ
め
手
が
か
り
を
得
る
こ
パ
ど
を
目
指
す
。

本
格
は
、
以
下
の
問
順
序
で
、
構
成
さ
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
一
八
六

0
年
代
が
、
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
い
か
な
る
時
制
端
で
あ
っ
た

か
、
ま
れ
~
、
当
期
間
の
綿
業
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
構
造
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
お
く
。

次
い
で
第
ニ
に
、
当
期
間
の
他
開
業
に
お
い
て
、
資
本
の
集
積
・
集
中
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
た
か
、
同
時
に
、
機
械
体
系
と
労
働
力
の

編
成
の
仕
方
お
よ
び
そ
の
社
会
的
存
夜
形
態
と
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
検
討
し
、
か
く
し
て
、
一
八
六

0
年
代
の
綿
業
め
構
造
変

化
が
い
か
な
る
も
の
で
み
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

本
稿
は

そ
の
変
化
が
い
か
な
る
諸
条
件
の
影
響
を
受
け
て
進
行
し
た
の
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
園
内
的
条
件
と
し
て
は
、
綿
製
品

の
邸
内
市
場
が
い
か
な
る
も
の
で
会
め
っ
た
か
、
国
瞭
的
条
件
と
し
て
は
、

度
の
実
施
と
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
ご
・
八
六
一
4
}

六

一
八
六

O
年
の
「
英
仏
通
商
条
約
」
に
は
じ
ま
る
自
由
貿
易
制

-84-

第一一一に、

に
よ
る
ヨ
!
ロ
ヴ
パ
へ
の
綿
花
輸
入
の
杜
絶
品

「
綿
花
鋭
鋒
L

と
が
、
ど

の
よ
う
な
作
用
を
綿
業
に
及
ぼ
し
た
か
、
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

最
後
に
第
臨
に
、
一
八
六

0
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
綿
業
の
構
造
変
化
の
あ
り
方
が
、
確
立
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
に
に
ど
の
よ

う
な
構
造
的
特
質
を
賦
与
寸
る
こ
と
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

一
、
時
期
産
分
と
綿

の

イ立



時

区

分

期

ま
ず
、
極
め
て
漠
然
と
し
た
表
現
で
は

「
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
経
済
は
成
長
経
済
で
あ
ぶ
一

フ
一
フ
ン
ス
の

国
民
経
済
の
規
模
は

と
い
わ
れ
る
ご
と
く

一
九
世
紀
を
通
じ
て
拡
大
し
続
け
た
。
こ
の
こ
と
は
、
図

1
に
み
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
吉
田
『
ロ

N
2凹
E
に
よ
る
と
、

一
人
当
り
物
財
生
産
額

(EH盲目
2
-
3・
0pn仲間
)
2
E
E
E
Z
E
)が
、
一
七
八
一

i
九

O
年
か
ら
一
八
八
五

i
九
四
年
に
か
け
て
一
七
八

フ
ラ
ン
か
ら
四
四
四
フ
ラ
ン
へ
と
約
二
・
五
倍
と
な
っ
た
し
、
司
巾
吋
吋

2
Mに
よ
る
と
、
国
民
生
産
(
匂

g
E
x
z
t
o
g
-
)が
、
一
八
三
五
年
か

ら
一
八
九
八
年
に
か
け
て
九
一
億
フ
ラ
ン
か
ら
二
一

O
一
億
八
千
万
フ
ラ
ン
へ
と
約
三
・
三
倍
に
な
っ
た
の
で
あ

U
r
次
に
、
こ
の
よ
、
?
な

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
生
産
の
増
大
は
、
と
り
わ
け
工
業
生
産
に
お
い
て
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
図

2
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
七
八
一

j
九

O
85 -

年
か
ら
一
八
八
五
j
九
四
年
に
か
け
て
、
農
業
産
出
高
が
四
一
億
五
千
五
百
万
フ
ラ
ン
か
ら
八
三
億
二
千
六
百
万
フ
ラ
ン
へ
と
約
二
・

0

倍
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
工
業
産
出
高
が
六
億
四
百
万
フ
ラ
ン
か
ら
八
七
億
一
千
百
万
フ
ラ
ン
へ
と
約
一
四
・
四
倍
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
図

3
に
お
い
て
も

一
七
八
九
年
か
ら
一
八
九
八
年
に
か
け
て
、
農
業
産
出
高
が
三

O
億
フ
ラ
ン
か
ら
一
一
二
億
二
千
万
フ
ラ
ン

へ
と
約
三
・
七
倍
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
工
業
生
産
は
一
一
億
二
千
万
フ
ラ
ン
か
ら
一

O
一
億
二
千
四
百
万
フ
ラ
ン
へ
と
九
・

O
倍
に

な
っ
た
。

(
1
)

戸

富

om
怠
唱
』
向
。
ョ
ミ
な
、

E
b
Bヨぬ

e
z
n
E
h
M
M
2
2

九日、

H
M
R
E
W
即
円
。
泊
。
苦
E

n
白
も
た
ミ
な
芯
、
一
戸
∞
uo-
官

-
H仇
F
H
-

(
2
)

旨

2
2
2
ω
玄
は
、
一
九
O
五
二
一
一
年
の
不
変
価
格
表
示
で
、
物
財

産
出
額
(
農
業
産
出
高
と
工
業
連
出
高
の
合
計
)
を
算
出
し
た
う
え
で
、

人
口
変
動
を
考
慮
に
入
れ
て
山
る
(
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
は
、
当
期
間
に

約
一
・
四
倍

)OHV22CM
は
、
時
価
計
算
で
、
国
民
生
産
(
農
業
・
工

北
大
文
学
部
紀
要

業
に
加
え
て
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
合
計
)
を
対
象
と
し
て
い
る
。

両
者
の
算
出
結
果
の
相
違
は
、
以
上
の
よ
う
な
方
法
の
違
い
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

(
3
)

図
2
は
冨

2
2
2
ω
ピ
が
算
出
し
た
数
字
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
図
3

は
司
02.
。ZH
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
註
(
2
)
で
の
べ
た
の
と

同
様
の
、
方
法
上
の
違
い
が
あ
る
。



資
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
総
業

こ
の
よ
う
な
事
実
が
、
い
わ
ゆ
る
「
工
業
也
(
ぽ
含
三
吋
芝
山
田
呉
芯
出
ご
を
慕
畿
と
す
る
経
済
成
長
官

Z
芯帥静岡戸

2

い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
「
工
業
化
」
と
か
「
経
済
成
長
」
と
か
い
う
事
実
だ
け
を
以
て
は
、
国
民
経
済
の
編
成
の
あ
り
方
・
生
雄
諮
問

(
4
)
 

孫
に
つ
い
て
は
ま
だ
何
事
も
語
ら
れ
て
い
な
い
0

フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
が
一
九
世
紀
に
磯
立
さ
れ
た
遜
韓
を
検
…
封
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
産

業
革
命
の
終
期
を
ど
の
時
点
に
求
め
る
か
と
い
っ
た
問
題
告
は
じ
め
と
し
て
、
検
討
さ
る
べ
き
諸
問
題
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
〈
七
年
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、

都合。ロ
O
同
制

M
E
s
と
と

一
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
工
業
の
発
壌
を
部
門
別
に
思

分
し
て
考
察
す
る
と
、
ほ
詔
一
八
五

0
年
代
以
降
、
一
つ
の
質
的
な
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。
関
委
に
よ
る
と
、
繊
維
工
業
原

料
輸
入
額
・
綿
花
消
費
量
〈
第
二
部
丹
H
消
費
材
生
議
部
門
誌
増
部
率
が
、
一
八
五

0
年
代
以
降
、
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
棉

花
泊
費
畿
一
は
、
…
八
五
六
年
ま
で
急
速
に
増
加
す
る
が
、
五

O
年
品
目
に
は
そ
の
速
震
が
緩
慢
に
な
り
は
じ
め
、
六

0
年
代
前
半
の
「
棉
花

飢
謹
」
に
よ
る
激
減
は
部
と
し
て
、
七

0
年
代
に
入
る
と
、
明
ら
か
に
停
滞
的
様
相
を
強
め
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
石
炭
消
費
量
、

銑
鉄
不
幸
同
時
〉
生
産
量
・
燦
鉄
鱗
鉄
〈
柏
市
『
え

2
2司
)
生
産
量
(
第
一
部
門
担
生
産
財
生
産
部
門
〉
は
、
一
八
一
二

O
年
頃
か
ら
懇

速
に
押
ぴ
は
じ
め
、
五

O
i中ハ
0
年
代
の
発
壊
は
め
ざ
ま
し
い
。
七

0
年
代
に
入
る
と
、
そ
の
速
度
は
緩
機
化
す
る
が
、
依
然
と
し
て
成

長
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
世
組
前
半
瀦
に
は
、
工
業
発
援
の
推
進
主
体
が
第
二
部
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
五

0
年
代

を
闘
壌
と
し
て
、
そ
れ
が
第
一
部
門
へ
移
托
し
て
い
き
、
ム
ハ

0
年
代
に
後
者
が
確
立
冬
れ
る
に
い
だ
っ
た
、
と
考
え
て
よ
い
。
国
5
は、

織
維
工
業
労
働
者
数
と
鉄
工
場

(
2
2司
併
な
吋
〉
労
働
者
数
の
変
動
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
能
者
が
一
八
四
七
年
以
詩
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
た
に
対
し
て
、
後
者
は
一
二

0
年
代
以
降
増
加
し
は
と
め
、
四
七
年
に
一
時
議
少
し
て
か
ら
、
以
後
再
ぴ
上
昇
畠
線
を
維
持
し

続
け
た
。
次
に
、
関
6
に
よ
っ
て
第
一
部
門
を
代
表
す
る
製
鉄
業
に
議
す
る
熔
鉱
炉
数
の
変
動
を
み
れ
ば
、
一
八
諮

0
年
代
か
ら
コ

i
ク

ス
熔
鉱
炉
の
増
加
が
務
し
く
、
木
股
等
の
溶
鉱
炉
が
減
少
し
続
け
、
六
七
年
に
、
前
者
が
わ
る
に
変
っ
た
ο

こ
の
よ
う
に
、

-86 



一
九
世
紀
の
山
中
頃
を
転
換
点
と
し
て
、
そ
の
内
部
品
情
成
に
紫
的
変
化
を
生
ぜ
し
め
、
は
ぽ
一
八
六

0
年
代
に

財
生
産
懇
門
が
議
立
剥
ぐ
れ
る
に
及
ん
だ
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
、
フ
ラ
ン
ス

を
推
溺
サ
し
め
る
の
で
あ
一
匁

フ
ラ
ン
ス
の

lま

〈4A
〉
こ
の
よ
う
な
数
縫
約
機
史
分
析

(
S弘
司

E
Aお
き
な
仲

E
Z
)
を
も

っ
て
、
関
災
後
絞
め
発
展
過
程
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
研
究
方
法
め
…

つ
に
、
町
内
C
M
W
S
唱
の
泊
料
怨
の
チ
イ
ク
・
オ
フ
理
論
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
テ
イ
ク
・
オ
ブ
期
を
一
八
三

Ojaa」ハ
O
年
と

し
た
む
戸
叫
・

4叫

m
c
m
Z
F
同3
Z
H叫
Hbぬ
ま
ミ
同
町
室
。
き
凡
円
相
判
司
令
室
H
F
M
ゆめ〈
y

?

m

g

z

zヂ
(

v

本
村
、
久
保
、
村
上
訳
、
「
日
続
済
成
…
い
い
伐
の
誇
段
階
』
一

昭
和
三
六
年
、
一
ニ
ム
ハ
ヌ
以
下
・
ま
た
、
円
、
ぬ
れ
閣
法

g
N他
、
国
民
所
得

mw
年

成
長
擦
が
、
付
-
七
八
八
年
か
ら
一
八
間
五
年
ま
で

0
・
八
%
明
、
ふ
っ
た

も
の
が
、
そ
れ
以
後
二
・
…
%
に
増
大
し
た
、
と
い
う
い
ぶ
か
ら
、
一
八
四

五
年
頃
を
フ
ラ
ン
ス
竺
ア
イ
ク
・
オ
フ
期
〈

Z
1
1
0号
念

公

r

C
M
F問
。
…
ご
と
設
定
し
た
。

c・
F2m丸山問。
p

r丙
〈
Q

一c
t
6
3
a伶
二
郎
刃
e

-
V

俗
司
一
江
色
。
ロ

r
e閉
W
M
1
ゆ品、。
MMgω

『

ω
口
M
W
}
.
0《
M
O
n
o
u
J
W
ルめ附円鈎附凶作
mw即
日

ω
0
・ι
ω
m
∞一

勾
特
例
記
伶
町
内
。

smq吉
川
、
〈
。

--M内
〈
・
ロ
タ
タ

ncd句。問忌}ぽ弓⑦]戸

ωα
少
哲
甘
・
∞
∞

ω

mwmwGa
経
済
成
長
め
側
海
か
ら
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
総
災
発
展

の
テ
ン
ポ
を
測
体
応
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
は
多
数
あ
る
。
例
え
ば
、

m-

H刊
の
忠
ま
さ
話
-
H
t
Z
2
v
m河
島
、
史
民
急
時
ぬ
円
。
E
w
翠
~
円
札
め
と
え
oh川
崎
お
ぬ
切
に
ミ

~
円
宮
崎
、
。
百
台
同
信
凡
退
llNMW片
品
a

一円ゆめい
F

・

2γ
。
α
i
吋いケハ
v
y
w
-
w
y
穴

2
ι
-
e
;

F
2
4判。ァ

hw町内可欠
w思九
n
h
H
3
E
S
m潟
、
誌
総
会
坤
晶
、
え
匂
ミ
芯
MFLNhw

北
大
文
学
部
紀
饗

の
終
雨
期
)
、

た
こ
4

と

九叫N
i
N
U
h門戸
川円
。。
A
F
官
官

-
U
1
M
G
‘

そ
の
中
で
、
玄
2
2
3
ω
ど
は
、
川
山
故
恨
の
変
動
と
人
口
の
変
動
を
考
慮
に

入
れ
た
後
も
総
納
税
衡
な
や
つ
方
(
本
営
絞
〈

2
)
品
夜
間
開
…
)
で
国
民
総
生
漆
州
酬

を
物
件
似
し
、
そ
の
結
来
、
一
九
俊
紀
フ
ラ
ン
ス
経
諸
問

mw
発
淡
に
は
短
期

間
の
波
動
的
に
〈
ハ
ソ
返
す
カ

i
ブ
の
緩
偽
ゅ
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
な
ら
す

と
二
段
級
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
附
明
ら
か
に
し
て
、

m
S仲O
耳
の
い
う

コ
ア
イ
ク
・
オ
フ
期
ん
は
存
政
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

。
・
玄
E
a
n
U
3
5
一伯仲
-
R
?
のめ

?
}
u
-
M
H
m
w
備え

Z
4
・

(
5
)

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
産
裁
第
命
の
後
間
に
つ
い
て
、
古
く
は
‘

ω
Z

が
次
め
よ
う
に
の
べ
て
い
る
令
ご
八
一
一
一

O
I間
八
年
は
、
お
い
経
済

か
ら
殺
し
い
絞
淡
へ
の
過
渡
期
制
」
(
戸
川
出
雲
崎
図
的
H
C
九
三
時
円
。
草
公
定

九
州
川
町
民
、
誌
、
同
町
問
、
件
。
罫
・
口
JMmwmwmwb-M
。
。
・
)
で
あ
り

4
:
:
:
一
八
回
八

年
頃
に
、
大
工
業
の
淡
笈
的
な
到
来
が
予
知
さ
れ
た
。
し
か
し
、
機
械

叙

(

潔
2
窓口仲
ω
自
主

mw
逸
品
ゲ
と
築

-m
〈

2

5

3
可
知
昨
日

cm〉

mwm地
淡

に
よ
っ
て
現
わ
れ
る
《
~
絞
殺
厳
命
(
『
士
。

-
Z
H
-
2
2内
山
口
忠
之
と

r)
》

が
達
成
さ
れ
る
に
は
校
途
か
っ
た
。
二
添
え
J
?
一戸
mwmw)

一
八
五
二

七
O
布
?
の
第
二
帝
政
期
が
家
業
務
A

怖
の
完
成
期
で
、
そ
の
指
憐
始
以
、

ω

機
械
製
造
業
の
焚
く
べ
き
発
獲
、
間
生
産
量
の
奥
惨
な
機
加
、
出
工
業
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の
フ
ラ
ン
ス
綿
業

の
ほ
と
ん
ど
金
分
野
に
お
け
る
薬
品
て
の
三
点
で
あ
る
。
〈
添
え
よ

?
ω
串
向
山
〉
彼
が
、
議
本
的
に
は
産
業
革
命
を
機
械
制
の
導
入
(
2
・

件吋
O
L
ま
ま
ヨ
含
言
。
r
z
m
詩
。
)
と
日
間
義
と
す
る
阪
市
水
の
考
え
方

に
立
っ
て
ね
り
、
と
う
て
い
こ
の
ま
ま
ぞ
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
ぞ
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
研
究
は
、
筑

波
で
も
存
在
す
る
が
(
制
問
え
ば
、
判
明
'
0
・
2
a叩
Z
2
2
F
M
a
Z
2
音
色
a

え
ぬ
~
古
川
町
内
v
~
民
同
九
。
ぉ
。
協
同
』
一
出
向
。
詰
町
民
誌
を
柑
円
。
。
、
苦
自
治
同
F

h

，旬、毎回門F

おな肋M之島1H~wmMc--NMNM私
M
M
。
。
H
'
P
F
・
巴
ロ
沼
町
凶
器
P
N
い
臨
海
時
E
ミ
ミ
吉
詰

町
議
会
柏
町
、
h
t
~
~向

g
h
J
2
2
〈
語
読
|
阿
梅

ra)、
凶
器
M
F
Y
枚
々
は
、

産
業
革
命
〈
資
本
主
義
の
確
立
滋
抑
制
〉
を
、
小
生
産
品
鳴
が
分

解
し
て
、
大
工
業
の
も
と
に
資
本
と
賃
労
働
と
が
曲
燃
や
さ
れ
て
い
き
、

校
会
食
休
が
資
本
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
状
態
に
な
る
こ
と
全
議
本
内

容
と
し
て
抑
制
搬
す
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
視
角
に
よ
っ
た
研
究
は
、
一

九
笈

0
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
(
司
副
F
o
g
-
z
c
F
叫
が
0
2
訟
乱
立
乞

2
2
尋
問
口
氏
。
怨
古
川
り
ご
z
z
u
e
(
問
。
〈
没
者
〉
吋
飢
え
ぬ
γ
E
H
吟
hF両町内
VSF

潟
ミ
ミ
匂
n
言
。
適
役
ぬ
な
な
片
岡
「
さ
}
-
M
i
r
M
m
w
m
M
吋
・
吋
4
0
・
u
p
-
u
H
Y

MWA帥
ω
i
い
お
酔
・
は
、
こ
の
立
場
か
ら
翁
時
め
フ
ラ
ン
ス
の
和
漁
業
務
命
の
務

研
究
を
整
期
惜
し
て
い
る
)
、
我
々
は
、
さ
ら
に
災
統
的
な
個
別
研
究
に
よ

っ
て
、
こ
の
方
法
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
線
、
7
0

こ
の
点

に
つ
い
て
、
渡
磯
崎
埠
明
「
産
業
務
命
史
研
究
の
問
題
点
」
(
町
役
会
経
淡

史
学
円
三
七
/
火
、
一
九
六
二
年
)
参
問
問
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
潟
県
本
金
総
摘
発
展
の
持
鶏
区
分
と
そ

6 

に
い
ね
い
げ
る

被
滋
京
総
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ぐ
ぎ

自
由
。
は
、
一
八
一
二

O
l五
O
年
に
は
、
線
終
が
そ
の
《
附
加
領
緩
〈

s
w
a
z
m
と
z
g
g
U
に
お
い
て
綾
大
部
分
を
点
め
る
融
制
緩
工
業
が
、

余
波
同
級
か
ら
い
っ
て
も
、
成
長
準
(
ミ
デ
留
め
品
。
2
2
0
仙
匂
磁
器
開
伶
〉

か
ら
い
っ
て
も
、
主
導
部
掛
け
2
J
Z
z
a
仲
立
。
言
え
た
2
〉
小
、
あ
っ
た
こ
と
、

…
九
枇
紀
中
田
明
か
ら
治
食
器
滑
べ
器
血
友
三
宮
崎
聞
広
)
と
鉄
遂
と
が
、
日
中
山
線
総
儲
け

に
な
り
、
そ
れ
に
淡
い
て
第
二
端
的
政
燃
か
ら
指
摘
沼
(
銀
行
)
が
、
第
五

挙
自
の
主
導
部
門
と
し
て
現
わ
れ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
ト
ア
v
v
。
器
E
P

ト
島
句
、
ぬ
誌
な
守
。
56RWO同
H
間
宮
島
氏
、
。
実
話
守
(
し
向
島
旬
。
i
L
S
向
。
γ
尚
知
加
史

的
E
ょ
が
な
な
マ
伶
的
。
門
町
民
同
偽
札
。
川
島
、
コ
s
n
F
N
U
町
門
戸
田
Y
H
ω
叶置

ま
ぶ
た
、
回
出
品
目
。
宮
司
間

Z
も
ほ
ぼ
向
擦
の
見
方
で
、
一
八
問
。
!
四
八
年

m
w
成
長
は
、
納
付
に
繊
維
工
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
…
八

五
0
年
代
m
w
成
授
は
、
初
期
に
は
鉄
道
と
公
骨
内
務
総
が
、
そ
れ
以
後
に

は
ク
レ
デ
ィ
・
モ
ビ
ワ
ぷ
に
よ
a

る
新
し
い
金
砧
勝
手
段
と
毅
鉄
骨
憎
が
た
俸

と
な
っ
た
。
の
M
M
・
附
Y
窓
口
《
出
。
r
2
・
関
2
J
。
百
・
ミ
デ
w
唱
唱

α
i
o
・
相
a
o
r
rは

に
よ
る
と
、
の
?
明
，
o
v
u
n
w
阿
梅
。
。
Z
2
2
仲
立
仲
加
。
出
品
静
岡
M
m
w
H
J
n
テ
恒
三
ー

ユゐ
g
H
a
同
命
守
主
M
凸
色
白
。
雲
脂
患
は
芯
H
M
仏

mMH一対内出出向AW乙?《同窓MmwH均ぬ伸、

ま
え
旬
、

zh均
気
芸
道
え
め
芸
品
え
円
。
認
な
遺
志
詩
な
♂
い
戸
山
w
u
m
W
2
0
・
U
F
b
品
φ

こ
の
時
期
に
、
大
銀
行
m
w
例
制
殺
、
鉄
遂
の
六
大
会
社
へ
の
合
併
、
鉱
工
業

に
お
け
る
皆
無
'
中
化
が
進
ん
だ
こ
と
i
絞
本
市
場
と
生
産
黙
ゑ
度
部
門
の

確
立
が
爽
渓
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
第
二
努
欧
州
側
は
、
;
:
・
フ
ラ
ン
ス

経
済
め
念
般
的
な
転
換
期
に
縦
一
山
ゆ
す
る
。
一
三
・
い
に
な
委
柏
旬
以
ぬ
な
え
た
ぬ
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(
第
二
部
門
〉
が

そ
れ
を
代
表
十
る
綿
業
も
ま
た
こ
れ
に
対
応
し
た
変
先
を
示
し
て
い
る
。
沼
知
可

2
2聞
と
は
、

各
部
門
の
階
部
制
値
宗
主

5
え
安
仏
〉
が
工
業
全
体
の
そ
れ
に
占
め
る
割
合
を
算
告
し
た
。
そ
の
結
果
、
後

ニ
つ
の
諮
問
に
区
分
し
、
第
一
期
三
八
問
。
年
ま
で
)
は
、
綿
業
と
絹
工
業
が
、
成
長
部
の
高
さ
に
お
い
て
も
、
総

(
7
}
 

加
倒
値
が
全
体
に
占
め
る
割
合
に
お
い
て
も
、
最
も
寵
越
し
て
お
り
、
「
j
多
く
の
部
分
を
線
設
と
耕
工
業
に
支
配
さ
れ
て
い
る
」
持
語
、
第

お
め
な
道

i
E
K
R
め
2
3
K陶
器
刊
に
員
凶
器
用
Y

ヲ
印
ぬ
生
産
紳
約
金
総
務
開
け

の
確
立
に
つ
い
て
は
、
ヌ

2
急
も
、
「
一
九
社
い
紀
前
学
に
は
、
機
械
慨
の
生
産

〈

zr江
2
c
c
u
晶

2
5
2
z
m
O切
〉
は
、
そ
れ
を
使
用
す
る
工
業
に
附

隠
し
て
い
た
(
出
向
、
え
ば
嫡
刊
州
制
緩
裁
の
機
械

i
紡
織
機
〉
J

コ
九
澄
紀

後
半
に
、
機
械
の
ゑ
蕊
は
、
そ
れ
を
使
浴
す
る
工
繁
か
ら
分
離
し
、
…

般
に
ん
ね
ゑ
し
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
〈
開
・
還
。
m
m
b
・
。
E
-
n
町
?
?
川
内
相
W
M
'

)
以
上
の
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
め
綾
淡
構
法
が
、
一

九
世
紀
中
犠
を
翻
期
と
し
て
質
的
転
換
を
と
げ
た
こ
と
、
そ
の
内
務
は

お
け
る
械
情
繁
紛
ゑ
綾
部
門
の
発
展
を
前
縫
と
し
た
生

2 

綿

撲

の

位

置

罷
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ご
と
く

主
的
半
か

る
地
位
は
批
下
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

の
部
門
刑
判
の

中
山
。
、
r
v
 

二
議
(

滋
川
明
松
山
必
服
部
門
の
確
立
に
あ
る
、
と
い
う
点
で
ほ
ぽ
一
致
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
諮
級
交
に
よ
る
と
、
知
号
、
え

た
限
り
、
そ
れ
が
一
八
五

0
年
代
か
六

0
年
代
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
前
払
は
、
ゑ
緩
対
生
盆
部

門
が
確
立
さ
わ
仏
、
肉
体
吋
い
い
繊
維
工
業
等
の
消
後
約
金
底
部
門
に
お
け
る

資
本
め
緩
や
が
促
進
さ
れ
た
の
は
で
ま
ハ

0
年
代
で
あ
り
、
こ
の
叫
吋
期

に
フ
ラ
ン
ス
の
資
本
主
幾
が
残
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
、
7
6

後
者

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
、
十
平
…
問
の
日
約
で
あ
る
。

89 

か
げ
て

の
中
で
占
め

け
て

る」八
時間
島品昌…J

Jム
ofz 
-'rf- ~き
は~寸:立

ず
主
導
部
円
か
ら
消
滅
し
、
多
方
、
鉄
鋼
業
と
石
炭
業
が
中
位
の
率
言
。
含

2
2
2
Z出

よ
る
急
速
な
拡
大
と
:
鉄
道
に
よ

〈
毛
出
己
吋
間
母
〉
ど
の
開
の
遺
伎
町
民
第

が
年
成
長
率
に
れ
ね
い
で
も
約
加
価
僚
が
お
め
る
割
合
に
お
い
て

器
落
し
、
こ
れ
に
代
っ
て

期
北
大
文
学
部
紀
要



資
本
主
確
立
郊
の
フ
ラ
ン
ス
綿
業

鉄
鋼
鱗
業

石
炭
業

に
な
っ
た
時
期
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に

Li 
Lf 

0
年
代
ま
で
は
明
確
に

の
推
進
、
車
体
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
後
半
に
移
る
に
つ
れ
て
、
鉄
鋼
業
等
の
第
一
部
門
が
綿
業
に
代
っ

に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
図

7
は
、
め
恭
幹
部
門
の
一
つ
で
あ
る
紡
積
業
に
つ
い
て
、
紡
盤
数
と
紡
績
工
数
の
変
動
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
紡
鍾
数
は
一

か
ら
急
激
に
増
加
ナ
る
が
一
二

0
年
代
に
入
っ
て
停
諾
し
、
五

0
年
代
に
入
っ
て
再

に

減

少

し

、

五

に

増

認

す

る

が

、
の
綿
糸
生
産

一0
年
代
以
前
に
は
わ
ぬ
よ
ば
な
い
。
錦
繍
工
は
、
コ
一

O
年
弐
か

ムハ

0
年
代
に
入
る
と
再
び
減
少
し
て
い
る
ど
の
事
実
か
ら
、
我
々
は
三

0
年
代
に
蒸
気
機
関
が
一
般
化
し
た
結
果
、
一

量
が
増
加
し
た
こ
と
を
知
計
ど
海
時
に
紡
績
業
に
お
け
る
労
瀦
カ
の
隣
減
が
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
た
(
し
た
が
っ
て
結
績
工
数
の
減
少
を

、。，u
J

結

来

す

一

似

て

と

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

五

O
i六
0
年
代
に
、
綿
業
が
何
ら
か

ぴ
増
額
す
る
が

慢
化
さ
せ
す
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
も
擦
知
す
る
ヤ

工
業
全
体
に
お
け
る
そ
の
相
対
的
治
泣
を
母
下
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

)
の
よ
、
つ
に

一
八
五

0
年
代
か
ら
ふ
ハ

0
年
代
に
か
け

的
な
矯
向
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、

〈

8
〉

Q

d

)

』
'
玄
m吋

N
Z隔
制
}
《
ゲ
御
三

-
n
H
f
司
a
u
F
U
W
畑
山

-
r
E
J
-
M
・M
M
∞
ご
}
れ
ら
…
二

0
年
間
同
に
お
け
る
と
り
わ
け
重
要
な
戒

め
要
泌
は
鉄
道
一
敷
設
柄
、
あ
る
J

V

歩
よ
唱
'
H
N
∞

(
日
)
}
十
都
ミ
に
よ
る
と
、
一
一
紡
錘
当
り
の
張
緩
制
緩
は
、

・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
八
三
五
年
で
一

c
・

10 7 

一
八
一
一
永
島
十
で
関

口
グ
ラ
ム
で
あ
る
O

F
円
k
h
X
M
J
h
添
え
。
町
、
同
時
n
言
。
器
内
均
支
え
ぬ
て
九
、
耐
え
医
師
旬
、
な
向
。
な
お
お
P
1

2w
ぬ
諸
み
な
お
n
a
p
H
匂日戸
M
W
J

唱・∞
ω・

し
か
し
な
が
ら
、
間
的
持
に

す

づ
ま
り
、
そ
の
発
展
速
度
を
緩
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(
辺
)
一
総
綴
ヱ
あ
た
号
の
紡
録
数
は
次
の
よ
う
に
減
少
し
た
。
一
七
八
六

年
一
鏡
、
一
八
O
六
年
二

O
録
、
二
八
年
間
況
鋭
、
際
協
年
四
九
鏡
、

六
二
年
八
五
鐙
J
r
ζ
J
?
H
A広
・
一
八
六
九
年
は
、
一

0
0
!
二ハ
0
3

鍾
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

尚
道
《
右
足
同
志
向
え
た
湾
問
ミ
ミ
ミ
印
刷
、
な
忘
崎
町
送
時
時
円
。
句
H
O
違

S
2・
な
若
島

な
月
二
え
史
的
芝
町

Z
H
ミ
a
p
s
h
o
p
M
∞J
1
0
・
の
諸
倒
所
。

一
九
世
紀
中
に

そ
の
池
仙
誌
を
俄
め
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く



し
て
の
地
位
を
維
持
し
て
い
た
こ
と

の
で
あ
る
。
剤
、
え
ば
、
同
組
8

て
依
然
と
し
て
か
な
り
重
要
な

に
よ
っ
て
、
蒸
気
機
関
総
暴
力
数
と
議
布
・
被
服
製
造
業
な
ら
び
に

五
分
の
一
を
占
め
て
後
者
、
そ
し
の
い
で
お
り
後
者
が
決
定
的
に
優
勢
に
な
る
の
は
…
九

か
ら
一
九
盟
六
年
ま
で
の
工
業
就
業
人
口
総
数
と
織
維
工
業
お
よ
び
被
服
製
造
業
の

人
口
一
総
数
の
罰 の

馬
力
数
を
み
れ
ば
、
一
九
世
紀
を
通
じ

総
数
の
ほ
ぽ

。
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

八
六

じ
至
っ
て
も

口
数
を
表

1
れ
ぬ
よ
ぴ
閉
山

9
で
み
る
な
ら
ば

t麦

せ
る
と
一

な
る
の
は

一
…
年
の
間
関
で
あ
る
会
繊
維
工

み

を
と

あ
で tf
あて

毛きも

の
ょ
っ

議
主張
工
業
は

八
六
六
年
に

年
代
に
至
る
ま
で
、

り
、
そ
の
後
検
々
に
減
少
す
る
が
そ
の
速
度
は
極
め
て

フ
ラ
ン
ス
の
工
業
全
体
の
中
で
な
お
か
な
り
の
部
分
を
し
め
て
存
夜
し
統
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
ザ
二
八
六

O

で
、
重
要
な
構
成
部
分
と
し
て
そ
の
中
に
綴
み
こ
ま
れ
る
こ
と
な
っ
た
と
怠
わ
れ
る
。

は
お
ろ
か

一
〈
)

年
代
め
資
本
主
義
確
立
期

91 

〈
日
)
の
中
で
、
総
数
就
総
務
同
川
、
一
八
九
六
年
に

一
六
万
三
百
人
三
七
・
七
%
コ
丸
一
一
…
六
年
に
一
五
万
四
千
二
万
人
(

二
-
m
m
%
)

で
あ
る

o
M
w
z
z
t
oロ
含

ZMMO唱
え
三
宮
ロ

z
t
z
-
-
-

唱
・

ω
α
0・

以
下
、
本
語
で
は
、
こ
の
よ
う
に
註
置
づ
け
さ
れ
る
綿
業
が
、

八
六
む
年
代
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
構
造
変
誌
を
な
し
遂
げ
た
の
か

を
問
う
こ
と
、

そ
れ
に
よ
っ

に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の

る
手
が
か
り

ヲ
ハ
》
~
事
」
、
と

た
い
と

研
究
め
対
象
地
域
と
し
て
は
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
H
セ

i
ヌ
・
ア
ン
プ
ェ
リ
ナ
1
ル
察
(
∞
包

5
1宮
内
部
三

2
2
)
を
中
心
に

欄
々
の
問
題
に
つ
い
て
、
で
き
う
る
限
り
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
行
行
オ
・
ラ
ン
県
(
出
露
呈
i
怨

弘

湾

〉

は
、
第
一
に
、
/
ル
マ
ン
デ
イ
が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス

と
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
理
由

の
繰
業
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
持
よ
り
も
、
当
地
方
が
、
ア
ン



資
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
線
業

の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
経
済
発
麗
の
最
先
進
地
域
で
あ
り
、
の
資
本
主
義
先

農
民
勝
分
解
が
最
も
早
期
か
っ
機
調
に
袈
関
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
地
域
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、

ィ
に
次
ぐ
線
業
地
務
で
あ
っ
た
こ
と

シ
ャ
ン
レ
ジ

i
ム

の
発
展
に
よ
っ
て
、

ア
ル
ザ
ス
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ

の
盛
期
と
さ
れ
る

機
械
製
の
導
入
と
工
場
関
震
の
確
立
に
お
い
て
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
先
ん
じ
た
、

階
に
わ
判
い
て
，
こ
の
よ
う
な
両
地
方
の
発
展
形
態
の
糧
還
を
、
そ
の
生
産
構
造
の

〈
日
)

の
構
造
的
特
質
を
解
間
判
し
よ
う
と
す
る
問
問
題
視
角
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

に
、
当
地
方
の

フ
一
ブ
ン
ス

と
い

よ
る14八

第五
三年
に以
研鋒
究
の念、
現連
設に

照
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

フ
ラ
ン
ス
資
本
意

(MH)

こ
の
い
ゑ
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
滋
柄
、
「
フ
ラ
ン
ス
産
業
率
命
の
悶
棋
倒
滋

総
」
(
『
産
業
箪
A
W
の
研
究
い
官
前
橋
幸
八
郎
一
線
、
昭
和
開
問
。
年
、
所
収
)

C

(
日
〉
渓
撒
機
織
岬
明
「
産
業
革
命
史
ほ
閉
山
丸
め
附
制
慾
点
』
服
部
泰
彦
吋
フ
ラ
ン
ス
産
業

革
命
仏
語
、
昭
和
沼
三
年
、
本
池
立
「
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
の
展
開
問
」
〈
同
市
民

学
雑
誌
』
、
七
十
点
/
…

0
、
昭
和
凶
一
年
)
。
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史
料
に
つ
い
て

本
稿

基
本
的
な
史
料
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

グ〉

う(1)
ち
の 四
五
冨
宮
市
・
、
H
d
M
1
知
体
mv

仏
語

n
o
g同
E
2
a
Z
窓
会
w
F
・
〉
何
回
色
申
仲
巾
H
1
2一切

u
s
m
w
o
j
H

∞∞
N-

∞叫
O
山

mv
・
(
切
ZH品
"
a
H
h
N
α
M
w
w
ω
同
)

繊
維
工
業
|
綿
業
二
ポ
伊
豆

ca吋
即
時
鵠
芯
弘
仲
間
帯
p
n
oぎ
同
三
。

ω
岡
山
忌
官
公
恐
喝
僻
吋
阿
部
祭
器

m
E
Z
由
ロ
吋
山
部
吋
郡
松
岡
窓
会
C
ロO
懸
念
必

S
L言
。
ゆ
ぬ
き
】
少
の
う
ち
の
第
一
巻
、

宮
岡
田
・
一
戸
命
汁
紋
丸
信
的
守
山
骨
臨
時
帯
同
仲
山
骨
夕
刊

AMen--

以
上
二
史
料
は
、
英
仏
通
商
条
約
が
工
業
に
る
影
響
を
お
よ
び

た
委
員
会
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
出
出
漁
し
た
綿
工
業
家
の
う
ち
、
ア
ル
ザ
ス
の

の
長
応
を

た
め
に
、
政
府
に
よ
っ
て
関
鑑
き
れ

い
て
、
は
と
ん
ど
す
べ
て
が
条
約
締
結



対
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
お
け
る
供
述
に
は
か
な
り
の

(

吋

山

}

。

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

ら
各
部
門
の
が
出
席
し
て
お
り
、
当
時
の
綿
業
の
状
懇
を
全
体
的

に
検
討
す
る
た
め
の
襲
富
な
素
材
を
議
供
し
て
く
れ
る
。
以
下
、

ωは
一
八
六

O
年
ア
ン
ケ
ー
ト
(
同
国
霊
祭
夕
日
円
∞
0
0
)
、

ωは

各
供
述
(
念
写
芸
窓
口
)
は
、
常
阿
γ

} 

グ〉

叩
}
斗
z
o

i
;
 国
内
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

八
七

ア
ン
ケ
ー
ト
(
関
口
容
公
夕
日
戸
∞

J3)
と
略
し

(4) (3) 

〉
吋
《
げ
叫
γ
沼
知
ゲ
M
W
M
W
ω
C噌

MW
∞
〆
児
島
℃
旬
。
吋
丹
羽
色
合
出
唱
史
認
倒
見
合
同
吋
出
関
含
芯
一
司
世
田
M

F

M
∞
ω
吋
i

M
∞
③
む
・

〉
-
。
。
『
込
山
市
ク
出
umMMφ

伯
都
会

w
u
m
E出
曲
は
む
開
会
同
拍

2
L
H認
可
山
由
師
会

w
n
o窓
口
之
島
魚
沼
山
》
同
・
0
内
山
岡
削
除
師
三
ユ

S
Z
Z命
日
出
仏
印
刷
M
鵠

阿

部

∞

企

怒

号

a

H
Z
な
1
2
M
M
I
A
W
時

仲

て

M
W
C
H，m
w
(
H
m
w
h
w
m
w
l
M

∞A
W
C
Y
H

∞。
mw
・

〈
日
山
〉
例
え
ば
、
同

)
5
Z自
は
、
「
叩
小
中
敢
に
し
て
、
こ
の
ア
ン
ケ
;
ト
は
フ

ラ
ン
ス
の
工
業
の
ぬ
執
務
を
公
平
に
観
察
す
る
た
め
に
間
開
催
さ
れ
た
の
℃

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
山
墨
彩
〈
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
)
に
イ
ぞ
リ
ス
と

の
条
約
を
破
棄
し
て
条
約
め
裟
礎
と
な
っ
て
い
る
低
関
税
制
度
全
体
に

致
命
的
な
打
数
投
与
、
え
る
こ
と
を
強
い
る
た
め
に
要
求
さ
れ
た
の
令
ゐ

る
0

・
:
病
気
め
子
供
の
よ
う
に
、
の
指
導
的
な
工
業
家
哨
泌
が
、

内

ο
Q
d
 

税

総

も

手

が

と

と

び

か

か

り

、

災

仏

通

務

条

約
を
彼
ら
の
ふ
お
で
の
間
制
緩
め
根
一
花
で
あ
る
と
笈
ム
秘
密
し
た
。
」
(
』
J

・
P
・

。αn
v
E
P
吋

ar勿

LAwa旬。

-o司
選
ぬ
附
件
。
同
門
}
5
0
0
浮
O
H
M
-
m内
向
何

Mmw仲
MJ
可
ジ

明
吋
釦
陶
芸
命
山
口
弘
仲
}
戸
命
〉
mmH向。

i
吋
吋
2
H
A
N
r

凶イ
2
w仲
可
。
向
。
。
自
君
主
品
。

E

H

∞o
o
'
u
n
吟
b
a吋
匂
町
内
話
。
苦
段
、
治
的
H
O
ミ
均
時
向
、
町
出

E-
日戸匂
U
N
吋

l
u
w
m
w場

開

v

・ω
0
0
・〉

J¥ 

の
泊
料
業
の

は
、
何
ら
か
の

カf

、
具
体
的
に
い
か
な
る
生
産
構
還
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
期
間
を
通
と
て
、
そ
こ
に

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
変
色
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

…
八
六

0
年
代
の
フ
ラ
ン
ス

北
大
文
学
部
紀
要



資
本
、
十
点
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
油
精
業

を
関
う
こ
と
が
、

の
課
題
で
あ
る
の

々
は

さ
し
あ
た
り

げ

々
に
つ
い
て
、
以
下
の
願
序
で

そ
ま
ず
第
一
に

工
程
に
お
け

の
集
積
・
集
中
が
、

に
把
還
す
る
。

世
田
畑
二
に

お
け
る
機
械
体
系
が
、

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、

第
一
…
…
に
、
偶
者
の
今
一
つ
め

た

に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て

能
う
か
ぎ
り
開
明
ら
か
に
す
る
。

に
、
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
記
握
さ
れ
た
、

際
連
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

こ
で
、
綿
業
の

器
開
け
を
と
り
あ

で
あ
る
紡
績
・
織
布
の

る
こ
と
に
し
た
い
。

ど
の
程
度
進
行
し

ど
の
よ
う
な
特
繋
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て

に
つ
い
て

グ〉

よ
び
そ
の
労
畿
カ
の
編
成
の
仕
方
が
、

ど
の
よ
う

織
布
二
工
税
に
お
け
る
資
本
の
集
積
・

と
構
造
変
化
と
が

い
か
な
る

← 94 -

の
考
察
を
加
、
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
…
部

結

績

部

門

資
本
の
集
積
・

資
本
の

は
か

と
し
て

紡
盤
数
と
卒
業
所
数
を
使
用
す
る7

(
I
V

い
う
ま
で
も
な
く
、
紛
糾
撚
数
そ
の
も
の
が
企
業
の
資
本
総
額
を
あ
ら

わ
す
も
の
で
は
会
い
が
、
茨
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
算
出
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
紡
緋
燃
は
、
紡
績
業
の
基
本
的
わ
ゆ
伶
げ
然
別
機
ぐ
あ
る
紡
績
機

に
と
り
つ
け
ら
れ
、
そ
の
大
き
さ
と
数
に
よ
っ
て
紡
録
料
械
が
決
定
き
れ

ま
ず
、

2
に
よ
っ
て
、
セ

i
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ
|
ル
態
と
小
4

・
ラ
ン
県
の

る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
務
情
味
一
般
の
規
模
(
資
本
)
を
比
絞
し
て
も

き
し
っ
か
え
な
い
と
思
う
。
句
。
ご
伶

p
p雪
ア
ロ
E
r
a
g
-
淡
淡
轍
持
続

氏
、
服
部
品
骨
彦
氏
、
本
池
立
氏
等
も
、
こ
の
方
法
を
用
い
ら
れ
て
い
る
。

の
増
加
率
を
み
る
と
、

れ
ぬ
よ
そ
次
の
こ
と
が
わ



か
る
。

ω
セ
l
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ

l
ル
県
の
紡
錘
数
は
、
一
八
五
九
年
の
約
一
四
O
万
錘
か
ら
、
一
八
六
八
年
の
約
一
五
O
万
錘
へ

と
、
僅
か
に
七
%
増
加
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ω
次
に
、
岡
県
の
内
部
構
成
を
知
る
た
め
に
、
こ
れ
を
郡
別
に
分
割
す
る
と
、
河
。

5
ロ
郡
の

み
が
一
O
四
万
九
千
錘
か
ら
一
一
八
万
四
千
錘
へ
と
一
三
%
の
増
加
を
示
し
て
い
る
外
は
、
戸
市
出
回
〈
『
巾
郡
の
ほ
ぽ
同
数
を
除
い
て
、
他
は

全
て
減
少
し
て
い
る
。
特
に
、

Z
2同
n
E芯
-
郡
と

JP巾
件
。
仲
郡
は
、
半
減
に
近
い
。
従
っ
て
、
セ

l
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ

l
ル
県
全
体
の

紡
錘
数
の
増
加
(
七
%
)
は
、
問
。

5
ロ
郡
の
増
加
(
一
三
%
)
の
み
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
!
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
他
の
諸
地
域
|
特

に
、
コ
オ

(
n
E
H
)
地
方
中
央
部
の
農
村
地
帯
の
停
滞
な
い
し
は
減
少
に
よ
っ
て
、
県
全
体
の
増
加
率
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。

ω

一
八
六
八
年
の
一
二
八
万
錘
へ
と
、
一
二
O
%
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、

オ
・
ラ
ン
県
で
は
、

セ
l
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ

l
ル
県
に
比
し
て
約
四
・
三
倍
の
増
加
率
で
あ
る
。
次
に
、
同
じ
く
表
2
に
よ
っ
て
当
期
間
に
お
け

セ
l
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ

l
ル
県
が
二
一
%
、
ォ
・
ラ
ン
県
が
四
%
と
各
々
減
少
し
て
い
る
。
以
上
の

一
八
五
七
年
の
九
八
万
錘
か
ら

こ
れ
は
、

zu 
Q
d
 

る
事
業
所
数
の
変
化
を
み
る
と
、

二
点
か
ら
、
我
々
は
、
両
県
共
に
六

0
年
代
を
通
じ
て
綿
紡
績
業
に
お
け
る
資
本
の
集
積
・
集
中
を
と
も
か
く
も
進
行
せ
し
め
た
、
と
ひ
と

ま
ず
判
断
し
て
よ
い
。

と
こ
で
、
次
に
こ
う
し
た
両
県
に
お
け
る
資
本
の
集
積
・
集
中
の
進
展
の
度
合
い
と
そ
の
特
徴
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
検
討
す
る

た
め
に
、
先
ず
、
一
事
業
所
当
り
の
紡
錘
数
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
諸
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
(
表
2
)
ω

セ
|
ヌ
・
ア
ン
フ

エ
リ
ユ
|
ル
県
で
は
、
一
八
五
九
年
の
一
事
業
所
当
り
六
、
O
一
八
錘
か
ら
、
一
八
六
八
年
の
八
、
O
九
五
錘
へ
と
、
一
六
%
の
増
加
率
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
、
総
紡
錘
数
が
増
加
し
た
(
七
%
)
の
に
対
し
て
、
他
方
で
、
事
業
所
数
が
減
少
し
た
(
一
一
一
%
)
こ

と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
岡
県
に
お
け
る
資
本
の
集
積
・
集
中
が
、
同
時
的
に
進
行
し
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が

こ
の
期
間
に
は
、
事
業
所
数
の
減
少
率
の
方
が
か
な
り

で
き
る
。

し
か
し
、
我
々
は
、
次
の
事
実
、

即
ち
総
紡
錘
数
の
増
加
率
よ
り
も
、

北
大
文
学
部
紀
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資
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
線
業

い
と
い
う
事
実
か
ら
、
個
別
資
本
の
集
楼
よ
り
も
、
集
中
が
、
よ
り
強
力
に
進
行
し
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
出

!
ヌ
・
ア
ン
プ
ヱ
リ
ュ

i
ル
燥
を
郡
別
に
わ
け
る
と
、
以
下
の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
問
。
諸
国
部
で
は
、
一
事
業
所
当

間
関
九
…
錘
か
ら
、
七
、
八
九
坦
鐘
へ
と
、
間
三
先
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
商
い
増
加
率
は
、
総
紡
錘
一
数
が
一
一
一
一
%
増
加
し
た
の
に
持
し
て

事
業
所
数
が
・
一
一
路
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
郡
で
は
、
資
本
の
集
積
e

集
・
出
ー
が
、
県
全
体
よ
り
も
毅
務
に
滋

行
し
た
こ
と
、
系
金
体
と
同
じ
く
、
留
期
資
本
の
集
結
…
よ
り
も
、
、
よ
り
強
力
た
が
、
集
全
体
と
比
較
す
れ
ば
、
集
積

が

、

よ

で

あ

っ

た

こ

と

、

セ

十
ゅ
の
集
積
、
は
、

け
う
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
罷
訴
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
り
即
時
想
定
郡
・
辺

2
同
与
野
氏
郡

-Pえ
え

都
、
の
三
の
み
な
ら
ず
、
総
務
錐
数
も
減
少
し
て
お
り
、
後
者
よ
り
も
前
者
の
ぞ
れ
の
減
少
率
が
官
開
い
た
め
に
、
一
事
業
所
当
り

紡
録
数
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
残
り
の
宮
出

2
2郡
で
は
、
経
営
規
護
が
縮
少
し
て
き
え
い
る
。
従
っ
て
、
以
上
西
部
で
は
、
僚
別
資

い
つ
つ
、
し
て
縮
少
し
て
い
く
方
向
が
一
宿
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
結
局
、
出

、
専
ら
同

2
3郡
に
よ
っ
て
、
実
現
し
た
、
と
い
う
こ

わ
れ
ず
、
集
中
め
み

一%一

た
セ

i
ヌ
・
ア
ン
ブ
ュ
リ
ュ
1

ル
祭
に
お
け
る
、
個
別
資
本
の

と
が
で
き
る
。
∞
一
方
、
ォ
・
ラ
ン
燥
で
は
、
…
事
業
所
当
り
、
一
八
五
七
年
の
一

C
C鍛
へ
と
、
一
二
七
%
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
総
紡
畿
数
が
一
一
一
O
%
増
加
し
、
事
曲

こ
の
事
実
は
、
当
然
が
、
セ

i
ヌ
・
ア
ン
ブ
ぶ
リ
ュ

i
ル
擦
と
比
較
し
て
、
次
の
-

m
仰
や
り
、
第
一
に
、
前
者
(
ア
ル
ザ
ス
)
で
は
、
当
初

l

紡
錘
一
数
が
議
か
に
多
い
こ
と
、
し
か
も
、

一
一
ニ
鍾
か
ら
、

思
%
誠
少
1
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

八
六
八
年
の
二
四
、

0

で
、
き
わ
だ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

八
六

0
年
代
初
頭

i
か
ら

後
者

(
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
)

よ
り

八
六
八
年
に
は

さ
ら
に
そ
れ
が
増
加
す
る
こ
と

で
あ
る
φ

第
二
に
、
汁
・
ラ
ン
県
で
は
、
総
紡
錘
一
数
の
増
加
率
が

同
時
に
進
行
し
た
の
み
な
ら
ず
、
集
中
よ
り
も
集
積
の
方
が
、

EE 
倒・の
的'減
;こ.少
強・率
力・ょ
;こ.り
も
・議
・か

た高

巾
均
一
絡
で
は
、
資
本
の

集
中
が

ア
ル
ザ
ス
で
は

一
八
六
O
年
以
前



に
資
本
の
集
中
が
相
当
程
震
に

れ
て
い
て
、

そ
の
後
の
六

O
年
弐
を
通
じ
て
、

怒
ら
に
集
中
退
翠
が

る
と
共
に
そ
れ
に
も

て
個
別
資
本
の

に
進
ん
だ

井
}

る
こ
と
が
で

(
2
)
Z
Z
に
よ
る
と
、
ア
ル
ザ
ス
に
お
け
る
一
挙
業
所
あ
た
っ
紡
線
数

け
川
、
八
二
八
年
に
九
、
双
ブ
じ
録
、
四
五
年
に
…
潟
、
…
一
一
七
五
鑑
、

五
六
年
に

七
、
九
六
七
錘
で
あ
る
o
m
-
M
b
ミ
w

。P
え

戸

間

》

-
M
吋

0
・

以
上
、
我
々
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
・
ア
ル
ザ
ス
両
地
域
の

た
わ
け
だ
が
、
更
に
、

お
け
る
資
本

-
集
中
に
つ
い
て
、

そ
の
概
括
を
記
捜
し

4
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
立
ち
入

よ
ぴ

の
経
営
規
模
別
構
成
を
示
す
表

3
e
(
A
-
n
D〉

'コ

め
た
い
と
田
山
仙
、
っ
。

(1) 

セ

i
ヌ
・
ア
ン
ブ
ぶ
リ
ュ

i
ル
県
で
は
、
所
有
紡
錘
数
五
、

五
一
・
八
路
で
、

で
み
っ
た
も
の
が

0
0
0鍾
以
下
の
事
業
所
の
数
が
会
事
業
所
数
に
占
め

八
六
八
年
に
は
、
間
一

IJミ

七
Mm
に
減
少
し
て
い
る
。

さ
ら
に
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O 
G 

i

一O

め
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
占
め
る
欝
人
口
の
増
部
は
微
少
で
あ
り
、

一
O
、

0
0
一
錘
一
以
上
空
で
あ
り
、
特
に
、
ニ

で
は
減
少
し
て
い
る
。
割
合

ま
た
、
各
段
階
の
規
模
川
り

す
る
紡
鍾
数
が
、

。
。
一
錘
以
上
の

の
増
加
が
著
し
い
。

実
数
共
に
増
加
し
た
の
は

な
っ
た
。
部
ち

0
0
0鍾
以
下
の

に
罵

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て 竺
一

0
・
九
%
か
ら
一
三
・
二
%
へ

の
事
業
所
に
属
す

、
五
、

0
0
十
i
一

、
か
な
り
減
少
し

。、

0
0
一

題。

か
ら
五
九
・
一
見
へ

そ

リ
ぷ

i
ル
県
の
一
八

お
け

グ〉

-
集
中
は へ
と
、
一
挙
に
増
加
し
た
。
以
上
、
我
々
は
、
セ

i
ヌ
・
ア
ン
プ
ュ

0
0
0錘
の
所
変
軸
と
し
て
、
内
ぞ
れ
以
上
mw
事
業

の
、
フ
+
り
、

。
。
一
錘
以
上
が
、
ル
ハ
・
一
一
%
か
ら

所
の
増
加
、

ぞ
れ
以
下
の
事
業
所
の
減
少
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
、

-
ど
判
断
し
う
る
。

北
大
文
学
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紀
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資
本
主
義
務
立
如
郊
の
ツ
ラ
ン
ス
泊
料
業

∞

郡

剥

に

分

割

す

る

と

、

刊

以

下

五
、
0
0
0
錘
以
下
の
め
数
が
A

食
事
業
所
教
に
占
め
る
割
合
が
、
五
六
・
0
出
か
ら
四
六
・
0
%
と
な
り
、
去
、
0
0

、
0
0
0
織
の
事
業
所
も
、
説
会
・
実
数
共
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
O
、
0
0
0
鐙
以
上
は
、
二
ぺ
二
%
か
ら
一
一
六

七
%
へ
と
増
加
し
た
。
特
に
、
二
O
、
0
0
…
錘
以
上
の
も
の
が
、
一
〈
0
・
五
%
)
か
ら
七
(
西
・
七
M
m
)

へ
と
大
幅
に
増
加
し
、

五
G
、
0
9
一
錘
以
上
の
事
業
所
が
出
現
し
た
の
は
、
こ
こ
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
名
競
模
の
事
業
所
に
罵
す
る
紛
錘
数
に
つ

。
、
0
0
0
錐
以
下
の
る
も
の
が
、
六
0
・
0
%
か
ら
三
八
命
題
%
へ
と
獄
惜
し
く
減
少
し
た
。

セ
i
ヌ
・
ア
ン
プ
ェ
リ
デ
2
8
5
2

ル

鳴
ら
か
と
な
っ
た
。

MNC出
品
ロ
郡
で
は
!
一
。

い
て
も
、

問。悶

-
集
中
は
、
セ

i
ヌ
・
ア
ン
ヲ
ェ
リ
ュ

1
1川
県
全
体
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
、
強
力
に
遂
行
さ
れ
た
。

こ
れ
と
類
保
し
た
方
向
に
進
ん
だ
の
が
、
宝

3
宮
部
で
、
一
O
、
G
O
G
盤
以
下
が
、
八
七
・
五
%
か
ら
七
八
・
六
%
で
そ
れ
に
属
す

る
紡
錘
数
が
七
六
'
一
一
括
か
ら
五
九
・
一
%
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
一
一
O
、
0
0
一
錘
以
上
の
が
・
出
現
し
て
い
な

いし、
言
郡
に
お
け
る
綿
紡
織
業
の

一
〈
)
、
0
0
0
銀
以
下
の

-98 

な
お
全
体
の
八
割
近
く
を
占
め
て
い
る
G
H
X
S宮
郡
に
お
け
る
集
積
・
集
中
は
、

M
N
2
3
郡

と
比
較
す
れ
ば
、
極
め
て
緩
慢
で
あ
っ
た
。
一
方
、

zsrz言
】
諜
と
J

町
立
件
。
同
郡
で
は
、
五
、
0
0
0
錘
以
下
の
卒
業
所
は
消
滅
し
た

が
、
一
(
Q
0
0
…
錘
以
上
の
も
の
は
、
全
く
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
。
残
存
す
る
も
の
は
、
五
、
0
0
一

l
一
O
、
0
0
0
鍛
の
事
笑
所

の
み
で
あ
り
、
ぞ
れ
も
、
事
業
所
・
総
結
錘
数
と
も
に
減
少
し
た
o
F母
国

2
2惑
に
つ
い
て
は
、
一
O
、
0
0
0
鍾
以
下
の
も
の
が
増
加

す
る
と
い
う
、
問
2
2
・
2
3
3商
郡
と
は
全
く
別
の
方
向
に
、
構
成
比
率
が
変
動
し
た
。
即
ち
、
ゆ

4
2同
nyh
阿
仲
品
目
郡
と
J
『

4
2
2
郡
は
、

へ
と
、
極
め
て
微
弱
に
集
中
の
み
が
進
行
し
、
F
愚

民

主

2
郡
は
苅

全
体
と
し
て
縞
少
し
つ
つ
、
五
、
。
。

i

一O
、つ
0

0
録
台

一
O
、
0
0
0
錘
以
下
品
の
増
加
に
よ
っ
て
、
平
均
経
営
規
模
が
織
少
一
す
る
と
い
う
結
楽
と
な
っ
た
。

ゆ
こ
れ
に
対
し
、
ア
ル
ザ
ス
で
は
、
す
で
に
一
八
五
六
年
に
、

一
O
、
0
0
0
録
以
上
の
大
経
営
が
、
約
七
O
%
を
点
め



0
0
0鰻
以
上
の
巨
大
経
営
が
、
入
・
五
先
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
ザ
ス
で
は
、
当
該
時
欝
以
前
か
ら
、
集
中
が
、
進
ん
で
い

た
こ
と
は
、
こ
こ
に
明
ら
か
マ
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
錨
別
資
本
の
集
壊
が
遂
行
き
れ
た
。
こ
の
点
に
お

一
八
六

0
年

代

米

に

至

っ

て

も

、

。

年

代

の

ア

ル

ザ

ス

い
て

ノ
ル
?
ン
デ
イ
は
ア
ル
ザ
ス

に
立
ち
遅
れ
た
の
で
あ
り
、

に
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

め
検
討
か
ら
、
枝
々
は
、
次
の

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
に
、

セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ

i
ル
県

以
上

二
つ
の

H
ノ
ル
マ
ン
一
、
ア
ィ
の

較
か
ら
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
資
本
の
集
積
・

進
行
し
た
こ
と
緩
慢
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
総
紡
錘
数
め

か
で
あ
る
が
、

グ〉

比

ア
ル
、
ザ
ス
に

て
、
そ
の
発
壌
の

で
あ
り
、
地
の

、
停
滞
な
い
し

々
i
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
品

!
"
N
県
H
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
集
積
・
集
中
は
、

mzz郡
に
よ
っ

の
方
向
に
ム
黙
っ
て
い
る
。
同

2
3
お
よ
び
そ
の
窮
迫
を
除
い
て
、

C
C
M
平
原
の
農
村
地

も
後
者
の
方
が

で
あ
る
。
第
二
に
、

た
も
の

- 99 -

の
綿
紡
績
業
は
、
行
き
づ
ま
り
の
状
態
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
即
ち
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の

(
2
5
3
qえ
汐
出
向
山
富
田
丘
君
主
そ
伴
い
つ
つ
、

m
o
Z
E郡
へ
と
地
理
的
に
集
中
〈

2
2
3同
E
Z
C
Z
吋

zzsr)
し
て
い
く
、

い
う
現
象
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
地
域
に
お
い
て
は
、
・
農
村
工
つ
、
伝
統
的
な
線
紡
績
業
地
帯
の

、
全
体
と
し
て
、

の
集
中と

が
M
N
C
広
告
白

の
都
市
の

へ
と
集
中
し
て
い
く
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め

第
三
に
、

ア
ル
ザ
ス
で
あ
る
が
、
当
地
域

グ〉

は
、
ノ
ル
マ
ン

の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
よ
り
急
速
に
発
展
し
た
。
こ
の
事
実
は
、

め
集
積

遂
行

り
蔀
者
が

集
中
が
相
当
程
度
に
進
行
し
、

せ
し
め
つ
つ
も
、

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

、
当
地
域
で
は
、
お
一
一
一
政
雨
明
出
回
に
至
る
弘
前
に
、
す
で
に
資
本
の

し
て
個
別
資
本
の

遂
行
さ
れ
た

れ
る
。

3 

セ
ー
ヌ
・
ア
ン
プ
ェ
ワ
ュ

l
ル
爆
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
地
理
的
然

中
を
仰
け
っ
た
資
本
的
行
集
中
が
、
こ
の
時
期
に
駁
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



資
本
γ

乏
義
緩
立
鶏
の
フ
ラ
ン
ス
終
業

栄
光
の
つ
は
、
諸
君
、
殺
も
能
力
の
あ
る
工
業
家
の
中
に
、

そ
の
智
恵
と
勤
勉
で
強
大
に
な
っ
た
大
衆
(
唱

2
1
S
出
身
の
も
の
が

い
る
こ
と
で
寸
。
こ
の
光
栄
あ
る
鶴
間
続
は
油
消
滅
し
て
い
く
で
し
ょ
う
J

匂

E

Z

R

N

恥
ぷ
宏
ヲ
品
。

rzク
唱
-
M
W
M
m
w
・
「
集
中
め
迷
皮
を

作
品
る
べ
く
還
く
す
べ
き
で
す
α

小
紡
綴
工
場
(
…

c、
0
0
0鋒
以
下
)

へ
の
考
慮
を
払
っ
て
は
し
い

J

S広
三

島

郡

守

含

-zrl『可丸山
y

-
M
・

市

伊

H

∞'

八
七

O
年
ア
ン
ケ
ー
ト
め
諸
供
述
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
今
日
、
不
占
禁
に
し
て
大
工
携
が
小
規
淡
な
工
場
を
吸
収
十
べ
き
で
あ

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
殺
々

が
そ
れ
に
潟
っ
て
汲
ん
で
い
る
自
由
思
想
〈
三
宮
級
以

Z
Z
Zと
の

絶
対
的
不
制
定
で
あ
り
ま
す
。
二

O
年
前
に
は
、
議
笑
で
勤
勉
で
賢
明
な

労
働
者
が
工
場
主
に
'
な
る
の
が
み
ら
れ
た
の
だ
が
、
一

O
年
後
に
も
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
ゐ
り
う
る
と
稜
倍
、
え
る
だ
ろ
う
か
。
/
ル
マ
ン
デ
ィ
の

機

械

体

系

2 

フ
ラ
ン
ス
の
綿
紡
績
業
へ
の
機
械
制
の
導
入
は
、

(
司
令

5
仲
)
に
代
っ
て
ジ
ェ
ニ

i
紛
績
機
〈
古
田
沼
崎
)
、
水
カ
紡
績
機
〈
n
o
z
仲
仲
間
話
)
、
ミ
ュ
!
ル
紡
績
機

(
H
n己
申
!
な
ロ
'

〈

4
}

即
時
〉
が
、
時
期
的
に
ほ
ぼ
重
な
り
あ
っ
て
採
用
さ
れ
、
普
及
し
て
い
っ
た
。
こ
の
過
寝
は
、
一
八
一
二

O

j
因
。
年
枝
に
終
了
し
、
紡
績
業

に
お
け
る
機
械
制
工
場
制
度
が
擁
立
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
大

0
年
代
は
、
ミ
ュ
!
ル
紡
績
機
か
ら
・
自
動
紡
績
機
(
臨
巾
苧
寸
主
仲
凶
器
偽

2

〈

5
)

z
n
Z号
四
回
吋
)
へ
の
転
換
が
一
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
段
階
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ニ
こ
に
お
け
る
問
問
題
は
よ
当
期
間
仰
を
週
一
じ
て
こ
の
転
換
が

ど
れ
だ
け
行
わ
れ
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

八
世
紀
未
か
ら
間
開
始
さ
れ

そ
れ
ま
で
使
用
さ

れ
て
い
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m
-
V血
中
〈
〕
『
・
。
予
円
九
州
J

同》同
M
-
M
A

酔。i
H
串
u
w
-
-
M
-

∞
芯
出
場
ト
ぬ
師
、
島
・

世
史
認
知
九
州
川
町
向
ミ
ミ
遺
品
、
耐
え
た
。
之
主
同
町
b
~
F
M
m
w
o
m
Y
M
W附
w
e
M
w
m
w吋
l
M
W

O

M

e

H

V

2

三
塁
E

P

M

刊
。
定
吉
F

~
内
定
丸
旬
、
H
2
z
w
a
h
H
h
x。
遠
島
崎
町
霊

祭
、

hvh同町均的
w
M
m
w
M
M
w
e
-
v一
暗
夜

N
H
M
i
u
w同
研
・
匂

遠
藤
輝
開
明
、
4

…
剣
勝
「
フ
ラ
ン
ス
凌
業
革
命
の
展
開
過
程
」
。
開
械
部
泰
彦
司
フ

ラ
ン
ス
産
裁
革
命
許
認
、
一
一
一
2581
……一一

O
一災。

へ
5
)

自
動
紛
綴
機
は
、
ミ
ュ

i
ル
紡
綴
機
を
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
。

品
開
あ
た
り
の
紡
録
数
が
、
ジ
ェ
ニ

i
機
八

O
鏡
、
ミ
ュ
!
ル
機
二

o
o

j
一一…

0
0銭
円
い
対
し
て
、
こ
れ
は
七

c
o
i八
O
O銭
で
、
完
会
な
動

力
化
が
可
能
で
あ
る
。
同

LZM可
に
よ
ゐ
と
、
ミ
ュ

i
ル
を
使
用
刑
し
た
場

4 



ム
日
は
紡
鍛
つ

0
0
0錘
に
つ
き
一

0
・
a
k
j
j

一
二
人
mw
絡
綴
工
川
町
庁
総

後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自
動
紡
綴
機
の
場
合
同
同
八

l
九
-
X
A
人
で
す

む
。
ー
か
つ
て
は
二

0
0人
の
紡
績
で
ふ
が
い
た
…

0
、

0
0
0銭
入
っ

て
い
る
校
楽
部
屋
が
、
五

O
i
Lハ
O
人
し
か
必
要
と
せ
ず
、
し
か
も
と

ま
ず
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
つ
い
て
は

八
六

O
年
ア
ン
ケ

i
ト
で

i
ル
紡
績
識
を
・
自
動
紡
織
機
に
か
え
な
い
の
か
、

と
工
場
の

と
い
う
考
、
え
が
か
な
り

-101 

よ
っ
て
教
授
さ
れ
て
し
ま
う
の

ん
紡
緯
機
と
比
較
し
て
、
自
動
紡
績
機
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
〈
利
益
の
!
引
用
者
〉
棉

れ
る
。
当
時
吋
の
フ
ラ
ン
ス
銀
仔
の
調
査
管
〈
仲
間
出
宮

2
2吋
雪
山
伽
切
言
雲
市
号
ヲ
・

5
2〉
は
、
ル
ウ
ア
ン

の
製
造
方
法

(g立
さ
凶
U

H

・0
再
三
宮
内
山
骨
四
僻
一
M

江
口
己
目
C
H
M
)

に
ふ
ま
り
に
も
し
が
み
つ
き
す
ぎ
た
ま

{
我
々
は

し
か
し
、

い噌ム》。

し
ば
し
ば

な
ぜ
復
ち
に

の
設
備
費

な
り

さ
ら
に
そ
れ
は
か
な
り
大
き
い

般
的
な
も
の
で
あ
っ
た

対
し
て
三
:
一
般
に

ま
で
い
る
・
:
そ
の
設
備
守
口
忠

Z
を
)

の
工

は
、
ほ
と
ん

惜
の
生
路
鳩
合
す
る
α

しと
2
p
湾
、
ね
た
郎
会
運
ミ
ミ
え
ぬ
な
ミ
叉
ミ
伶

円

叫

仰

向

円

。

町

内

w
p
H
M内
W
Z
M
w
e
M

∞α
ω
@
官

-MWω

∞ω
n
x
h
M
m
M
飢え

m
e
M
E
b
d
『
可

-
C
E
-

n凡
『

J
日

M

e

H

A

掛川
w
-
w
炉
、
め
湾
入
は
、
ノ
ル

7

ン
デ
イ
け
が
一
人
間

O
年
、
ア
ん

ザ
ス
が
…
八
一
一
一
八
年
で
み
め
る
。

ル
ウ
ア
ン
の

が
こ
の

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
で

〉
}
い
、

7
二、
ζ

れ
ま
し
た
。

の
節
約
一
分
金
大
部
分
失
く
し
て
し

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
は
、

、、、ユ
ie????

ほ
と
ん
ど
な

か
か
る
の
で

る
て
更
新
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

べ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

の
犠
性
が
捜
ら
に
と
っ
て
苦
痛
な
の
で

、品、
l
H
W
紡
績
機
か

ノ¥

グ〉

ぞ
れ
は
実
の
と
ニ

め
て
費
用
が

と
み
る

と
治£

妥
当
て*
あの
るlOノ
。 }v
可P

/ 

ア
4 
ゆr
iま

は
、
六

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ム
な
か
っ
た
、

て
、
と
り
わ
け
六
一

l
六
五
年
の
槙
花
飢
髄
の
需
に
白

あ
る
が
、
一
八
七

O
年
ア
ン
ケ

i
ト
に
お
け
る
こ
の
ぷ
に
関
す
る
諸
供
述
は
、
一

採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
し

てい

代
表
的
な
も
の

る
な
ら
ば
、

イ
、
キ
リ
ス

北
ふ
人
文
学
部
紀
婆

…
反
対
に

の
よ
う
な
状
態

こ
れ
に
反
す

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
労
働
力

り
も
比
較
的
安
価
で



め
フ
ラ
ン
ス
線
然

そ
の
た
め
に
、
労
働
力
を
機
識
に
よ
っ
て
と
り
か
え
る
た
び
に

労
織
力
会
多
く
必
婆
と
す
る
古
い
償
却
済
み
の
機
械
を
も
っ

な
い
潔
舟
で
す
。
こ
れ
ら
の

明、、

以
前
と
比
べ
て
、
悪
条
件
の
も
と
に
お
か
れ
る
の
で
す
。
ゆ

の
こ
と
が
、

の
方
が
新
し
い

と
い
、
つ
こ
と
は

も
多
く
の

入
れ
な
く
て
済
む
の

しミ

石
炭
が
少
な
く
て
演
み」

れ
ら
の

新
し
い

l
引
用
着

み
」
晶
、
刊
行
三
時
間

l
亀

、

F
ノ
釘
利
阿

さ
れ
た
ば
か
り
の
卒
業
所
と
伺
じ
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
そ
き
る
が
、
出
向
カ
が
よ
り
多
く
吸
開
札
さ
れ
、
利
息
と
跡

事
情
の
結
果
、
綿
業
の
機
械
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
劣
伎
が
増
加
し
て
い
く
の
こ
の
供
延
ば
、
か
な
り
の

誇
張
を
含
ん
で
い
る
と
息
わ
れ
る
が
、
ノ
ル
サ
ン
デ
ィ
の
紡
績
業
所
の
か
な
り
の
部
分
が
、
ミ
ュ

i
ル
紡
績
機
か
ら
自
動
紡
績
機
へ
の
転

換
に
よ
っ
て
技
術
革
新
を
お
し
進
め
、
資
本
投
下
の
対
象
を
労
賃
部
分
か
ら
不
変
国
定
資
本
へ
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
、
あ
る

い
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

〈

5
)

瀦
経
費
と
は
、
こ
こ
ぞ
は
、
生
産
コ
ス
ト
か
ら
、
借
地
料
費
と
労
賃
を

淡
引
い
た
も
の
を
い
う
。

(
7
〉
尚
治
会
h
陪
同
タ

um

∞G
0・
払

bMY
品

ω
凶

V
O戸
畑
一
可
桃
山
吋

C
m
2
1
Z
2
J
M
Y
M
N

(
Q
O
)

志
氏
J
門

W
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間

y
m
r
w
で。ロ
Z
H
-
b
e
a
m
o
u
m
M
P
-
v
-
mぬ
J
1

・

〈

9
)

〉
円
。

r
z。
mw
品
。

M
m
a
m同
MAMM伶
《
?
"
司
弓
陶
芸
《
日
夕
問
権
問

w唱
。
ユ

ω
仏

w
z
m
'

HE凸
件
目
。

P
同州。

6
2
M
W
H
2
1
め
の
唱
?
・
一
円
∞
G
0・
三
一
芯
一
回

M
m吋
。

・

附

aor目。
F

町
内

w
h
k
J
山

M
圃

H
m
w
A帥
・

へ
ハ
山
)
開
械
部
泰
彦
氏
が
引
開
附
さ
れ
て
い
る
烈
ミ

Z
え
に
よ
る
と
、
ノ
ル
マ
ン

わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
σ

こ
の
特
殊
な

デ
ィ
で
は
、
一
ん
六
二
年
に
、
自
動
2

叫
制
緩
機
に
所
属
す
る
紡
品
総
数
が
会

料
開
鍾
数
の
ふ
ハ
・
二
%
で
あ
っ
た
。
閉
球
部
泰
彦
「
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
総
」

二
“
八
一
負
。

(
円
以
)
同
吋
絡
会
h

即
時

m
y
H
∞J
1
0噂

L
bヲ
内
刷
。

r
m削
減
。
一
ア
問

γ

∞ぬ
A
F

-102 

る
も
の
が

男
、
六

約
五
五
%
、

に
は
約
八
四
%

れ
ぞ
い
る
よ
、
ヲ
に
、
紡
錘
総
数
中
自
動
紡
綾
機
に

オ
-
一
ブ
ン
県
の
み
)
と
な
り
、
ミ
ナ
i

ル
紡
績
機
が
自
動
紡
績
機
に
よ
っ
て

方
、
ア
ル
ザ
ス
で
は
、

5
に
よ
っ
て

長句



ほ
と
ん

れ
る
に
い
た
っ
て
い

ア
ル
ザ
ス
の
山

「
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
我
々
よ
り
も
安
価
な
識
械
を
持
っ
て
い
る
し
、
ま
た
よ
り
高
い

一
八
六

C
年
ア
ン
ケ

i
ト
に
お
い
て
も
.

て
積
極
的
で
あ
っ
た
。

、
技
術
革
新
に

っ
た
方
が
有
利
で

る
の
で
、

も
う
少
し
イ
キ
リ
ス
人
を
え
習
っ
た

る
の
に
、
我
々
よ
り
も
多
く
の
機
械
を
所
有
し
、
少
な
い

ょ
い
と
思
う
二
一
般
に

〈

M
H
)

々
は
労
働
者
を
多
く
使
い
す
ぎ
ま
す
。

グ〉

私
は
、
我
菌
の

の
有
機
的
構
成
を
高
め
る
方
向
が
強
く
打
ち
副
さ

と
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

れ、

た

へ
の
転
換
が
一
八

ノ
ル
?
ン
デ
イ
と
塗
(
っ
て
、

に
完
了
し
た
も
の
と
怠
わ
れ
る
。

機
域
新
を
導
入

工
場
制
制
度
が
、
こ
の
部
門
を
掌
彊

カ
織
機
工
場
と
並
ん
で
、
手
議
機
を
使
用
す
る
家
内
工
業
が
、
広
範
に
散
在
し
て
い
た
。

一
一
兆
的
総
営
形
態
が
、

に
お
け
る
、

ア
ル
ザ
ス
で
は
、

(

ロ

〉

ア

ル

ザ

ス

の

八

ぷ

九

年

に

八
一
で
三
、
一
一
一
一
C
関
カ
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一
八
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一
年
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で
八
、
忍
回
二
馬

力
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あ
っ
た
α
N
E
~
~
H
E
A
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W
N
G
h
w
o
h
h
帯
同
時
刊
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含
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え
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な
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ミ
e

知
食
品
問
、
一
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N
-
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〕子。
h
y
n
m
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M
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第
一
一
節

織

布

部

門

紡
綾
部
門
に
お
け
る
工
場
観
度
が
、

八二一

O
年
頃

そ
し
め

こ
J
U
旬
J
Lり
以
ヲ
、

4

4

4

4

 

そ
の
発
展
は
き
わ
め
て

で
あ
っ
て
、

す
る
に

八
六

0
年
代
を
通
じ
て

(お〉

U
M
)

同
町
沼
町
民
陪

H

F

M
∞
吋
タ
仏
伽
唱
品
。
!
判
。
h
Z
M
U
丸山開

wwp
目

γ
M
M
0
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後
は
、
紡
漉
禍
事
一
織
十
叩
・
縁
部
出
憎
の
三
工
程
を
総
会
経
営
す
る
ミ
ュ
ル
ウ
ズ

m
u
L人
体
加
染
仕
減
数
料
、
、
同
り

c
r
r
m
い
が
い
う
と
こ
ろ
の
寸
織
維
索
後
八
匂

a
i

吋
な
ん
と
芯
三
二
三
一
め
代
後
約
人
物
ぷ
υ
?

明
。

rxpaan凡?当

3
・

。
∞
!
句
吋
0
・
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た
め
に
対
し
て
、
議
布
部
門
で
は
、

入

に
至
つ
で
も
、

に
お
け
る
か
か
る

い
か
な
る
変
容
会
蒙
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
館
の
目
的
で
み
る
。
議
十
作
業

業
の
消
裁
と
機
棟
制
織
布
工
場
の
全
面
的
成
立
と

れ
る
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス

北
大
文
学
部
紀
婆

れ
た
こ
と
が



資
本
主
義
確
立
裁
の
フ
ラ
ン
ス

綿
業
の
金
分
野
に
お
け
る
構
造
変
化
が
先

7
し
た
と
断
言
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
間
器
を
追
求
す
る
た
め
に
、
我
々
は
、
次
の
順

で
検
討
を
進
め
た
い
。
第
一
に
、
織
布
工
器
に
お
け
る
議
械
体
系

i
力
織
機
と
手
織
機
!
に
お
い
て
、
い
か
な
る
編
成
が
え
が
遂
行
さ
れ

た
か
(
日
機
械
制
の
進
壌
の
震
合
い
)
を
詳
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
経
営
形
態
の
変
化
の
有
様
を
推
測
し
、
第
二
に
、
各
々
の
経
営
形
態
に
お
け

る
、
の
集
積
・
集
中
が
、
ど
の
程
度
進
行
し
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
特
色
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、

一…に、

そ
れ
に
伴
っ
て
、
労
働
力
の
社
会
的
存
表
形
態
に
、

い
か
な
る
変
化
が
懇
恕
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

(
1
)

ノ
ル
サ
ン
デ
ィ
に
カ
織
機
が
移
入
さ
れ
た
の
は
…
八
一
一
双
年
で
、
コ
一

間
四
年
十
に
は
セ
i
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
ワ
ュ

i
ル
爆
に
六
C
O台
数
遺
き
れ
た
。

旬・

m
W
5
F
8・
え
叫
よ
ヲ
ω
H
J
吋
・
問
冬
、
H
N

《
革
命
沼
郡
の
六
工
場
が
セ
!

ヌ
河
谷
に
カ
織
機
工
場
を
設
立
し
た

o
c
'
F
2
3
2
2命
@
8・
公
判
J

ヲ

MWMAW-
ア
ル
ザ
ス
で
は
一
八
二
二
年
に
導
入
さ
れ
、
一
一
一
O
年
に
は
、
ォ

・
ラ
ン
際
に
二
、

0
0
0ム
悶
存
し
た
や
M
N
-
p
h
Z
ア

se
門
町
?
?
一
区
伊
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機
械
体
系
と
資
本
め
集
横
・
集
中

ま
ず
、
表

6
(
A
、

B
、

C
)
に
よ
っ
て
、

I 

セ

i
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ
!
ル
際
立
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
必
よ
ぴ
+
4

・
ラ
ン
県

H
ア
ル
ザ
ス
の

カ
織
機
数
と
予
織
機
数
を
調
べ
る
と
、

お
よ
そ
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ぷ
リ
ュ
!
ル
県
は
(
表

6
!
A
)
一
八

慢
で
あ
り
、
一
八
五
九
年
に
、
漸
く
議
機
数
全
体
の
約
二
六
%
を
占
め
る

留
ま
り
、
依
然
と
し
て
手
織
機
の
方
が
多
数
を
占
め
て
い

一
五
年
以
来
、
徐
々
に
カ
織
機
が
増
加
し
て
い
る
が
九

っ
た
が
、

そ
の
テ
ン
ポ
は
緩

八
七

O
年
に
な
っ
て
も

な
お
約
四
二
部
に

ワル

構
成
し
て
い
る
五
都
の
う
ち
、

M
N
c
g
Z
郡
の
み
に
お
い
て

セ
l
ヌ
・
ア
ン
ツ
ェ
リ
ュ

i
ル
県
の
内
部
を
地
域
剰
に

6
i
g
)。
間
然
宏

一
八
五
九
年
に
手
機
機
数
が
カ
識
機
数
の
約

2
僚
を
お
め
て
い
た
も
の
が
、

だ
結
果
、
次
の

明
ら
か
に
な
っ
た



八

な
が
ら
上
ま
わ
り

は
、
後
者

(
3
)
 

の
五

C
-
四
%
そ
お
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
残
り
の
凶

郡
は
よ
ハ

0
年
代
会
通
じ
て
手
織
機
の
方
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
空
名
古
都
と
下
品
目
向
指
〈
吋
巾
郡
で
は
、
手
議
識
が
増
加
し
忽
え
し
て
い
る
。

セ
|
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ

1
1川
県
の
錦
織
布
業
に
お
い
て
、
カ
織
機
が
手
織
機
を
正
倒
し
、
機
械
制
工
場
が
緩
柱
を
確
保
し
た
の
は
、
地
域

は

、

ル

ウ

ア

ン

の

み

で

あ

り

、

時

期

的

に

は

一

八

六

0
年
代
米
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
皮
し
て
、
手
織
機
が
広
く
拡
散
し
て

〈

CCM
地
方
中
央
部
H

特
に

J
P
Z
Z郡
)
に
は
、
当
時
期
に
五
つ
で
も
、
家
内
制
議
布
業
が
、

て

い
た
こ
と
、
を
確
認
で
き
る
。

J

f
品
申
A

芸
ゴ
〕

ふ
れ

6
2
司
J

存
在

i

G
I
C
)
一
八
ニ
二
年
に
力
議
機
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
急
速
に
普
設
し
、

め
約
五
五
%
を
占
め
る
に
至
り
、
一
八
笈
九
年
に
は
、
四
分
の

一
八
六

0
年
代
に
入
る
前
に
、
す
で
に
工
場
制
震
の
支
配
的
地
位
が
確
立
し
、

き
お
い
、
家
内
観
織
布
業
は
、
消
滅
寸
前
に
あ
が
r

ォ
・
ラ
ン
燥
で
は
〈

機
数 (3)
争

上
ま
わ
ーョ

て

(
2
)

服
部
緩
滋
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
八
五
九
|
六
八
年
に
、
ゑ

産
裁
に
お
い
て
機
械
制
織
物
が
手
織
他
綿
布
を
は
る
か
に
し
の
い
だ
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
織
機
台
数
に
お
い
て
は
(
し
た
が
っ
て
織

布
工
数
に
わ
ね
い
で
は
そ
れ
以
上
に
〉
、
後
殺
の
方
が
読
者
よ
り
も
は
る
か

に
多
く
存
在
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
六

0
年
代
中
本
に
、
織
布
告
来
に

お
け
る
ヱ
湯
制
成
が
斡
開
立
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
っ
て
フ
ラ
ン
ス

総
数
の
綴
造
変
革
が
完
了
し
た
、
と
震
う
の
み
で
は
不
寸
分
で
あ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
子
フ
し
た
工
場
制
度
の
稼
立
の
校
女
、
「
構
造
変
革
L

の
あ
母
方
に
み
ら
れ
る
柏
村
質
に
注
目
し
た
い
。
開
棋
盤
時
春
彦
「
フ
ラ
ン
ス

北
大
文
学
部
紀
婆

〈
約
七
六
%
)

か
TAV
》
¥

一
八
五
一
年
に
、

々
が
問
題
と
す
る

と

、
ほ
ほ
完
全
に
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一
辺

O
i
一
郎
七
一
氏
。

(
3
〉
た
だ
し
、
ル
ウ
ア
ン
校
伎
の
筏
大
な
経
営
務
を
も
っ
フ
ア
ブ
リ
カ
ン

(
T
w
r
ユ
Z
U仲
〉
は
、
ピ
カ
ル
デ
イ
、
ア
ル
ト
ヮ
、
パ
ス
・
ノ
ル
?
ン

デ
ィ
に
こ

0
、
八

O
O合
の
手
織
機
会
支
配
下
に
、
い
お
い
て
い
る
と
さ
れ

た
か
ら
、
こ
れ
を
加
、
え
る
と
こ
九
、
O
九
O
余
念
と
な
り
、
カ
織
機
の
台

数
よ
号
も
は
る
か
に
多
く
な
る
C
h
r
・。。吋円以
2
-
o
h
y
門
町

T
判了酔い
ω
・

〈4
・
)
「
チ
織
機
は
、

m
U
Z昨
今
沼
紛
可

2
1
S
H
a
y
-
5
2
の
先
染
〈
ヂ
織
号
)

抑
制
布
(
号
訟
の
F
m
含

2
氏
2
吋
)
と
毛
線
開
儲
交
官
叩
を
除
い
て
は
、
も
は

や
我
地
方
〈
ア
ル
ザ
ス

i
引
用
者
)
明
、
綿
織
術
前
後
を
も
た
な
い
:
聞
や
織
機



資
本
主
義
雄
糊
立
黙
の
フ
ラ
ン
ス

同
同
、
日
毎
に
消
滅
し
つ
つ
あ
る
J

-
向
指
南
側
h

b

H

F

U

M

∞吋
0
・
島
都
M
W

晶
A
W

〉・

。。日}同ロ
ω噂
M
M
-
M
J吋

以

上

、

ノ

ル

マ

ン

デ

ィ

・

ア

ル

ザ

ス

一

階

地

域

に

お

け

る

続

識

布

業

の

機

械

体

系

議

ぴ

に

経

営

形

態

に

み

ら

れ
た
変
色
を
概
括
し
て
の
べ
れ
ば
、
次
の
ご
と
〈
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
織
布
部
門
は
、
当
該
期
間
安
通
と
て

家
内
観
織
布
業
が
、
徐
々
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
工
場
制
織
布
業
と
の
併
存
が
維
持
さ
れ
続
け
た
が
、
こ
の
よ
う
な
一
一
一
活
性
は
、

セ
j
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ヂ
25552

ル
県
の
地
域
構
成
に
お
け
る
ニ
元
性
に
よ
っ
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
機
域
総
工
場
の

支
艶
的
地
位
が
確
立
し
た
地
域
は
、

m
o
n
Z郡
明
、
あ
り
、
家
内
工
業
が
存
続
し
た
地
域
は
、
郊
の
盟
都

i
の
さ
同
地
方
の
農
村
地
帯
で
あ

っ
た
、
と
。
し
か
し
、
こ
の

m
o
m
S
郡
の
機
械
制
の
発
援
段
階
で
さ
え
、
ア
ル
ザ
ス
織
布
業
の
一
八
五

0
年
壌
の
設
階
に
留
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
織
布
業
民
お
け
る
技
街
革
新
と
工
場
部
の
発
展
は
、
明
ら
か
に
、
か
な
り
の
五
選
れ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

き
て
、
以
上
の
ご
と
き
、
一
八
六

0
年
代
織
布
部
門
の
機
械
能
発
達
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
経
営
形
態
の
変
革
(
工
場
制
制
度
の
擁
立
)

の
度
合
い
は
、
そ
こ
に
お
け
る
資
本
の
集
横
・
集
中
の
あ
り
方
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
表
?
に
よ
っ

て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

八
六

0
年
代
を
通
し
て
、
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(l) 

セ
i
ヌ
・
ア
ン
ブ
ェ
リ
ュ

i
ル
県
で
は

の
カ
識
機
台
数
が

八
五
九
年
に

で
あ
っ
た
も
の
が

八
六
八
年
に

そ
の
増
加
率
は
、
七
%
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
護
か
な
増
加
率
は
、
カ
蟻
機
の
総
数
が

し

た

の

と

平

行

的

に

、

た

鴎

八

か

ら

ん

ハ

O
へ
と
二
五
%
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
従
っ
て
、
々

i
ヌ
・
ア
ン
ツ
ェ
リ
ュ
ー

ル
擦
の
機
械
制
織
布
業
に
お
け
る
資
本
の
集
中
は
、
極
め
て
鑑
か
に
進
行
し
た
の
で
あ
り
、
線
別
資
本
の
集
積
と
問
時
に
、
小
規
識
経
営

が
符
生
し
て
い
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

約川町

八
台
と
な
っ
た
が
、

自
%
増
加

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
潟
県
に
存
在
す
る
カ
機
機
の
大
部
分
を
占
め
る
刻

2
2郡
と

ピ

出

2
2
郡
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も



の
で
あ
る
。

一
八
五
六
年
に
一
事
業
所
当
り
一
二
一
三
台
で
あ
っ
た
も
の
が
、

台
へ
と
、
四
二
%
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
高
い
増
加
率
は
、
県
内
の
総
力
織
機
数
が
三
四
%
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、
事
業
所

オ
・
ラ
ン
県
の
機
械
制
織
布
業
に
お
け
る
資
本
の
集
積
・
集
中
は
、
共
に
強
力
に

(3) 

こ
れ
に
対
し
て
、

ォ
・
ラ
ン
県
で
は
、

一
八
六
九
年
に
は
四
四
六

数
の
増
加
が
一
二
%
に
ど
ま
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

推
進
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
を
認
め
う
る
。

一
八
六
0
年
代
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
・
ア
ル
ザ
ス
二
地
域
の
機
械
制
織
布
業
に
お
け
る
資
本
の
集
積
・
集
中

の
あ
り
方
を
、
大
ま
か
に
把
握
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
、
表

8
(
A
、
B
)
に
よ
っ
て
、
事
業
所
お
よ
ぴ
力
織
機
数
の
経
営
規
模
別
構

以
上
に
よ
っ
て
、
我
々
は

成
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
立
入
っ
た
検
討
を
進
め
た
い
と
思
う
。

ω
セ
l
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ユ
|
ル
県
で
は
、
二

O
O台
以
下
の
事
業
所
の
数
が
、

あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
六
八
年
に
は
、
五
0
・
0
%
へ
と
減
少
し
、
同
じ
く
二

O
O台
以
下
の
事
業
所
に
所
属
す
る
織
機
数
も
、
三
七
・

八
%
か
ら
こ
六
・
三
%
へ
と
減
少
し
て
お
り
、
二

O
一
台
以
上
の
事
業
所
と
こ
れ
に
所
属
す
る
織
機
の
数
が
増
加
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

当
県
で
は
、
力
織
機
二

O
O台
を
所
有
す
る
事
業
所
を
軸
と
し
て
、
そ
れ
以
下
の
規
模
の
事
業
所
の
減
少
、
そ
れ
以
上
の
も
の
の
増
加
に

よ
っ
て
、
経
営
規
模
の
拡
大
が
実
現
し
た
。

一
八
五
九
年
に
、
総
事
業
所
数
の
六
0
・
五
%
で

-107一

ω

一
O
O台
以
下
の
小
規
模
な
事
業
所
が
、
総
事
業
所
数
に
占
め
る
割
合
は
変
ら
ず
、
ま
た
実
数
に
お
い
て
八
か
ら
十
へ

と
増
加
し
て
お
り
、
織
機
一
、
0
0
0
台
以
上
を
所
有
す
る
事
業
所
は
、
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
当
県
で
は
、
一
八
六
0
年

代
を
通
じ
て
、
中
規
模
経
営
が
最
も
増
加
し
た
が
、
小
規
模
経
営
が
次
々
と
設
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
段
階
で
あ
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ω
セ
|
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ユ
|
ル
県
を
地
域
別
に
検
討
す
れ
ば
、
問
。

5
ロ
郡
が
、
右
の
現
象
を
、
さ
ら
に
明
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
る

し
か
し

北
大
文
学
部
紀
要



資
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
線
業

こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、

。
。
台
以
下
の
事
業
訴
が
、
総
事
業
所
数
の
五
一
・
六
妬
か
ら
四
五
・
七
%
で
そ
れ
に
所
属
す
る
議
機
が

総
織
機
数
の
一
一
一
二
・
三
%
か
ら
一
一
一
・
五

Mm
に
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
一

O
O台
以
下
の
事
業
所
数
が
、
一

0
・
七
路
か
ら
一
七
・
二
克

へ
激
増
し
、
織
機
数
も
実
数
で
二
八
三
か
ら
三

G
八
へ
と
増
加
し
て
い

U
F
ま
た
、
織
機
五

O
一
台
以
上
を
所
有
す
る
事
業
所
が
存
在
す

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
当
郡
の
み
明
、
あ
る
。
協
の
密
都
に
つ
い
て
は
、
問
、
吊
民
主
吋
市
部
が

mss郡
と
ほ
ぼ
関
裂
の
現
象
を
示
し
て
い
る

外
は
、
す
で
に
み
た
ご
と
く
、
カ
織
機
そ
の
も
の
が
、
普
及
し
て
い
な
い
。

仙
川
次
に
、
ォ
・
一
フ
ン
燥
で
は
、
一
八
五
六
年
に
、
総
事
業
所
数
五
八
の
う
ち
こ

0
0ム
ロ
以
下
の
事
業
所
数
が
ニ

O
で
、
す
で
に
全

体
安
ご
四
・
五
先
に
す
ぎ
ず
、
、

0
0
0台
以
上
の
卒
業
所
が
、
実
数
で
一
一
一
、
割
合
で
一
%
存
在
し
た
。
ア
ル
ザ
ス
の
機
持
制
約
織
布

一
八
五

0
年
代
の
半
ば
に
、

め
て
い
た
、
と
い
い
得
る
。

業
は

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の

八
六

0
年
代
末
の
段
潜
を
準
か
に
凌
い
で
、
資
本
の
集
積
・
集
中
を
進
行
せ
し

(
5
〉
そ
の
内
訳
は
、
一
八
五
九
年
に
滋
号
。
器
語
。
に

一
八
六
八
年
に
閉
山
。
z
e
m
に
三
一
事
業
所
会
一
0
・穴
0
・4
八
一
三
三
、
切
mz

zaと
に
一
察
業
所
(
迎
。
ム
悶
)
、
潔
色

2
5ミ
に
…
事
業
所
〈
八
悶

ム口)玄

2
0器
量
め
に
一
事
業
所
(
八
一
一
一
ム
ロ
)
。
〉
'
門
リ
ミ
品
目
ミ
唱
。
も
場

n
h
f

削

MMM
・M
H
O
-
M
M
m
w

(
S
〉

m-zz・
8
・n
p
M
M
-
H
吋A
H

・
?
治
的
関
の
グ
ラ
ブ
。
∞
郁
め
に
よ
る

最
後
に
、

を
通
じ
て
、

-108 

と
、
ア
ん
ザ
ス
に
わ
持
げ
る
一

0
0
ム
回
以
下
爪
叫
ん
や
業
所
数
以
一
一
八
五
六

年
の
一
二
か
ら
七
O
年
に
は
五
へ
減
少
し
て
い
る
。
閉
山
‘

ω山V
P
G
h
H
n
h
h
'
w

四

y
n
w
m
w
山
戸
ま
た
、
引
八
七
O
年
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
一
八
六
九
年
に
は
、

ミ
ユ
ル
ウ
ズ
の
ほ
と
ん
ど
の
事
業
所
が
一
一
五
、

0
0
0
銭
以
上
で
あ
る

こ
と
が
綴
品
目
さ
れ
て
い
る
。
防
災
判
需
即
同
市
a

H
∞吋
(
Y

汝

-
Y

品
。
岡
山
ロ
閤
乙

。。口問
z
p
制
》
鑑

H
凶
J

ア

セ
!
ヌ
・
ア
ン
フ
ヱ
リ
ナ
I
H川
県
立
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
広
く
存
在
す
る
家
内
側
制
'
織
布
業
に
つ
い
て
は

フ
ァ
ブ
リ
会
ン
(
附
与
ユ
白
書
Y
問
問
屋
献
織
布
業
者
)
が
、
一
二
五

O
人
か
ら
一
ニ
二
二
人
へ
八
%
、
チ
織
機
数
が

ブ
ァ
ブ
リ
カ
ン
当
り
議
機
数
が
八
割
合
か
ら
七

O
合
へ
一
七
%
と
、
各
々
減
少
し
た
。 九当
該
自鶏
O 荷

。
台
か
ら
約

七
0
0台
へ

9 

ノ
ノレ



マ
ン
デ
ィ
の
農
村
家
内
制
織
布
業
は
、
緩
慢
に
縮
少
の
方
向
に
向
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
限
り
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
す
で
に

確
認
し
た
よ
う
に
、
当
期
間
を
通
じ
て
、
少
な
く
と
も
織
機
数
で
は
、
力
織
機
を
上
ま
わ
り
、
織
布
部
門
に
が
け
る
家
内
工
業
が
、
な
お

強
固
に
存
続
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
織
布
業
に
特
徴
的
な
経
営
形
態
は
、
何
故
存
続
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
が
か
る
経
営
は
、

い
か
な
る
労
働
力
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
、

そ
れ
で
は
、

こ
の
よ
う
な
、

こ
の
労
働
力
の
提
供
者
で
あ
る
農
村
手
織
工
の
存
続
を
可
能
な
ら
し
め
た
基

盤
が
、
何
で
あ
っ
た
の
か

と
い
う
事
で
あ
る
。

我
々
は

次
の
項
に
お
い
て

こ
の
間
題
の
検
討
に
入
り
た
い
。

2 

労
働
力
の
社
会
的
存
在
形
態

一
八
六

O
年

「
か
れ
ら
(
紡
績
業

109 

ル
ウ
ア
ン
控
訴
院
検
事
長
へ
官
。

2
『
2
『

m
E雪
印
】
)
の
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

者
、
織
布
業
者
、
捺
染
業
者
引
用
者
)
に
つ
け
加
、
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
つ
の
特
殊
な
階
層
の
工
業
家
達
(
ロ
ロ
巾

n
-
2
2

2
a
g
r申
『
巾
ヨ
ロ
含
印
仲
立
己
主
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
織
機
も
工
場
も
持
た
ず
、
綿
糸
を
買
付
け
、
彼
ら
の
計
算
で
(
伽

-
2吋
n
o
g
-巾
)

(
7
)
 

準
備
工
程
を
加
、
え
き
せ
、
次
に
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
、
賃
加
工
制
の
家
内
労
働
者

(
2
2日
巾
吋
田
伽
号

En--巾
己
勘

F
Z
b
S
)
に、

白
地
綿
布
や
ル
|
ア
ン
織
り
(
円
。

5
ロ
ロ
巾
江
巾
)
を
織
ら
せ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
、
の

E
H
地
方
に
、
未
だ
多
数
存
在
す
る
。
」
以
上
の

引
用
文
か
ら
、
我
々
は
、
こ
れ
ら
手
織
綿
布
工
は
、
な
お
若
干
の
生
産
手
段
を
所
有
し
て
は
い
る
(
仕
事
場
は
自
宅
、
手
織
機

(
9
)
 

は
自
己
の
も
の
)
が
、

一
方
で
、

フ
ア
ブ
リ
カ
ン
か
ら
原
料
を
支
給
さ
れ
、
個
数
賃
金
を
も
ら
っ
て
、
製
品
は
フ
ア
ブ
リ
ガ
ン
に
手
渡
さ
れ
る
、

い
う
点
で
、
基
本
的
に
は
、
事
実
上
の
賃
金
労
働
者
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
我
々
が
、
本
節
1
で
検
証
し
た
、

六
0
年
代
を
通
じ
て
、
農
村
地
帯
に
数
多
く
存
在
し
た
織
布
工
ぱ
、

と八

こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で

か
く
の
ご
と

北
大
文
学
部
紀
要



の
フ
ラ
ン
ス
線
業

き
農
村
争
議
工
が
存
続
し
得
た
基
幾
は
抑
制
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
疑
問
問
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
、
彼
等
の
も

つ
こ
つ
の
特
性
を
指
摘
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
第
一
に
、
彼
ら
の
わ
お
そ
る
べ
き
位
賃
金
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
八
六
八
年
の
年
間
…
人
当

り
の
賃
金
は
、
工
場
織
布
工
が
、
約
九
…
…
・
八
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
家
内
織
布
工
は
約
二
七
九
・
一
フ
ラ
ン
で
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
能
者
の
約
一
一
一

0
・
六
%
で
あ
(
勺
さ
ら
に
、
一
八
七

O
年
ヂ
ン
ケ

1
ト
の
供
述
に
よ
る
と
、

、
工
場
織
布
工
の
場
合
、
二
フ
ラ
ン
以
上
な
の
に
、
家
内
織
布
工
の
場
合
、
一
・

の
…
汚

五
フ
ァ
ン
で、

あ
る12
r 八

機七
布 O
工王子

の
特
性
は
、
彼
ら
の
農
民
的
H
土
地
所
有
者
的
性
格
で
あ
る
。
農
民
的
性
格
に
つ
い
て
は
、

八
七

O
年
ア
ン
ケ

i
ト
の
藷
供
述
に
お
い
て
、
確
か
め
る
こ
と
が
出
米
た
。
守
山
科
々
の
地
方
(
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

i
引
用
者
)
の

(

門

時

)

識
者
は
、
半
農
学
工
的
(
臨
時
雲
仙
h

喜朗仲

Z
M
2
2邑・
2
内
同
信
三
ユ
ユ
巾
)
で
す
。
」
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
特
に
パ
ス
・
/
ル
マ
ン
デ
ィ
で
一

{
何
時
)

は
、
機
布
は
、
わ
ず
か
の
例
外
を
除
い
て
、
農
村
に
拡
散
し
て
い
る
労
働
者
の
も
と
℃
行
わ
れ
て
い
ま
す
己
「
織
機
は
、
半
年
だ
け
使
用
き

ω

(お〉

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
織
布
工
は
、
半
年
間
織
布
の
仕
事
に
誕
事
し
、
残
り
の
半
年
を
、
土
地
の
耕
作
や
取
り
入
れ
に
用
い
る
の
で
す
J
等

々
。
さ
ら
に
、
後
ら
は
、
単
に
、
幾
業
労
働
に
従
挙
す
る
の
み
で
は
な
く
、
向
時
に
、
小
土
地
所
有
者
な
い
し
は
土
地
所
有
へ
の
強
い
故

援
の
所
有
者
i
こ
の
意
味
で
、
一
言
、
つ
な
れ
ば
、
土
地
所
有
者
予
備
軍
i
で
あ
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
の
労
動
品
物
の
、
王
な
野
心
は
、
ど
ん
を
小
池

片
(
日

2
1
5
宮
C
Z
3
2由
含

Z
吋
吋
品
)
で
あ
ろ
う
と
も
、
土
地
所
有
者
に
な
り
、
こ
の
地
片
ら
耕
作
し
て
、
例
え
貧
苦
に
責
め
ら

れ
よ
う
と
も
、
そ
の
生
産
物
で
、
生
活
の
犠
考
つ
る
こ
と
で
あ
り
ま
ち
」
さ
て
、
家
山
内
識
布
工
の
も
つ
、
以
上
つ
の
特
性
i
l
劣
悪
な
労

の
も
つ
、
第
一

…
八
六

O
年
ア
ン
ケ
ー
ト
お

よ
び

働
条
件
日

農
民
的
5
土
地
所
有
者
約
性
格
i
は
、
桔
互
規
定
的
鵠
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
郎
ち
、
家
府
内
織
布
工
は
、
織
布

の
土
地
ま
た
は
借
地
耕
作
で
あ
れ
ば
紋
穫
か
ら
、
農
業
労
働
者
で
あ
れ
ば
労
賃
と
し
て
〉
に

に
よ
る
収
入
を
、
土
地
か
ら
の
収
入

よ
っ
て
補
充
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
生
計
を
た
て
る
こ
と
が
出
米
た
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、

に
お
け
る
賃
金
圧



下
を
可
能
な
ら
し
め
た
基
本
的
条
件
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
、
こ
の
よ
う
な
過
渡
的
存
在
形
態
か
ら
、
完
全
に
専
業
化
し
た
工
場
労
働
者
へ

の
転
化
H

脱
農
民
化
は
、
織
布
部
門
に
お
け
る
資
本
の
蓄
積
が
進
行
し
、
機
械
制
工
業
が
、
そ
の
全
領
域
を
征
覇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可

能
な
ら
し
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
で
は
、
こ
の
過
程
は
、
極
め
て
緩
慢
で
あ
り
、
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
は
、
技
術
革
新
H
力
織

機
導
入
に
よ
る
機
械
制
工
場
の
設
立
に
よ
っ
て
、
生
産
性
を
上
げ
る
よ
り
も
、
織
布
工
の
賃
金
を
徹
底
的
に
可
能
な
か
ぎ
り
お
し
下
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
延
命
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、

フ
ア
ブ
リ
カ
ン
が
、
低
賃
金
に
依
拠
し
よ
う
と
す
れ
ば

す
る
程
、
家
内
織
布
工
の
土
地
へ
の
固
執
あ
る
い
は
っ
土
地
へ
の
情
熱
(
吉
田
回
目
。
ロ
・
℃

2
『

Z
丹市円

2)」
を
か
り
た
て
、
彼
ら
は
過
酷
で
不

(
げ
)

安
定
な
生
活
か
ら
脱
出
し
て
、
土
地
所
有
農
あ
る
い
は
借
地
農
と
し
て
の
安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
を
希
求
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
結
局
、
家
内
制
織
布
業
の
低
賃
金
と
、
手
織
工
の

「
土
地
へ
の
情
熱
」

は
、
相
互
規
定
的
な
相
関
々
係
に
あ
り
、
こ
れ
が
、
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
の
綿
織
布
業
に
お
け
る
工
場
制
度
の
支
配
的
地
位
の
確
保
を
阻
げ
る
主
要
な
条
件
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

-111 -

(
7
)

フ
ア
ブ
リ
カ
ン
が
綿
糸
に
加
え
さ
せ
る
準
備
工
程
と
は
、
こ
の
場
合

染
色
業
者
(
芯
Z
Zユ
2
)
に
よ
る
染
色
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
で

き
あ
が
っ
た
綿
布
を
先
染
綿
布

(
t
z
s
L
2
2
z
-
2
2
)
と
も
よ
ぷ
。

(
8
)
K
F
2日
「
口
三
」
切
∞
ω。・

ω∞寸唱同印刷】唱。ユ
m
L
o
m
司司。。
E
d
E
a
m
m
b
干

伽円
m
W
C
M
-
-
o
H
N
ω

〈『ニ】戸∞。。・

(
9
)

寸
手
織
工
は
、
自
宅
に
お
り
、
彼
が
織
る
織
機
は
、
彼
の
も
の

で
あ
る
」
。
〉
・
の
mw

円含

2
・。司・円同月
J
H
U
-
A
F
H
・

(
凶
)
通
常
、
手
織
機
一
台
に
つ
き
二
人
(
織
布
工
一
人
に
そ
の
妻
か
子
供

が
組
ん
で
行
う
。
)
〉
・
。
。
円

E
2・。
h
u
-
n
h
h
J

司・品川山・

北
大
文
学
部
紀
要

(
日
)
〉
・
。
。
コ
位
。
F
m
E
K
-

唱-
H
O
N
-

(
ロ
)
同
町
お
q
h
み
な
曲
川
戸
∞
o
o
-
-
L
皿山田】・門
rw
⑤

g
g口。ァ目)・
ω
C
A
F
・

(
日
)
同
お
qNh
即芯
w

H
∞
吋
。
岨
《
H

S
・
《
目
。
吋
。
ロ
mmm
ユ
ロ
ア
唱
-
A
F
H
N
-

(
日
)
周
辺
南
側
h
m

芯
-

H
∞
。
。
・
島
郡
司
・
【
目
。
心
口
。
ω
ロ
己
暗
唱
・

ω∞。

(
日
)
同
町
話
会
止
と
?
H
m
w叶

C
L
b
司・《
T
w

冨釦目。
r
A
p
u
・串
ω
N
・

(
ぱ
山
)
同
沼
会
h
m
H

ぬ
岨
同
∞
0
0
.
L
b
司
・
品
。
斗
。
E
m
m
t
f
官
-
h
p

串
u.

(
げ
)
手
織
工
の
悲
惨
な
生
活
に
つ
い
て
、
ル
ウ
ア
ン
控
訴
院
検
事
が
、
次

の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

「
私
は
、

J

『
〈
丘
三
郡
全
体
、
空
名
目
足
郡
の
い
く
つ
か
の
小
郡

(
2ロケ



資
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
綿
業

。E
)
、同

2
2
郡
の
い
く
つ
か
の
村

(
g
B
E
E
S
)
に
存
在
す
る
手
織

工(昨日

E
2
2
ι
ω
跡

Z

E
巴
回
)
に
つ
い
て
い
く
度
か
述
べ
て
き
た
。

見
す
ぼ
ら
し
い
住
居
や
衣
服
や
食
事
に
あ
ま
ん
じ
、
滋
養
に
富
ん
だ
食

物
に
不
足
し
て
い
る
の
で
、
魚
で
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
悲
惨
さ

を
忘
れ
る
た
め
不
自
然
な
カ
を
求
め
て
、
悪
質
な
の
に
高
い
火
酒
を
あ

お
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
長
い
間
、
あ
や
う
く
飢
え
で
死
な
な
い
程

度
の
工
貨
を
稼
い
で
き
た
。
彼
ら
は
、
(
彼
ら
が
織
っ
た
!
引
用
者
)

我
々
は
、
こ
れ
ま
で
、
一
八
六

0
年
代
フ
ラ
ン
ス
綿
業
の
基
本
二
工
程
に
つ
い
て
、
資
本
の
集
積
・
集
中
、
な
ら
び
に
、
生
産
構
造
の

変
化
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
機
械
体
系
と
労
働
力
編
成
お
よ
び
そ
の
社
会
的
存
在
形
態
の
変
化
と
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
れ
を
概
括
す
れ
ば
、
次
の
四
点
が
抽
出
さ
れ
る
。

第
一
に
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
紡
績
業
に
お
い
て
は
、

発
展
は
鈍
化
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

経
糸
の
価
格
に
対
し
て
さ
ら
に
工
貨
を
減
ら
さ
れ
よ
、
ヲ
と
し
て
い
る
。

彼
等
の
う
ち
で
最
も
熟
練
し
た
も
の
で
も
、
そ
の
工
賃
の
最
高
額
は
一

六
時
開
通
し
て
働
い
て
一
日
一
フ
ラ
ン
以
上
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故

に
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
に
と
っ
て
、
冬
に
生
命
を
保
つ
こ
と
が
不
可
能

な
の
だ
・
:
」
〉
『
の
『
・
口
氏
よ
∞
∞

ω
0・
ω∞
吋
唱
河
mw
唱唱。同・
2
L
A
w
m

円以同.。。.

ロ
吋
命
ロ
凶
1m
偶
hv
ロ
伽
吋
釦
g
H
-
-
o
H
M
W

同郁〈同・-。吋
-

H
∞
印
吋
・

一
八
三

0
年
代
に
、
機
械
工
場
制
度
が
確
立
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後
、
そ
の
山

一
八
六

0
年
代
に
は
、
す
で
に
、
個
別
資
本
の
集
積
の
プ
ロ
セ
ス
が
行
き
づ
ま
り
の
状
態
に
あ
り
、
/
一

大
企
業
へ
の
資
本
の
集
中
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
化
が
、
よ
り
強
力
に
遂
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
実
を
、
地
域
別
に
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
ル
ウ
ア
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、
資
本
の
集
積
・
集
中
が
、
(
後
者
の
方
が
強
力
で
あ
っ
た
が
)
、
共
に
行
な
わ
れ
、
他
の
四

郡
で
は
、
全
体
と
し
て
停
滞
な
い
し
は
萎
縮
し
つ
つ
、
集
中
の
み
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ル
マ
ン

ヂ
ィ
の
綿
紡
績
業
は
、
当
該
期
間
を
通
じ
て
、
資
本
の
集
中
を
推
進
せ
し
め
つ
つ
、
伝
統
的
な
綿
業
地
帯
で
あ
る
の

E
H
地
方
の
農
村
地

ル
ウ
ア
ン
等
の
都
市
周
辺
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
地
域
的
集
中
を
伴
っ
た
資
本
の
集
中
現
象
は

帯
か
ら
、

紡
績
工
程
に
お
げ
る
機
械
制
の
進
展
(
ミ
ュ

l
ル
紡
績
機
・
水
力
紡
績
機
か
ら
自
動
紡
績
機
へ
の
転
換
)
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
自
己
企
業
の
経
営
規
模
拡
大
と
自
動
紡
績
機
の
導
入
を
実
現
し
、
生
産
力
の
増
大
を
可
能
な
ら
し
め
た
都
市
の
大
紡
績
業
者
へ



と
資
本
が
集
中
し
て
い
っ
た
一
方
で
、
主
と
し
て
農
村
の
中
小
規
模
の
紡
績
業
者
が
、

生
産
力
的
劣
位
に
よ
っ
て
下
降
な
い
し
消
滅
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
綿
紡
績
業
の
構
造
変
化
の
具
体
的
過
程
を
た

我
々
は
、

第
三
章
に
お
い
て
、

ど
る
で
あ
ろ
う
。ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
織
布
業
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
、
力
融
機
を
導
入
し
た
機
械
制
工
場
と
、
手
織
機
に
よ
る
問
屋
制

家
内
工
業
が
併
存
し
て
お
り
、
当
期
間
を
通
じ
て
、
前
者
が
増
加
し
、
後
者
が
減
少
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
か
か
る
持
色
は
、
基
本
的
に

払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
内
容
を
、
地
域
的
に
検
討
寸
る
と
、
機
械
制
工
場
が
優
位
を
確
保
し
た
の
は
、
河
。

5
ロ
郡
の
み
で
あ

り
、
他
の
諸
郡
H
農
村
地
帯
で
は
、
問
屋
制
家
内
工
業
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
。
一
八
六

0
年
代
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
織
布
部
門
に
お

け
る
資
本
主
義
的
編
成
が
、
全
体
と
し
て
未
確
立
で
あ
り
、

第
二
に
、

ル
ウ
ア
ン
と
そ
の
周
辺
で
の
み
達
成
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
で

こ
れ
ら
二
つ
の
経
営
形
態
に
均
ら
れ
る
資
本
の
集
積
・
集
中
を
検
討
し
た
結
果
、
機
械
制
工
業
で
は
、
経
営

大
規
模
化
H

資
本
の
集
中
は
ま
だ
本
格
化
せ
ず
、
む
し
ろ
小
規
模
経
営
が
再
生
し
つ
つ
あ
る
段
階
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

多
方
、
問
屋
制
家
内
工
業
は
、
こ
の
期
間
を
通
じ
て
、
経
営
数
に
お
い
て
も
、
規
模
に
お
い
て
も
、
減
少
・
縮
少
し
た
が
、
依

然
と
し
て
農
村
地
帯
に
広
く
残
存
し
て
い
る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
織
布
業
の
産
業
資
本
は
、
二
つ
の
異
っ
た
形
態
を
と
っ
て
存
在

一
方
H

問
屋
制
家
内
工
業
か
ら
、
多
方
H

機
械
制
工
業
へ
の
移
行
の
過
程
は
、
終
了
し
て
い
な
い
、

こ
の
具
体
的
過
程
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

-Cヲ匂
。

去
」
〉
り
に

し
て
お
り
、

当
段
階
は
、

と
い
、
え
よ
う
。
我
々
は
、
第
三
一
章
に
お
い
て
、

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
綿
業
の
生
産
構
造
を
、
ア
ル
ザ
ス
綿
業
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
、
著
し
い
柏
違
が

存
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
綿
業
の
一
八
六

0
年
代
末
は
、
ア
ル
ザ
ス
の
ほ
ぼ
一
八
五

0
年
代
前
半
の
段
階
に
あ
る
。

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
織
布
部
門
に
お
け
る
問
屋
制
家
内
工
業
の
存
続
を
可
能
に
し
て
い
た
基
本
的
条
件
た
る
労
働
力
の
存
在
形

第
四
は
、

北
大
文
学
部
紀
要
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の
フ
ラ
ン
ス
線
業

の
土
地
で
あ

か
か
る
労
働
力
の
提
供
者
で
あ
る
農
村
の
手
織
工
は
、
工
「
土
地
か
ら
の
収
入
(
富
己
の
土
地
で
あ
れ
、
他
人

を
語
瓦
に
補
填
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
等
に
対
す
る
繋
金
一
社
下
を
可
能
に
し
、
持
に
は
、

の
・
仲
ぶ
ま
に
一
時
的
に
せ
よ
解
雇
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
手
議
工
の

「
土
地
所
有
者
的
性
格
」
は
、
ぬ
ぐ
い
去
ら
れ
な
い
。
鶴
屋
総
家
内
工
業
が
、

我
々
は
、
第
三
必
い
て
あ
と
づ
け
る
ぐ
あ
ろ
う
。

フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
の
意

態
が

な
る
。

J¥  

の

を
か
り
た
て
、
後
ら
の

一
八
六

0
年
代
会
過
と
て
、

か
く
も
執
拘
に
存
綾
し
、
え
た

吐
い
ぬ

イ乙
グ〉

要
因

第

の
構
造
変
化
の
持
つ
特
色
が
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
競
走
さ
れ
て
、
ど
の
よ

そ
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
こ
と
が
、
本
主
阜
の
課
題
で
あ
る
。

に
、
当
該
期
間
同
に
お
け
る
綿
製
品
め
国
内
市
場
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
ぞ
れ
が
、
各
綿
業
地
域
の
寵
口
開
設
産
の
あ

え
た

八
六

0
年
代
フ
ラ
ン
ス

114 

持
剛
、
、

ナ
八
ふ
川
吋

ま
ず
第

り
方
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
必
よ
ほ
し
だ
か
ο

第

一
八
六

C
年
の
イ
ギ
リ
ス
を
犠
矢
と
す
る

の
通
商
条
約
に
よ
っ
て
開
熱
さ
れ
た
自
治
貿
易
制
制
度
が

の
生
産
活
動

に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
か
。

第
三
に

一
八
六

め
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
に
よ
っ
て
惹
鵠
冬
れ
た
緩
度
の
棉
花
欠
乏
H

そ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
。

で
追
求
し
た
講
造
変
化
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
う
か
と
い
う
点
に
関
心
を
払
い
つ

「
綿
花
飢
組
織
」

は
、
ど
の
よ
う
に

護
関
し
だ
か
α

フ
ラ
ン
ス
の
綿
業
は
、

以
上
の
三
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
、
第



っ
、
b々
M

々

て
い
き
た
い
と

〈

1
」
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
庖
と
の
鴻
満
開
条
約
は
、
以
下
め
順
序
供
、
総
給
さ
れ

た
。
ベ
ル
ギ

i
…
八
六
一
卒
、
関
税
同
照
ム
ハ
ニ
和
十
通
イ
タ
ワ

i
六
一
ニ
ト
午
、

ス
イ
ス
ム
ハ
閉
館
十
、
ス
ウ
ェ

i
一
ア
ン
・
ノ
ル
ウ
ヰ
$
2
5
5
5
;

ハ
ン
ザ
同
線
・
イ

ス
パ
ニ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
六
五
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
六
六
年
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
・
口
2
8
8
5
5
3
7

絞
奥
村
間
六
七
年
。
か
く
て
会
八
六

0
年
代
は
、
自
由
附
旋
回
材

料

約

皮

あ

る

つ

第
一
部

国

持

市

場

の

変

化

ブ
一
フ
ン
ス

の
薦
問
問
生
産
に
は

り

一
つ
め
な
C

わ
だ
っ
た
辞
色
、
す
な
わ
ち
、

グ〉

の
質
が

く
黙
っ
て
い
る

と
し、

が
あ
っ
た
。

ア
ル
ザ
ス
で
は

「
多
数
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
・
ア
ル
ザ
ス
両
綿
業
地
域

見
類
な
く
巧
み
な
技
術
が
、

い
ま
れ
に
鮮
や
か
な

の
デ
ッ
サ
ン
と

っ
、
上
震
で
笑
し
い
イ
ン

て
い
た
。

一
方
、

ノ
ル
マ
ン
「
ア
ィ
は

か
し
さ
の
点
で
、
劣
る
領
分
に

WNυ 
宅
e
a
A

の
動
図
で
あ
っ
た
。
:
・
ぞ
れ
(
ア
ル
ザ

iま

(1) 

追
い
や
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
親
綿
布
の
生
産
を
続
け
た
。
争

(
3
)
 

で
み
っ
た
。
:
〕
め
よ
う
な
、

の
綿
布
は
、

し
か
し

k-
、-

(1) 

一
九
世
紀
や
葉
の
同
時
代
人
の

て
い
る

の
綿
製
品
の

7うf

九

世
紀
六

0
年
代
に
は
、

ど
の

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

つω

3 

Y品
。
吋

e
h
w
¢
《
同
⑦
句
会

U
H
M
m
ω
"
~叫
』
吋
ね
た
加
え
4
h
h
偽

札
A
N

町
、
川
辺
九
段
踊
旬
、
同
県
川

九
時
~
ぬ
、
可
俗
、

N
n
p
い
同
∞
向
山
内
y

M

M

M

〉

・

m
w
m
w
i
m
W
C

l 

八

六

O

ま
すご

ノ
ル
マ
ン
デ
イ
に
つ
い
て
は

す
で
に

(
4
)
 

に
よ
っ
て
開
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
訟
統
的
な

ル
ウ
ア
ン

の
手

織
り
綿
布
(
経
綿
布
〉
に
加
え
て

八

G
年
代
中
葉
の

に
と
も
な
っ
て

司
キ
ャ
ラ
コ
生
産

れ
た
。

そ
し
て

北
大
文
学
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資
本
主
義
磁
立
期
の
フ
ラ
ン
ス

こ
の
キ
ャ
ラ
コ
に
お
い
て
も
、
太
番
手
の
厚
手
綿
布
が
大
部
分
を
占
め
で
わ
お
り
、

お
け
る
綿
製
品
は
、
が
全
く
顧
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、

に
な
っ
て
も
、
変
化
し
な
か
っ
た
。
当
地
域
に

ド
は
、
丈
夫
き
が
身
上
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン

デ
イ
の
綿
織
物
業
同
体
、
著
修
を
知
ら
ず
、
経
済
的
か
っ
簡
単
な
生
産
の
み
を
知
っ
て
い
目

J
し
た
が
っ
て
、
そ
の
市
場
も
、
「
:
・
荷
よ
り

も
、
食
し
い
顧
客
、
撞
民
地
と
農
郎
ぐ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
植
民
地
に
つ
い
て
は
、
ぎ
ミ
ミ

i
m
Y
3
wが
、
「
私
は
、
生
産
物

の
う
ち
の
非
常
に
多
く
の
鵠
分
を
、
ア
ル
ジ
ぶ
リ
ア
で
取
引
き
す
る
仲
介
商
人
〈

2
5湾
政
主

zzwと
に
売
り
渡
し
て
い
ま
す
。
こ
の

(
7〉

ア
フ
リ
カ
織
民
地
は
、
五
・
六
年
前
か
ら
、
ル
ウ
ア
ン
工
業
に
と
っ
て
、
巨
大
な
販
路
で
あ
り
ま
し
た

J
と
の
べ
て
い
る
。

る
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
輸
入
綿
製
品
を
、
ほ
ぽ
独
占
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ
イ

一
六
番
有
)
め
綿
糸
が
、
ル
ウ
ア
ン
の

お
い
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
は
開
明
ら
か
で
あ
る
。

-， 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
向
け
の
キ
ャ
ラ
コ
と
大
部
分
の
ル
ウ
ア
ン
州
織
り
に
用
い
ら
れ

〕
の
地
方
で
は
、
細
番
手
綿
糸
を

れこ
の
地
方
の

た
方
が
有
利
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

」
と
い
う
供
述
に

に
応
じ
た
綿
布
の
み

八

お
を
み

が
こ
の
市
場
を
お

の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

」
れ
に
加
、
え
て
、

「
ノ
ル

γ
ン
デ
ィ
で
は

116 

せ
ん
。
こ
こ
で
…
般
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
綿
布
に
用
い
ら
れ
る
綿
糸
を
生
産
す
る
こ
と
に
採
ら
れ
て
い

み
ら
れ
る
ご
と
く
、
農
民
を
主
体
と
す
る
「
会
し
い
顧
客
し
に
、
市
場
会
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
4
〉
例
え
ば
、
k
r
r
b
z
g
y
m
m
r
S町民
J

唱

-NE69遂
術
開
燦
明
「
フ
ラ
ン
ス

産
業
等
命
り
:
」
ο
際
情
的
泰
彦
「
フ
ラ
ン
ス
燦
祭
事
会
論
¥
↓
五

Oi…

五
八
賞
。

〈
5
)

〈
自
)

{

V

「

相
4
0
M
W

向。p
o
h
p
n川
町

よ

唱

-
H
C
m
w
'

(
7
〉
陥
円
安
否
ミ
タ
山
内
∞
∞
0
・円山
r
y
品
。
汚
ouuE
時点
~
g
A
M
M
1時一
U
H
-
-
H
U
'
M
W

串・

〈

8
〉
糸
が
紛
い
ほ
ど
悉
や
の
数
字
が
潟
く
か
必
る
。
そ
の
分
類
労
法
同
体
国
会

た
は
池
波
)
と
時
代
に
よ
っ
て
祭
る
が
、
均
時
吋
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
ほ
ぼ

次
め
よ
う
な
分
穏
に
基
づ
い
て
い
た
。
太
糸
(
回
。
刑
判
可
。

ω
)
;一一
O
番

手
以
下
、
抜
糸
(
問
。
芝
公
ヨ
笹
山

Z
〉!一一

o
i五
O
番
手
、
や
綿
糸
(
出
"

時
弘
岡
山

2
)
l況
0
1
…0
0番
手
、
総
糸
(
ロ

e
?と

i

一
0
0格
骨

子
以
上
。

(

Q

d

)

同
円
安
定
常
時
ゆ
い
円
∞
0
0
・
円
山
部
制
ア
品
。
旬
。
5
議司令
l
a
g
o
g
e
乏
な
H
J
H】
日

v-Mwi山戸

(
日
山
〉
旬
、
H
q
H
h
b
h
p
H
∞
。
。
ゆ
仏
静
岡
γ
品。

F
。叫伽
W

4
釦
匂
加
A
W
N
M
吋
e

H

M

・uwmwAF



こ
れ
に

て
、
ア
ル
ザ
ス
の
綿
製
品
と
商
品
市
場
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た

ア
ル
ザ
ス
の

、
当
初
か
ら
、
捺
染
布
の

た
が
っ
て

締
緩
・

の
紡
績
・
織
布
業
は
組
番
手
綿
糸
・
薄
織
綿
布
を
生
産
し

っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
と
異
っ
て
、

そ
の
原
料
と
し
て
の
半
加
工
品
を
生
産
す
る
も
の
と
し
て
位
霊
づ
け
ら
れ
て
い

し

へ
供
給
し
た
の
で
あ
る
。
完
成
口
問
の
接
染
綿
布

は

、

大

量

生

産

を

安

備

に

「

世

界

中

の

よ

賀

布

の

消

費

を

え

り

ナ

ぐ

る

こ

と

で

よ
う
に
、
持
よ
り
も
高
価
な
高
級
品
で
ゐ
り
、
市
場
の
か
な
り
の
部
分
が
閣
外
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ザ
ス
の
捺
染
綿
布
に
対
す
る
「
デ
ザ
イ

ン
と
色
彩
の
覆
秀
性
が
…
つ
め
価
値
を
与
、
え
て
い
る
の
で
、
輪
出
が
な
る
ほ
ど
充
分
な
条
件
で
生
産
す
る
こ
と
が
件
、

い
っ
た
評
価
は
終
始
変
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

と
い
わ
れ
た

八

は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ル
ザ
ス
綿
業

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
者
の
一
一
部
門
が
捺
染
部
門
か
ら
分
離
し
て
、
軍
手
の
大
衆
用
綿
布
を
独
自
に

(
H
H
〉

る
の
で
あ
る
。
ミ
ユ
ル
ウ
ズ
の

捺さ
染れ
綿る
布綿
が糸
消と
費は
ず
る
の

の
綿
糸
を
、
議
糸

甘
さ
り
乙
安
部
川
川
、
次
の
よ
う
に
供
連
し
て
い
る
。
「
私
の

め
生
産
に
よ
っ
て
消
費
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
結
績
工 、
結
績
に
よ
っ
て

、
い
つ
で
も
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の
綿
糸
を
生
産
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ο

旅
染
綿
布
の
生
産
の
た
め
の

ず
に
、
最
も
、
最
も
高
い
利
談
会
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
綿
糸
を
生
産
し
ま
す
。
:
創
刊
益
は
、
経
番
手
綿
糸
よ
り
も
、

太
番
手
綿
糸
の
方
が
大
き
い
の
で
一
ち
い
こ
の
よ
う
に
、
緯
製
品
の
銘
柄
が
二
つ
に
分
離
し
た
こ
と
に
よ
り
、
必
然
的
に
、
そ
の
販
路
H

二
分
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
捺
染
綿
布
は
、

(
綿
糸
の
)

国
外
へ
、
太
養
子
綿
糸
と
淳
手
綿
布
は
、
圏
内
へ
、
各

々
士
市
場
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
々
は
、
岳
地
の
綿
糸
〈
依
田
喜
朗
巴
き
と
が
¥
箆
外
へ
ほ
と
ん

外
へ
の
並
製
品
の
販
売
は
不
可
能
と
い
っ
て
い
い
。
;
我
々
が
、
綿
布
・
ぞ
い
く
分
か
大
量
に
輸
出
明
、
き
る
の
は
、
捺
染
布
か
概
製
懇
の
み

で
J
h
J
こ
の
よ
う
に
、
ア
ル
ザ
ス
で
は
、
当
初
、
捺
染
綿
布
向
け
の
半
加
工

て
い
ま
せ
ん
0

・
:
国

る
た
め
に
出
発
し
た

織
布
部
門
が

そ

北
大
文
学
部
紀
婆



資
本
主
義
綴
立
期
め
ざ
ブ
ン
ス
線
数

れ
と
は
別
個
に
、
自
ら
生
産
じ
販
売
す
る
と
い
う
、
捺
染
部
門
の

「
ふ
入
隊
封
鎖
は
、
的
判
綴
業
と
織
十
部
業
の
数
を
悩
憎
畑
出
さ
せ
る
結
果
と
な

り
、
か
〈
て
、
や
が
て
捺
染
殺
が
、
玉
と
し
て
当
地
産
め
綿
布
を
始
決
断
刑
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
L
m
-
F
串
〈
ア
《
W
N
W
-
n同町
J

匂
J
可

mw-

(
刊

u
v

均
河
内
定
h
b『

F

M
∞内W
O
W
内
四
都
制
ア
《
向
。

H
N
C
吉

ωタ
M
Y
A
F

柄。・

(
刊

ω〉
句
、
暗
唱
間
的
立
鳩
同
∞
J
1
0
ψ

恥
郡
明

γ
内

T
W
V印刷
M
O
F
山

M

-

h榊
仇

F

0

・

(
は
)
伽
械
部
泰
彦
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
分
離
〈
企
業
的
分
化
〉

は
、
織
布
γ
ふ
料
収
に
お
け
る
機
械
化
と
工
場
制
度
へ
の
移
行
が
行
な
わ
れ

る
一
八
三

0
年
代
に
開
始
さ
れ
た
。
服
部
泰
彦
1

フ
ラ
ン
ス
産
業
率
命

一
一
六
九
l
二
七
一

2 

八

七

O
年

一
八
七

O
年
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
次
め
よ
う
な
供
述
が
、

薄
織
綿
布
が
輸
入
さ
れ
た

ア
ル
ザ
ス
は
、
こ
れ
ま

議
〉
を
中
止
し
、

よ
り
太
い
番
手
の
綿
糸
を
原
料
と
す

か
ら
の
離
授
が

つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
悪
わ
れ
る
。

(
お
〉
陶
芸
E
F
M
m
w
a
c
'
品

8
・
号

h
・
0
0
ロデ
Mm幡
町

M'mwmw
・
こ
の
傾
向
は
も

原
絡
め
種
類
に
も
反
映
し
て
い
る
。
「
茨
夜
、
原
料
棉
花
に
つ
い
て
は
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
滋
(
高
級
繍
抑
制
批
日
時
間
的
の

i
引
用
者
〉
を
後
出
府
す
る
こ
と
は

例
外
的
ぞ
あ
号
ま
す
。
何
故
な
ら
、
綿
糸
と
や
綿
糸
の
消
費
蚤
が
現
在

減
少
し
て
い
る
の
で
、
こ
め
種
の
綿
糸
の
生
産
を
減
少
せ
ざ
る
を
え
な

い
か
ら
や
、
あ
9
ま
す
J
旬
、
同
会
込
町
ぬ
い
∞
伐
(
Y
応
部
切
ふ
た

4
2時。山河内山戸
ω
も・品交
w-

(
叫
山
)
~
刊
誌
南
里
町

H
F
M
m
w
oタ
訟
判
》
一
・
品
。
}
凶
仏
c
m
防
止
の
吋
。
P
M
Y
ハ
戸
市
ザ
炉
後
は
、

こ
れ
に
統
け
て
、
閥
均
綿
布
は
総
売
上
げ
宜
向
の
ム
ハ
i!
七
%
に
す
ぎ
な
い

こ
と
、
相
手
閣
は
ス
イ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
宕
こ
と
を
め
べ
て
い
る
。
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ノ
ル
マ
ン

の
総
業
家
の
多
数
か
ら
だ
さ
れ
て
い
る
。

「
外
留
か
ら

て
い
た
細
番
手
綿
糸
と
ジ
ャ
コ
ナ
織
り
(
い

2
2
2
薄
織
綿
布
の

は
じ
め
ま
し
た
ο

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
は
、
今
ま
で
、
こ
の
手
の
線

{吋ど

ア
ル
ザ
ス
と
も
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
」
こ
う
し
た
供
述
ぞ
注
尽
さ
れ
る
点
は
、
彼

糸
だ

て
い
た
の
で
、

ら

が

イ

ぞ

リ

ス

杓
ソ
中
」
郎
、

そ
の
「
間
接
的
影
響
」
を
、

へ
}
i
v
ア
ル

ス
・
ス
イ
ス
等
外
隠
か
ら
の
総
番
手
綿
糸
・
薄
織
綿
布
の
流
入
i+
ア
ル
ザ
ス
の
綿
製
品
の
変
化
(
太
番
チ
綿
糸
・

ザ
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
と
の
競
純
一
と
い
と
り
方
が
、
当
時
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
紡
績
・
識
布
業
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た

が
、
千
ぞ
リ
ス
等
外
国
産
地
綿
製
品
の
流
入
よ
り

の
で
あ
る
。

ぞ
れ
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
業

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
イ
ギ
リ

た



l土

ア
ル
ザ
ス
線
業
の

よ
る
昌
内
市
場
に
お
け
る
麓
争
の
激
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
一
八
六

O
年

、

紡

績

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

し

て

現

在

も

六

百

万

錘

近

く

あ

り

ル
ザ
ス
で
紡
錘
数
が
少
し
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、

、
事
実
と
し
て
は

フ
ラ
ン
ス
に
は
約
六

と
い
、
つ
の
は

ア

そ
の

ノ
ル
マ
ン

で
荷
数
だ
け
減
少
し
た
か
ら
で
…
竺
と
い
う

八
七

O

ア
ン
ケ

i
ト
の

で
あ
る
が
〈
表

)
、
ぃ
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の

母、、.、‘，
E

カ
レ
カ
に

ア
ル
ザ
ス
綿
業
の

て
い
た
か

と
す
る
外
国
か
ら
の
綿
製
品
そ
の
も
の
が
ノ
片
山
?
ン

に
流
入
し
て
き
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

イ
ギ
リ
ス

デ
ィ
綿
業
を
脅
か

々
は
、
次
の
第

二
節
で
く
わ
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
げ
)
』
同
宣
言
と
は
F
M
M
W
J吋

P
品
品
開

M
-
L
O
H
M
O綴
可

2
1
1必
U2-止
命
『
曲
目
ア
一
戸
、
吋

H
a

(お
)

N

円
切
同
会
た
に
P
M∞
吋

0
・
L
h
V
M
Y
R
r
w
F
E
M
M
O
P
-
M刷
了
串
O
吋
|
∞
・
~
内
定
判
史
認
出

一
方
、
ア
ル
ザ
ス
の
綿
糸
・
綿
布
生
緩
め

定
的
で
あ
る
。
表
日
に
よ
る
と
、

H
∞

斗

。

内

山

部

ヤ

門

凶

o

d刊内
w品
会
MM四
件
。

E
W
M
M
-
ω
印
少

(
山
山
)
旬
、
州
南
関
父
母
￥
凶
∞
吋
。
噌
品
事
M
Y
内山
A
W

匂
O
M
M可

2
1
C
C
Z立
o
p
目

Y
M
ω
4
P

(
捺
染
山
綿
布
用
の
上
饗
綿
製
品
か

へ
)
は
、
こ
の

・
太
糸
用
の
紡
錘
が
、
ム
ハ
盟
・
二
%
か
ら
八
閥
・
八

八
七

O
年
ア
ン
ケ
ー
ト
子
記
録
さ
れ

至
っ
て
、
決
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か
け
て
、
、。〆

%
へ
増
加
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
綿
糸
・
中
抑
制
糸
用
の
紡
一
錘
が
減
少
し
て
い
が
r

こ

た
諸
供
述
に
よ
っ
て
、
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
吋

42mな
ぞ
内
吋
今
言
は
、
一
八
六

C
年
に
、
紡
銭
七
八
、

て
、
一
ニ
二
五
、

対
し
て
、

八
六
一
年
か
ら

ま
た

ー
フ
ラ
ン
ス
の
棉
花
浪
費
最
め

は
明
言
で

一九
O
、

八
七

O
年
に
は

0
0
0々

ロ

グ

ラ

ム

の

棉

花

を

消

費

し

、

組

糸

一

i
七
八
番
手
)

一、

0
0
0錘
で
、
五
回

O
、

0
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
棉
花
を
消
費
し
、
並
糸

を
生
産
し
て
い

し
か
し

年
来

フ
ラ
ン
ス
の
綿
紛
綴
業
が

た
故
に
生
じ
た
も
の
で
す
。
綿
糸
・
中
綿
糸
を
生
産
し
て
い
た

が

i
私
の

北
大
文
学
部
紀
要



よ
り
太
番
手
の
綿
糸
に
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
そ
の

「
ア
ル
ザ
ス
で
は
、
ア
メ
リ
カ
産
棉
花
が
三
分
の
一
一
、
イ
ン
ド
産
棉
花
が
三
分
一
鍍
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ジ
プ
ト
産
棉
花
が
、
多
量
に
消
費
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
組
糸
紡
綾
か
ら
太
糸
紡
積
へ
の
転
換
の
た

(
明
前
〉

日
毎
に
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
」
等
の
諮
供
壌
が
、
一
八
七

C
年
ア
ン
ケ

i
ト
の
随
処
に
記
銭
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
。
ア
ル
ザ

ス
綿
業
の
一
八
六

0
年
代
は
、
紡
綴
・
織
布
部
門
が
、
捺
染
部
門
か
ら
決
定
的
に
分
離
し
、
こ
れ
と
は
全
く
崩
個
の
綿
製
品
を
生
産
し
、

臨
内
市
場
を
、
白
日
の
も
の
、
と
し
て
確
保
す
る
過
程
が
完
成
し
た
時
懇
で
あ
っ
た
、
と
結
論
づ
け
て
よ
い
。
「
東
部
地
方
(
ア
ル
ザ
ス
が

そ
の
、
主
要
部
分
考
一
占
め
る
i
出
用
者
)
の
線
工
業
を
、
そ
の
生
産
物
の
あ
ら
ゆ
る
条
件
の
た
め
に
、
完
全
に
別
々
の
二
つ
の
部
門
に
分
け

る
こ
と
が
ぞ
き
ま
す
。
:
・
ご
つ
は
)
賛
沢
口
聞
を
生
産
す
る
も
の

(
g品
仙
沼
含
由
仲
立
指
向

rz五
時
的
念
日
原
H

具
体
併
に
は
捺
染
業
i
引

用
者
)
で
、
富
裕
な
階
漕
向
浜
口
の
製
品
を
つ
く
り
ま
す
。
:
こ
の
特
殊
な
工
業
は
、
一
切
の
保
護
関
税
な
し
で
す
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
、
お

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
二
つ
は
〉
日
常
用
い
ら
れ
る
綿
布
を
つ
く
る
も
の

2
5
2含
院
な
ぽ
仏

Z
一

仲
仲
間
言
明
号

n
c
E胡
O
S
B脚
色
。
出
合
。
号

2
2
紡
績
・
織
布
部
門

i
引
用
者
〉
令
、
保
護
関
税
を
必
要
と
し
ま
す
よ
〕
の
綿
布
は
、
十
年
部
に
も
、
国

と
い
う
供
述
が
示
す
よ
う
に
‘
こ
の
こ
と
は
、
問
問
時
代
の
綿
業
家

資
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
総
業

サ特 そ
るの

とつ
にザl"
なす
っカぎ

た
の藷
で毒事
すi:i'j育
L O~ ~こ

よ
っ
て

か
つ
て
、

ア
ル
ザ
ス
で
は
、

め
に
、

内
市
場
で
、
ア
ル
ザ
ス
と
ル
ウ
ア
ン
で
、

消
費
さ
れ
て
い

に
よ
っ
て

は
っ
き
り
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
お
〉
ま
た
、
以
下
の
数
字
か
ら
も
、
抑
制
養
手
綿
糸
の
生
産
の
減
少
を
推
定

し
得
る
。
一
八
六
九
年
の
練
糸
輸
入
最

ニO
i
m出
O
番
手
l
三
一
、
九
五
六
畿
の
紡
畿
の
年
間
ゑ
藤
田
章
に
如
何
点
却

す
る
分
援

よ
り
大
量
の
棉
花
を
消
費

四
O
j
七

O
養
子
i
向
様
に
九
五
、
九
五
五
銭
分

七

o
i
一
0
0醤
手

i
五
五
、
一
一
一
一
二
銭
分

一
0
0
4骨
子
以
上
j
一
二
問
、
五
七
一
二
鐙
分
尚
喜
急
京

M
m
w叶
1
0込
串
唱
を

品

命

む

O
】
伶

ω鮎
W
Z
F
同

v
-
ω
m
w
ω
・



以

上

、

入

六

0
年
代
を
通
じ
て
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
と
ア
ル
ザ
ス
の
綿
識
に
お
け
る
綿
製
品
の
磁
畿
と
関
内
蕗
口
同
市
場
に
つ
い
て
簡
略

な
が
ら
検
討
し
た
結
来
、
我
M
m
は
次
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
は
、
従
来
大
衆
用
組
綿
製

品

、

を

、

去

と

し

て

生

産

し

、

市

場

は

農

民

等

の

の

関

櫨

の

線

布

が

こ
と
、
こ
れ
は
、

(
幻
〉

M
W
滋
喝
さ
叩
H

F

H
∞
吋
。
ゅ
内
定
V
M
y
m
n
ユ
伶

mL。
z。
俗
間
三
河
内
吋

21寄
る
・
山
岳
山
ω
・

〈
判
仙
)
同
町
三
患
な
ゆ
日
m
m
w
吋

O
L
8・
内
山
ぬ
の
『

Z
V陪口
w

判

Y
2
'・
続
け
て
彼
は
、

「
利
払
は
、
…
八
六
二
年
以
前
に
は
平
均
六

O
i六
二
4

骨
子
め
経
糸
を
年

間
七

C
、

0
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
生
産
し
て
い
た
が
、
…
八
六
九
年
に
は

平
均
三

O
時
智
子
の
も
の
を
年
間
一
六

O
、

0
0
0、
キ
ロ
グ
ラ
ム
生
産
し

て
い
ま
す
J
と
の
べ
て
い
る
。

な
お
、
一
務
錘
当
り
の
番
手
別
一
日
当
り
生
産
緩
は
次
め
滋
号
で
あ
る
。

二
八
掛
骨
子

i
ムハ

0
グ
ラ
ム

問
問
。
番
手
j
一
一
一
五
グ
ラ
ム

五
0
4骨
子
二
凶
グ
ラ
ム

山ハ

O
雲
!
一
八
・
三
グ
ラ
ム

七
0
4骨
子
!
…
…
一
で
八
グ
ラ
ム

八

0
4骨
子

i
一
0
・
八
グ
ラ
ム

九

O
番
手
j
八
・
六
六
グ
ラ
ム

一
O
O掛智子
iEJM
・一一一

0
グ
ラ
ム

刷
、
倒
舟
常
時
h
a
p

一
円
∞
吋
C
U
《
山
郁
唱
。
乱
立

o
m
め
内
『
E
A
w
m
w

唱
陪
吋
白
山
泌
さ
吋
ゆ

ω
え
仲
町

2
・

防
相
刷

hwm
刷
会
同
迄
営
・
甲
山
伶
吋
U

向
。
明
文
円
以
?
?
鼎
印
串
・

(
忽
)
周
辺
会
み
た
r

H
閉山吋
0
・
安
ぜ
・
門
向
。
〉
・

0
0
山間同
c
m
w
w
H
M
・
同
一
や

(
川
悦
〉
川
内
密
志
向
b
H
F
H
∞
吋
。
・
品
hvMM
・
品
。
向
上
喜
子
唱

-MH了

H
∞
∞
i
M
m
w
m
w
-
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し、

暑
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
へ
ア
ル
ザ
ス

ア
ル
ザ
ス
に
お
け

程
と
結
績
・
織
布
ヱ

で
き
た

の
企
業
分
化

て
、
捺
染
布
は
高
級
品
と
し
て
専
ら
国
外

い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

へ
市
場
金
求
め
、
大
衆
用
郎
総
綿
製
品
は
主
に
国
内
市
場
合
対
象
と
し
て
従
来
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
綿
業
の

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
条
件
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ

消
滅
し
て
統
一
的
盟
内
市
場
が
確
立
し
た
こ

あ
っ
た
地
域
へ

し
て

こ
う
し
て
統
一
さ
れ
た
器
内
市
場
に
お
け

に
、
当
期
間
を
通
と
て
、
間
潟
地
的
市
場
蜜
が
ほ

際
し
て
、
ア
ル
ザ
ス
綿
業
が
生
産
力
的
に
穫
越
し
て
い
た
こ
と
の

そ

し

fこ

れ
る
。
ま
ず
第

J 

L 

つ
い
て
は
、
第

み
た
よ
う
に
、
一
潟
地
域
の
綿
業
が
そ
の

吋

噌

』

い
灼
山

Aγ
よ
め
ヲ
h
v
o

お
い
て
著
し

て
い
た
こ
と
に
照
時
す
る
と



の
英
仏
通
商
条
約
を
契
機
と
し
て
、
ヨ

i
ロ
ッ
パ
の
各
工
業
関
と
、
期
次
通
路
条
約
を
締
結
し
、
第
一
帝

(
l〉

政
以
来
、
維
持
さ
れ
て
き
た
探
護
貿
易
制
制
度
か
ら
自
由
紫
易
制
成
へ
の
転
換
を
強
行
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た

っ
て
一
享
受
し
て
き
た
関
校
保
穫
を
除
去
さ
れ
、
働
関
税
で
輸
入
さ
れ
る
外
国
産
め
商
品
に
、
悶
内
市
場
を
開
放
し
で
こ
の
自
由
主
義
へ

の
移
行
が
、
フ
ラ
ン
ス
線
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
作
用
し
、
第
二
章
守
検
討
さ
れ
た
構
造
上
の
変
北
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
か
、
を
筒
、
7
こ
と
が
、
本
節
の
課
題
で
あ
る
。

の
フ
日
ブ
ン
ス

ぃ
、
え
ト
で
7
。

〈お

)
M
C
nと
5
2
開
。
吋
ハ
は
、
て
八
反

0
年
代
m
w
ブ
!
ム
が
鉄
道
敷
設
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
‘
そ
の
結
系
と
し
て
「
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
ナ

シ
ョ
ナ
ル

7
1
ケ
ッ
ト
へ
の
転
換
」
が
起
り
、
寸
多
数
の
議
工
業
を
、

第
二
部

通
商
条
約

i
白
磁
貿
易
制
度

フ
ラ
ン
ス
は

一八

〈

1
)

フ
ラ
ン
ス
は
、
一
七
八
六
年
に
英
仏
通
務
条
約
を
綴
給
し
た
が
、
一
、

八
O
六
採
用
り
大
波
封
鎖
に
よ
っ
て
絞
棄
さ
れ
、
以
来
一
八
六

O
年
ま
州
、

保
護
叉
易
制
度
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
閥
め
事
務
に
つ
い
て
は
、
h
F
・

v・

-
)
口
氏
器
開
f

凶
ヨ
恥
俗
、
山
潟
地
~
中
、
定
一
旬
h
h
w
M
J会
H
h
'
q
o
h
n
。
語
道
俗
、
町
働
問
。
、

同
知
的
。
E
b
k
H
b
ぬ
M
M
可
。
町
、
俗
的
柄
。
也
、
H
b
ぬ
な
州
民
総
帥
む
よ
R

同町、時向、巴~Hhh向。沼町潟

、
w
d
諸
問
句
、
同
出
w
m
w
c
'
官
官
・
∞
・
。
仲
ω
A
ヂ

(
2
)

フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
発
援
が
相
対
的
に
緩
峨
院
で
あ
っ
た
こ
と
の
原

図
の
つ
を
、
こ
の
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
る
係
織
脱
線
皮
に
求
め
る
紛
が

殺
し
て
他
の
多
く
の
も
の
の
絡
協
慌
の
た
め
の
機
会
を
つ
く
っ
た
」
と
い

っ
て
い
る
段
。
-
M
Y
欠
宮
品
目
。
r
o
司
踊
伶
♂
。
h
y
n
~
h
J

ヲ

mw-
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存
す
る
。
例
え
ば
、
F
Z
2
2
a
は
、
そ
れ
放
に
企
業
家
精
神
(
与
マ
-

x
o
同

3
2毛
吋

2
色
が
促
進
さ
れ
ず
、
ー
外
霞
と
の
競
争
が
な
い
の

ぞ
、
後
ら
は
、
防
吋
代
の
後
移
に
伴
、
7
変
化
に
意
を
用
い
る
こ
と
な
し
に
氾

態
依
然
た
る
技
術
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
」
巧
布

。
-
F
Z
2
2
E
・
e
-
n
p
-
若
・
む
品

1
5・
山
内
縫
制
皮
が
フ
ラ
ン
ス
資
本

主
義
の
発
展
に
お
よ
ぽ
し
た
作
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
の
検
討
を

要
す
る
問
問
題
で
あ
ろ
う
。



以
下
本
節
で
は

ま
ず
第
一
に

フ
ラ
ン
ス
綿
業
の
対
外
競
争
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
、
国
内
市
場
に
お
け
る
場
合
(
主
と

し
て
対
イ
ギ
リ
ス
綿
業
)
と
外
国
市
場
の
場
合
の
二
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
る
。

第
二
に
、
当
期
間
の
自
由
貿
易
制
度
が
、
フ
ラ
ン
ス
綿
業
の
構
造
変
化
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
作
用
を
お
よ
ぼ
し
た
か
。
特
に
、
第

一
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
資
本
の
集
積
・
集
中
を
ど
の
よ
う
に
う
な
が
し
、
技
術
革
新
と
労
働
力
編
成
の
あ
り
方
を
、
ど
の
よ
う
に
変

化
き
せ
た
か
に
つ
い
て
、
究
明
す
る
こ
と
を
、
目
標
と
し
た
い
。

l 

フ
ラ
ン
ス
綿
業
の
国
際
競
争
力

国
内
へ
の
イ
ギ
リ
ス
等
綿
製
品
の
流
入
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
綿
業
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当

時
の
綿
業
家
達
は
、
ア
ル
ザ
ス
の
捺
染
業
者
を
除
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
弱
体
性
を
指
摘
し
、
通
商
条
約
の
締
結
に
、
激
し

く
反
対
し
が
r

し
た
が
っ
て
、
本
項
で
は
、
ま
ず
、
紡
績
・
織
布
部
門
に
つ
い
て
、
次
に
、
ア
ル
ザ
ス
の
捺
染
部
門
に
つ
い
て
簡
単
に
、

-123一

検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。

(
3
)

こ
の
保
護
貿
易
運
動
は
、
一
八
四
五
年
に
/
|
ル

(
Z。
三
)
の
紡

績
業
者
冨
回
目

20}に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
ノ

ー
ル
、
東
部
地
方
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
工
業
都
市
に
で
き
た
全
国
組

織
「
国
内
事
業
保
護
協
会
(
円
〉

ω
S己
主
E
ロ

宮

号

Z

U
え

2
2

ω
紡
績
・
織
布
部
門

ル
ウ
ア
ン
控
訴
院
検
事
長
は
、

品
何
回
叶
円

mw〈
釦
ニ
ロ
丘
町
。
ロ
包
)
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
回
・
の
E
p
p
w
h
?

ぬ
コ
リ
』
ぬ

M
E
q
~。
『
。
培
、
ヨ
ぬ
と
。
泊
位
向
旬
、
ぬ
ヨ
な

EMHw・2
uミ
師
向
門
ぬ
百
九
「
同
白
ご
-

MH
ぬ(川戸∞
H
U
l
H
∞酔∞
)
.
H
c
u
c
.
官
官

-Hω

∞l
H
串∞・

一
八
六
二
年
、
「
通
商
条
約
の
実
施
以
来
輸
入
さ
れ
た
(
綿
製
品
の
)
量
は
、
我
国
の
市
場
が
イ
ギ
リ
ス

綿
製
品
に
侵
食
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
た
人
々
の
懸
念
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
の
性
質
を
持
っ
て
い
な
い
。
」
と
の
べ
、
一
八
六
九
年
に
い

た
っ
て
も
、
「
:
・
一
八
六

O
年
の
協
約

(
C
2
2
z
g
)
に
よ
っ
て
、
我
地
方
の
工
業
家
達
に
も
た
ら
さ
れ
た
事
態
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
不

北
大
文
学
部
紀
要



の
ブ
日
ブ
ン
ス

イ
ギ
リ
ス
の
競
争
結
成
ず
と
太
刀
打
ち
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
、
つ

ロ
に
よ
っ
て

九
世
紀
中
の
英
仏
貿
易
の
講
迭
を
み
る
と
、
当
世

ほ
と
ん
ど
ぞ
ロ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
通
路
条
約
締

利
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、

記
初
頭
か
ら
一

と
主
張
し
、
過
密
条
約
の
影
響
に
対
寸
る
評
舗
は
極
め
て
低
い
。

七
年
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
綿
製
品
輪
入
額
は
議
少
で
あ
り
、

二
年
で
さ
え
も
、
イ
ぞ
り
ス
か
ら
の
総
輸
入
額
中
に

・
一
二
四
%
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
増
加
療
も
、
き
わ
め
て
鉱
い
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
製
綿
布
犠
入

フ
ラ
ン
ス
の
綿
布
生
産
額
に
対
す
る
比
率
は
、
…
八
五
七
年
に
は
、

0
・
0
0
一
六
%
〈
し
た
が
っ
て
ゼ
ロ
)
、
一
八
六
二
年
に
は

一i
一
一
一
路
ど
推
定
さ
れ

U
r
一
八
六

O
年
以
前
に
は
、
高
関
税
に
守
ら
れ
て
、
ぜ
ギ
リ
ス
か
ら
の
流
入
が
m
阻
止
さ
れ
、
問
問
題
に
な
ら
な
か

っ
た
の
は
当
然
と
し
て
、
通
高
条
約
締
結
後
も
、
フ
ラ
ン
ス
綿
業
は
、
少
な
く
と
も
屋
内
で
は
、
イ
ギ
リ
ス

結
後
の

か
け
て
、
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
一

入
六

占
め
る
創
部
A
口
は
、
窪
か

の、

っ
て
お
り
、

対
す
る
抵
抗
力
を
も

そ
れ
に
迂
倒
さ
れ
て
、
市
場
を
失
う
ほ
ど
弱
体
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
、
7
し
た
抵
抗
力
を
持
ち
え
た
フ

一
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
同
時
に
、
紘
一
き
れ
た
圏
内
市
場
で

-124-

に
競
争
し
合
う
こ
と
に
な
り
、
ア
ル
ザ

ス
緯
業
の
優
越
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
線
業
と
対
抗
す
る
力
を
持
ち
え
た
の
は
、
特
に
、
ア
ル
ザ
ス
の

で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ブ
ン

4 

K
戸
『

O
Y
-

開
設
ご
∞
切
M
W
Cゆ

ω
州出
J

ア
可
hw叫
VMM。
『

酔

出

品

伶

∞

古

『

C
ロ
ロ
吋
合
同
ω
揖
臨
問
阿
部
a

g
鐙
阿
川
島
〕
き
た
伶
ク
ハ
戸
∞

S-伎
は
、
ル
ウ
ア
ン
関
税
総
出
で
輸
入
さ
れ
た

綿
製
品
の
援
を
次
の
ご
と
〈
訴
し
て
い
る
。

蜘

締

法

論

一

合

]
戸
一
了
∞
ゆ
印
)
同
一
w
O
L山
岳
山
W

ω

C

L

N

J

m

H

岱吋
hwU吋九
日

出

唱

∞

川

町

梯

阿

部

M
U
N
a
c

同
議
同
同
市
H
O
}
4

H

岱
岱
同
怜
ロ
ミ

阿
部
白
骨
H
N
辺

(
5
)
〉
コ
げ
}
グ
ロ
M
W
?
樽
∞
切
M
W
C
w
ω
m
w
m
y
m恥
WMWMM

。ユ
mw
品
g
M
M司
む
の
回
一
2
w
州側同
d
w
m判
hvg

m
m『
m
g
M
M
A
W
M
M山
釦
ぐ
吟
即
日
帰
同
州
出
合
ゅ
・

(
6
)

フ
ラ
ン
ス
の
蛸
綿
布
生
淡
路
は
、
一
八
五
七
年
三
吋
二
一
一
一
、
六

O
万
フ

ラ
ン
、
一
八
六
一
年
に
五
一
二
千
万
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
な
に
諸
島
町
民
ぬ
柄
拘
'

史
認
。
珪
宮
町
ぬ
抗
、
け
∞
〆

M
m
w
h
w
m
w
w

ア
酌
ω
U
1
.

内
山
同
郡
阿
川
内
側
円
。
?
問
。
f
}
@
M
M
w

ohw-

門町同一よ唱
-

H内
山

Mw-



次
に

フ
ラ
ン
ス
綿
業
の
国
外
市
場
に
お
け
る
競
争
力
に
つ
い
て
、
考
察
し
た
い
。

「
こ
の
地
方
(
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
|
引
用
者
)

の
工

フ
ラ
ン
ス
市
場
の
み
を
勘
定
に
い
れ
る
保
護
制
度
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
、
新
し
い
経
済
制
度
が
、
全
て
の
生
産
地
の

聞
に
確
立
し
た
連
帯
性
(
田
島

E
E串
)
に
、
お
じ
け
づ
い
て
い
る
。
彼
ら
は
、
国
際
関
係
に
お
い
て
、
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
外
国
と
の
長
期
間
の
取
り
引
き
に
従
事
す
る
こ
と
を
鵠
暗
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
原
料
も
生
産
物
も
、
ス
ト
ッ
ク
し
な
い
。
そ
し
て
、

彼
ら
に
と
っ
て
確
実
な
販
路
に
き
っ
ち
り
釣
合
わ
せ
て
、
取
引
き
し
、
生
産
量
を
決
め
ぷ
「
」
我
々
は
、
こ
の
言
葉
か
ら
、
長
期
間
に
わ
た

る
高
関
税
政
策
に
依
存
し
、
国
内
市
場
の
独
占
に
甘
ん
じ
、
そ
の
結
果
、
国
際
競
争
力
が
弱
体
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
(

特
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
)
綿
紡
績
・
織
布
業
の
特
性
を
、
感
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
総
輸
出
額
に
占
め
る
綿
製
品

一
八
四
七
年
の
一
七
・
七
%
を
ピ

l
ク
に
し
て
、
以
後
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

業
家
達
は

一
八
六

O
年
に
三
・
一
%
、

Rυ 
n
，μ
 

1
i
 

輸
出
高
の
割
合
は
、

八
六
九
年
に
は
、
二
・
四
%
へ
と
、
著
し
く
低
下
し
て
い
る
、
ま
た
、
実
数
に
お
い
て
も
、

八
六
九
年
の
七
三

O
O万
フ
ラ
ン
へ
と
僅
か
な
増
加
率
で
あ
る
(
図
一
こ
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
綿
業
は
、
一
八
六

O
年
以
後
の

自
由
貿
易
時
代
に
、
国
際
市
場
に
進
出
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い(
9
)
 

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
は
、
先
進
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
綿
業
に
対
抗
し
得
る
競
争
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

(
叩
)

と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
こ
の
時
期
に
い
た
る
と
、
他
の
諸
国
に
お
い
て
も
、
綿
業
の
資
主
主
義
的
編
成
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
意
味

一
八
五
九
年
の
六
八
二

O
万
フ
ラ
ン
か
ら
一

す
る
だ
ろ
う
。

(
7
)

〉
円
。

r・
ロ

ω
F
切
回

ω
0・
ω∞
p
m釦
2
5
ユ
ω
品。
ω
唱
一
可
。
ロ
ロ
『
O
国円
ω
開・

hv
ロ血山岡・
9
C
H
T
W
H
H
F
・
-
釦
ロ
〈
』
⑦
円
4

同
∞
。
。
・

(
8
)

こ
の
一
七
・
七
%
と
い
う
数
字
は
公
式
価
格

s
-
2
2
。
岳
三
己

2

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
時
価

(
Z
-
2
2
2
2乙
-2)
に
よ
る
と

七
・
五
%
と
な
り
、
か
な
り
の
ず
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
一
八
四
七
年
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。

(
9
)

こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
綿
製
品
輸
出
高
が
総
輸
出
高
に
占

め
る
割
合
が
一
八
五
O
年
頃
ま
で
四
O
%
台
を
下
ら
ず
、
そ
の
ピ
l
ク

北
大
文
学
部
紀
要



資
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
一
線
業

は
一
八
三
周
年
の
五
0
・
五
%
で
為
る
。
ま
た
、
一
八
六
0
年
代
に
は
い
る

と
、
五
九
年
に
は
実
数
五
二
百
万
ポ
ン
ド
で
二
一
八
ム
コ
髭
か
ら
よ
ハ
九
年
に

は
六
七
百
…
万
ポ
ン
ド
で
三
五
・
一
…
…
%
と
な
号
、
刻
合
に
お
い
て
減
少
し

た
が
、
実
数
に
お
い
て
ま
だ
か
な
り
機
加
し
て
い
る
ο

こ
の
期
間
闘
の
イ

ギ
リ
ス
め
綿
業
輸
出
慰
と
し
て
の
池
伎
は
、
依
然
と
し
て
ゆ
る
が
な
い
。

(
ぬ
)
成
品
類
間
の
各
閣
の
紡
録
数
の
変
動
は
、
に
よ
っ
て
示
き
れ
て
い

ヲ
唱
。

こ
の
中
て
特
に
ア
メ
ワ
カ
と
ド
イ
ツ
の
増
加
が
著
し
い
。

md》
r
M
g

は
、
潟
北
戦
争
後
、
フ
ラ
ン
ス
工
業
が
ア
メ
リ
カ
の
市
場
で
後
退
し

た
こ
と
、
そ
の
原
南
側
は
、
ア
メ
リ
カ
で
産
業
務
ん
仰
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
、

フ
ラ
ン
ス
に
代
っ
て
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
が
進
出
し
た
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
。
「
句
。
乞
2
f
F釦
の
霊
山
門
吋
め
仏
命

ω患
の

2
5
2
=
丸
山
伶
。
。
言
語
巳

2
2
明

2
2
0
1〉
E
2
2
y
e
a
m
m
2
5
円
叩
皮
切
仲

a
z
gえ
2
5

a
g
n
g器削
M
0
2
w
g
p
件
。
語
勿
遥
-
一
戸
句
。
ゲ
ヌ
了

MW印。
i
N
U
1
0
・

リ
ス
の
そ
れ
に
対
抗
す
る

一
八
六

0
年
代
社
白
期
貿
易
持
代
の
フ
ラ
ン
ス
綿
紡
績
・
織
布
業
は
、
国
内
市
場
に
お
い
て
、

カ
を
充
分
に
持
っ
J

し

い

た

が

、

…

方

、

国

外

市

場

に

進

出

す

る

こ

と

は

で

一

八

六

O
年
以
前
の
市
場
を
保
持
す
る
こ
と
に
の
み
専

念
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
怒
ょ
う
。

126 

ア
ル
ザ
ス
の
捺
染
部
門

こ
の
よ
う
に
、
綿
紡
織
・
識
布
業
が
、
市
場
獲
得
に
お
い
て
停
端
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
し
て
ア
ル
ザ
ス
の
捺
染
業
は
、
そ
の

め
反
対
に
、
め
ざ
ま
し
く
発
展
し
た
。
表

M
に
よ
る
と
、
こ
の
搬
の
捺
染
綿
布
輪
出
高
の
増
加
は
明
瞭
で
あ
る
。
一
八
六

O
年
か
ら
六
九

年
に
か
け
て
四
九
%
増
加
し
た
。
ま
た
、
輪
出
高
の
増
加
に
伴
っ
て
、
捺
染
布
の
生
産
が
六
一
…
一
九

O
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
九
六
む
万
メ

i

ト
ル
ヘ
、
化
学
製
品
(
言
え
巳
z
n
r重
苦

手

染

料

等

〉

が

六

八

O
万
フ
ラ
ン
か
ら
九

O
万
フ
ラ
ン
へ
と
増
加
し
一
や

(1) 句
、
“
室
崎
町
伶
品
。
同
∞
。
タ
同
省
同
吋
吋
|
ハ
ミ
∞
噌
。
仲
l

『・。。向山内
c
p
句
。
町
立

話
氏
、
円
安
仏
間
的
』
ヤ
ミ
魚
川
、
ゑ
仲
郁
喝
さ
}
の

Mema。
r日
魚
沼
出
'
。
』
戸
円
九

~ha-MM-
串

MWMW-

こ
の
よ
う
に
、
紡
績
・
機
布
業
と
反
対
の
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
、
通
商
条
約
が
、
捺
染
業
に
対
し
て
、
・
有
利
に
働
い
た
こ
と



/ 

そ
の
原
因
を
、
我
々
は
、
次
の
二
点
に
求
め
た
い
と
思
う
。

第
一
に
、
ア
ル
ザ
ス
の
捺
染
業
は
、
そ
の
原
料
た
る
薄
織
綿
布
(
な
ら
び
に
細
番
手
綿
糸
)
を
、
国
外
か
ら
輸
入
す
る
方
が
有
利
で
あ

っ
た
。
「
捺
染
布
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
創
ら
れ
た
の
が
、
最
初
で
あ
り
ま
す
。
ト
ル
コ
赤
(
同
巾
『

2
哲
旨
己
ユ
ロ
毛

r染
料
の
一
種
)
も
、

同
様
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
生
れ
ま
し
た
。
二
疋
の
期
間
、
か
な
り
の
分
量
が
、
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
特
に
ス
イ
ス

人
が
、
こ
の
製
品
を
生
産
し
は
じ
め
、
(
我
々
の
商
品
を
)
ほ
と
ん
ど
完
全
に
駆
逐
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
我
国
の
綿

布
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
ス
イ
ス
の
そ
れ
よ
り
も
高
価
だ
か
ら
で
す
。
・
:
も
し
も
我
々
が
、
外
国
産
の
綿
布
を
、
外
国
人
と
ほ
ぼ
同
じ
価
格
で

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
こ
の
取
引
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
0

・
:
も
し
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
捺
染
業
者

が
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
改
善
し
、
彼
ら
に
、
で
き
る
だ
け
安
価
に
捺
染
さ
せ
る
こ
と
を
の
ぞ
む
な
ら
ば
、
彼
ら
に
、
で
き
る
だ
け
多
く

(ロ)

輸
入
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
」
(
傍
点
引
用
者
)
通
商
条
約
に
よ
っ
て
、
低
関
税
で
輸
入
さ
れ
る
綿
布
を
、
安
価
に
購
入
す
る
こ
と
は
、

捺
染
業
者
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
有
利
な
条
件
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
通
商
条
約
と
同
時
に
採
用
き
れ

(
日
)

た
仮
輸
入
制
度
は
、
さ
ら
に
、
彼
ら
に
有
利
に
働
い
た
。
「
再
輸
出
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
関
税
な
し
で
、
外
国
産
綿
布
を
輸
入

す
る
と
い
う
便
宜
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
捺
染
業
者
は
、
今
日
生
産
し
て
い
る
よ
り
も
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
ほ
ど
多
く
生
産
す
る

で
あ
り
ま
し
ょ
う
J

す
る
。

ヴ
，
a
n
，μ
 

ー，

こ
の
よ
う
に
、
捺
染
業
は
、
原
料
を
、
外
国
(
特
に
ス
イ
ス
)
か
ら
の
輸
入
に
よ
っ
て
調
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
で
自
給
す
る

よ
り
も
、
生
産
コ
ス
ト
を
安
価
な
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
通
商
条
約
(
な
ら
び
に
仮
輸
入
制
度
)
を
、
強
く
支
持
し
た
の
で
あ

ヲ@。12 

旬、同
q
R
h
w
H
ぬ
喝
一
戸
∞
。
。
・
島
都
唱
・
品
。
l

『・ロ。】-同区
ω
・
-
M
-
H
M
W
H
-

13 

「
仮
輸
入
制
度
」
と
は
、
あ
る
外
国
製
品
を
無
税
で
輸
入
し
、
仕
上

北
大
文
学
部
紀
要



資
本
主
義
確
立
織
の
フ
ラ
ン
ス
終
業

げ
ヱ
綴
を
加
え
た
の
ち
に
一
再
び
輸
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
場
合

(
U
)

尚
喜
込
町
F

M

∞め
0
・
宏
司
・
品
。
』
・

0
0
同
氏
側
タ
唱

-UGH-

に
は
、
一
八
六
一
年
二
月
一
二
一
自
の
政
令
で
施
行
さ
れ
た
も
の
や
旬
、
外
(
一
ぬ
)
ア
ル
ザ
ス
絞
染
布
南
加
の
綿
布
の
…
綴
そ
あ
る
ジ
ャ
コ
ナ
織
丹
に
つ
い

国
産
〈
イ
ギ
リ
ス
・
ス

4
ス
・
ベ
ル
ギ

i
努
)
の
生
綿
布
を
鉱
山
税
で
輸
て
、
一
八
五
九
年
と
ふ
ハ

O
年
は
フ
ラ
ン
ス
産
の
み
で
三
六
、

0
0
0反、

入
し
て
'
捺
染
工
程
を
加
え
た
の
ち
に
湾
捻
出
し
た
。
く
わ
し
く
は
、

2
・
一
八
六
八
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
滋
が
四
六
、
五
四
九
段
、
ス
イ
ス
泌
総
が
一
一
一

句。

r
r
P
8・
丘
町
二
切
ふ
沿
い
戸
参
悶
問
。
こ
れ
は
、
紡
緩
・
織
布
業
務
め
凶
、

O
二
八
一
伐
と
な
号
、
一
八
六
九
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
品
肢
が
五
一
、
七

反
感
を
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
何
故
、
絞
染
業
者
の
み
に
有
利
h
u
制

度

一

七

一

反

、

ス

イ

ス

中

殺

が

五

二

、

0
0
0反
(
一
反
時
…

0
0
土

と

ブ

を
当
時
吋
の
フ
ラ
ン
ス
が
総
行
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
姿
、
ラ
ン
ス
品
協
の
綿
布
よ
り
多
く
な
っ
た
と
綴
ι

守
さ
れ
て
い
る
o

M

切
さ
怠

F

す

る

。

同

∞

J

吋
タ
含
予
診

M
h
z
p
?
S
H・

第
二
に
、
緑
染
業
の
市
場
が
、
本
章
第
…
儲
で
述
べ
た
ご
と
く
、
ほ
と
ん
ど
専
ら
、
鴎
外
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

F
Z与
に
よ
れ
ば
、

(
日
出
)

ア
ル
ザ
ス
謹
捺
染
布
の
九
五
売
が
、
輸
出
向
け
で
あ
っ
た
c

し
た
が
っ
て
、
外
国
議
綿
布
が
、
安
憎
に
器
内
に
流
入
し
て
も
、

に
と
っ
て
、
制
約
の
影
響
も
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
、
留
外
市
場
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
機
会
と
な
り
、
え
た
の
で
あ
っ
た
。
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(

日

山

〉

S
hえ
よ

喧

'
M
m
w
M
-

以
上
挙
げ
た
二
点
か
ら
、
我
々
は
、
ア
ル
ザ
ス
の
捺
染
部
門
は
、
半
加
工
品
た
る
朕
料
綿
布
を
国
外
か
ら
輸
入
し
、
完
成
口
問
た
る
捺
染

綿
布
を
輸
出
す
る
、
と
い
う
、
本
米
の
加
工
貿
易
業
に
反
転
し
て
一
決
り
、
紡
績
、
織
布
部
門
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
吉
の
発

患
を
ど
げ
た
、
と
考
え
う
る
。

2

通
路
条
約
と
綿
葉
の
構
造
変
叱

英
仏
通
機
条
約
が
締
結
さ
れ
た
産
後
の
一
八
六

O
年
自
月
(
発
効
は
九
丹
〉
、
ル
ウ
ア
ン
控
訴
臨
検
事
長
は
、
ノ
ル
?
ン
デ
ィ
の
綿
紡
績

業
を
、
イ
ギ
リ
ス
綿
業
に
対
す
る
競
争
カ
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
ご
と
く
分
類
し
て
い
る
。
の
中
に
は
、
豊
富
な
資
本
、

全
な
設
備
(
宮
込

2
妥
当
舎
で

ZM静
岡
高
ぬ
き
同
時
国
土
、
震
秀
な
機
械
を
も
ち
、

(
同
吋
知
広
間
四
都

S
2
2
)
を
分



散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
競
争
に
対
し
て
、
充
分
に
武
装
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
次
に
、
中
規
模

の
事
業
所
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
古
い
機
械
を
備
、
え
つ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
常
に
増
加
し
て
い
く
そ
の
劣
等
性
に
よ
っ
て
、
生
産

物
の
価
格
を
高
め
、
利
益
を
低
め
て
し
ま
う
。
輸
入
禁
止
の
み
が
、
こ
れ
ら
の
生
存
を
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。
最
後
に
残
る
の
は
、
小
仕

事
場
(
宮
昨
日
仲
間
由
窓
口
市
『
回
)
で
あ
る
。
例
え
ば
、
白
自
己
の
そ
れ
は
、
平
均
し
て
二

O
人
の
労
働
者
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
半
数
が
、

そ
こ
で
は
、
紡
績
は
、
腕
で
(
島

r
Z回
)
行
わ
れ
て
い
る
が
、
他
の
工

場
で
は
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
極
太
番
手
の
綿
糸
の
み
を
生
産
す
る
。
そ
れ
は
、
薄
利
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
で
、
外
国
と
の
競
争
を
の
が
れ

(η) 

て
い
る
。
」
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
点
に
お
け
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
紡
績
業
は
、
一
二
つ
に
分
類
き
れ
る
。
第
一
に
、
現
状
の
ま
ま
、
イ
ギ

リ
ス
に
対
抗
す
る
競
争
力
(
生
産
コ
ス
ト
の
低
き
)
を
も
っ
大
規
模
な
事
業
所
で
、
こ
れ
は
、
第
一
章
で
み
た
ご
と
く
、
ご
く
少
数
で
あ

っ
た
。
第
二
に
、
中
規
模
の
事
業
所
で
、
技
術
革
新
と
経
営
規
模
の
拡
大
を
、
早
急
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
一
八
六
一

(
出
)

年
秋
に
、
大
量
の
資
本
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
商
品
と
競
争
す
る
た
め
に
、
工
場
の
改
修
と
機
械
制
の
導
入
に
投
下
さ
れ
た
。
」
の
は
、
主
と
し

て
、
こ
の
階
層
の
事
業
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
三
に
、
上
記
二
っ
と
区
別
し
て
、
「
小
仕
事
場
」
と
さ
え
呼
ば
れ
た
、
小
規
模
の

事
業
所
で
、
こ
れ
は
、
資
本
投
下
の
能
力
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
生
産
コ
ス
ト
を
引
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
己
の
利
潤
を
引
下
げ

(
印
)

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
格
を
引
下
げ
、
経
営
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
c

結
局
、
我
々
は
、
こ
の
期
間
を
通
じ
て
、
第
二
に
挙
げ
た
中
規
模

の
事
業
所
群
を
軸
と
し
て
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
紡
績
業
の
再
編
成
が
遂
行
さ
れ
た
内
と
判
断
し
う
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
規
模
の
経
営
は
、

第
二
章
第
一
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ご
と
く
、
紡
錘
数
一

O
、

0
0
0錘
前
後
の
事
業
所
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(口
)

K

F

吋

n
r・
z
m
H
J

∞∞
ω
0・
ω∞
吋
・

m
m唱
唱
。
円
宮
品
。

ω
司
一
円
。

n
Z
2
w巨
円

切

岡

部

ロ

・

(

印

)

〉

司

n
r・
2ω
仲
J

∞∞
ω
0・
ω∞
吋
唱
河
丘
】
唱
。
吋
仲
間
品
。

ω
司
『
。
。
回
吋
。
冨
『

ω
間
b
h

血山吋

mw戸何回唱

r
w
H
M
w
m〈
『
仙

Y
H∞
α
0・
ロ

血

山

吋

釦

回

同

-

命

日

戸

N
m
d町
吋
ニ

-
H∞
∞
。
・

(
凶
)
k
r
-
F・
ロ

E
L
E
E
-
K品
、
同
匂
~
。
，
司

2
w
E
U
F
同

4
2
2同
町
田
、
:
:
・
・
唱

-
H
@
A
F・

ミ
ュ

l
ル
紡
績
機
(
沼
郡
江

2
田

grszzg)さ
え
も
た
な
い
。
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資
本
主
義
擁
立
期
の
フ
ラ
ン
ス

織
布
部
門
で
は
、

し
え
た
事
業
所
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
す

{
初
〉

「
機
械
制
約
工
場
(
仲
仙
脱
出
血
岡
市
密
都

2
3
2
5〉
の
み
が
、
競
争
で
き
る
状
態
に
お

5
9

つ
こ
と
が
で
き
た
叩
の
に
対
し
、

と
い
わ
れ
た
。
カ
議
機

め
は
出
比
口
出
品
〉
を
雇
用
し
て
い
る
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
は
、

ブ
一
ブ
ン
、
ち
ら
に

J
獄
中
内
制
畿
布
工

(
g
z
z吋
出
勧
告
'

の
常
な
る
謹
慣
に
給
っ
て
、
仕
上
り
綿
糸
に
対
す
る
織
布
工
へ
の
工
賛
会
、
は
じ

フ
ラ
ン
減
少
冬
そ
る
と
い
う
、
危
険
な
状
態
を
引
き
起
し
吋
口
通
鵡
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
心
理
的

(
沼
〉

そ
の

η
危
機
L

・9
¥

労
察
部
分
の
繍
少
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
の
り
怒
ろ
う
と
し
た
、

恐
慌
状
態
に
潟
っ
た
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
は
、

と
思
わ
れ
る
。

〈
鉛
)
〉
吋
応
酬
・
ロ
鈴
件
J

∞
ww
∞。・

ω∞吋場混声明》同
M
O
吋
持
級
品
。
級
官
吋

onM言
。

g
可
紛

開
郡
白
血
叩
『
釦
C
M
m
}細
川

m凶
}
。
戸
如
氏

rv仲・
M
m
w命
M
-

〈
幻
)
芯
叫
札
J
Z
U
F
M
W
2
4
-
Y
M削
w
α
0
・

〈

泌

〉

ブ

ア

フ

リ

カ

ン

が

あ

ら

ゆ

る

に

療

し

て
と
る
こ
の
手
段
を
可
能
に
し
て
い
た
の
は
、
柏
村
森
川
町
、
生
産
組
綴
明
、
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
件
、
検
討
す
る
。

結
局
、
我
々
は
、
対
イ
ギ
リ
ス
ー
を
は
じ
め
と
す
る
通
商
条
約
が
、

ご
と
く
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

第
一
に
、
通
商
条
約
に
よ
っ
て
、

の
生
産
一
活
動
が
鈍
色
す
る
、
と
い
、

に
拡
大
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
綿
業
に
及
ぼ
し
た

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
次
の

-130 -

フ
ラ
ン
ス
の
盟
内
市
場
に
、
イ
ぞ
リ
ス
等
外
国
産
の
綿
製
品
が
、
大
量
に
流
入
し
、

な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ブ
一
フ
ン
ス

条
約
に
よ
っ
て

フ
ラ
ン
ス
綿
業
が
悶
際
市
場
を
さ
ら

増
大
す
る

と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て

ブ
}
ブ
ン
ス

(
紡
綴
・
織
布

部
門
)
は

一
八
六

0
年
代
会
選
じ
て

畑
出
来
の

」
と
に
終
始
し
、
こ
の

に
お
い
て
は
、
通
海
条
約
め
影
響
を
、

プ
ラ
ス
に
せ
よ
マ
イ
ナ
ス
に
せ
よ
、

ア
ル
ザ
ス
の

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

第
二
に
、

そ
の
中
で
、

の
み
は
、
通
商
条
約
(
並
び
に
仮
輸
入
制
)
に
よ
っ
て
、
前
述
の
基
本
一

工
程
か
ら
の
完



全
な
分
離
を
可
能
な
ら
し
め
、
本
来
の
加
工
貿
易
業
と
し
て
の
性
格
を
復
活
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
期
間
、
国
際
市
場
に
進
出
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
も
は
や
、
こ
の
部
門
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
綿
業
の
例
外
的
な
部
分
、
そ
の
構
造
を
形
成
し
て
い
る
特
殊
的
な
部

分
に
す
ぎ
な
い
。

促
が
さ
れ
た
。

紡
績
・
織
布
業
は
、
技
術
革
新
と
経
営
規
模
の
拡
大
を
実
現
し
、
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
を

し
た
が
っ
て
、
通
商
条
約
は
、
綿
業
資
本
の
集
積
・
集
中
を
推
進
せ
し
め
る
、

第
三
に
、
通
商
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
促
進
剤
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た

の
で
あ
る
。

第
四
に
、
通
商
条
約
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
綿
業
の
構
造
変
化
を
促
進
せ
し
め
る
作
用
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に

し
た
ご
と
く
、
資
本
の
集
中
を
遂
行
せ
し
め
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ザ
ス
で
は
、
捺
染
業
は
別
と
し

て
も
、
全
体
と
し
て
、
侵
入
し
て
く
る
外
国
産
の
綿
製
品
に
対
抗
す
る
生
産
力
を
持
ち
、
資
本
の
集
中
が
、
す
で
に
か
な
り
進
行
し
お
え

て
い
た
段
階
で
、
個
別
資
本
の
集
積
さ
え
可
能
で
あ
っ
た
。

第
五
に
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
存
在
す
る
問
屋
制
家
内
工
業
は
、
縮
少
し
つ
も
、
存
続
し
、
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
通
商
条
約
締
結
に
際
す

る
、
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
の
対
処
の
仕
方
|
賃
金
圧
下
を
可
能
な
ら
し
め
た
生
産
組
織
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
う
る
基
盤
が
、
手
織
工

m側
に

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
ト
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
二
節
で
、
再
度
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
三
節

棉

花

飢

鐘

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
(
一
八
六
一
六
五
年
)
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
棉
花
飢
僅
L

は、

l
ロ
ツ
パ
各
国
の
綿
業
を
、
棉
花
の
異
常
な
欠
乏
に
悩
ま
せ
た
事
件
で
あ
が
「

そ
の
名
の
示
す
ご
と
く
、

グ〉

「
棉
花
飢
鐘
」
が
綿
業
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て

北
大
文
学
部
紀
要
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資
本
、
主
義
総
立
期
mw
フ
ラ
ン
ス
線
業

の

評

儲

は

、

前

節

の

通

議

条

約

の

そ

れ

に

つ

い

て

よ

り

も

遜

か

「

彼

ら

(

フ

ラ

ン

ス

の

綿

業

家

!

引

用

者

)

が

、

の
競
争
相
手
と
た
た
か
う
た
め
の
準
備
を
完
了
?
る
前
に
、
一
縄
問
の
綿
業
川
伸
、

題
ロ
に
よ
る
と
、

鋒

わ

れ

フ

ラ

ン

ス

の

棉

花

輸

入

量

は

、

前
年
の
約
一
ニ

C
万
ト
ン
か
ら
三
八
ゐ
芳
ト
ン
へ
と
、
四
分
の

高
騰
は
、
図
日

l
A
が
示
す
通
り
明
、
あ
る
v

こ
の
よ
う
に
、
棉
花
輪
入
旦
患
の
減
少
と
原
棉
価
格
の
高
騰
と
い
う
内
容
を
も
っ
て
襲
っ
た
「

ど
の
よ
う
会
影
響
を
与
、
え
る
こ
と
に
な
っ
た
か
を
問
う
こ
と
が
、
本
節
の
課
題
で
あ
る
。

棉
花
飢
銭
」
が
、

〈

1
)
「
納
得
花
飢
融
関
」
の
間
開
始
棚
却
は
、
一
八
六
…
年
十
四
月
に
リ
ン
カ
ン
が
綴

花
総
出
港
mw
封
鎖
を
命
じ
れ
~
時
で
あ
る
。
〉
・
「
門

vgZHF
み
さ
な
・

さ
s
n
b
Hイ
Gasi---
唱・
M
m
w
m
w
-

ま
た
、
災
仏
通
世
間
条
約
が
発
効
し

た
の
は
六
一
匁
一

O
Rだ
か
ら
、
そ
の
前
に
「
棉
花
総
経
が
は
じ
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(
2
)

忍
ミ
よ

M
M
B
M
e
m
w
ω

・
ル
ウ
ア
ン
控
訴
民
検
事
交
の
報
僚
も
、
こ
の
よ
う

な
見
終
と
一
致
す
る
。
「
現
在
、
ノ
ル
?
ン
デ
ィ
の
総
業
を
終
色
づ
け
て

い
る
も
の
仲
間
、
不
機
実
性
〈

2
2
2
M仲
立
主
で
あ
る
。
そ
の
療
協
は

…
一
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
新
し
い
関
税
制
度
の
爽
絡
〈
通
商
条
約
j
引
用
泊

者
〉
が
我
地
方
の
ヱ
業
家
に
慾
ぜ
し
ぬ
た
激
し
い
懸
念
そ
あ
る
。
:
・
も

う
一
つ
は
、
爾
北
戦
争
に
よ
る
原
機
輸
出
港
の
閉
鎖
が
我
泌
+
々
の
工
業

家
か
ら
不
可
欠
の
燃
料
を
奪
い
と
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
'
札

フ
ラ
ン

我
々
は

w

l

}

わ
札
辛
A
F

た
る
関
心
め
対
象
と
し
て
据
え
で
き
た
ノ
ル
マ
ン

ア
ル
ザ
ス
の
そ
れ
に
詑
べ
て
、
そ

Lミ。

イ
ギ
リ
ス

y 
下

{急
落
し
だまi ア
め年メ
でにリ
あ寵 iJ
る端の
。〉に内

こ j成戦
れ少勃
iこし琵
てに
およ
りる

グ〉

一
八
六
一

一
八
六

つ

れ
た
原
棉
価
格
の

ら
二
つ
の
深
田
闘
の
う
ら
、
約
者
は
ふ
泣
く
な
く
な
っ
た
。
反
対
に
、
姐
税
務

が
液
状
を
最
も
ひ
ど
く
感
化
さ
せ
て
い
る
J

〉
z
v
z
f
M
W
M
W
ω

。噌

MW
品
山
吋
・
河
内
WMMMMO時
仲
間

w
品
。

MWMM州
e
o
o
c司
。
忽
円
切
拘
都
留
b
H
1
告
訴
回
目
伶
む
』
岱
ロ
〈
U
w
w
-
w
一
回
∞
お
ね
'

(
3
)

六
三
年
か
ら
は
、
ア
メ
月
力
以
外
め
棉
花
産
出
尽
か
ら
の
総
入
が
ゑ

増
し
た
。

(
4
)

棉
花
の
価
格
変
動
の
面
か
ら
み
て
、
総
花
鋭
径
の
期
限
は
三
期
に
区

分
さ
れ
る
。
第
一
期
は
…
八
六
一
年
秋
l

」
パ
二
年
め
備
絡
め
急
騰
潮
。

第
一
一
燃
は
六
二
年
冬
1

六
三
年
め
拡
穫
期
。
鯨
m
…
…
一
期
は
ん
八
間
関
;
六
五
年
の

下
降
刻
。
六
二
年
末
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
コ
…
世
の
納
付
絞
め
試
み
に
よ
っ
て

戦
争
終
結
の
簿
が
川
流
れ
た
た
め
に
錨
絡
が
…
終
的
に
低
落
し
た
が
、
そ

の
炎
飲
め
の
ん
潟
上
昇
し
た
(
図
お

l
n必〉。

の
綿
業
が

は見
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「
危
機
は
、
最
初
に
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
を
襲
っ
た
0

・
:
原
料
の

不
足
と
高
値
は
、
・
:
ル
ウ
ア
ン
地
方
の
多
数
の
工
場
を
し
て
、
閉
鎖
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
ア
ル
ザ
ス
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ほ

ど
ひ
ど
く
被
害
を
蒙
ら
な
か
っ
た
。
ア
ル
ザ
ス
は
、
ル
・
ア

l
ヴ
ル
(
棉
花
輸
入
港
|
引
用
者
)
か
ら
遠
く
隔
っ
て
お
り
、
原
棉
の
手
持

ち
が
多
か
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
よ
り
も
多
く
の
エ
ジ
プ
ト
産
棉
花
が
使
用
ぎ
れ
て
い
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
産
棉
花
に
、
そ
れ
ほ
ど
依
存

し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
ア
ル
ザ
ス
の
紡
績
業
者
は
、
高
価
な
値
段
を
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
顧
客
を
対
象
と
す
る
良
質
の
綿
糸
を

生
産
し
て
い
た
。
ミ
ュ
ル
ウ
ズ
の
綿
製
品
の
生
産
が
、
通
常
の
七
五
%
に
減
少
し
た
の
は
、
一
八
六
三
年
春
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

(
5
)
 

い
く
つ
か
の
工
場
が
操
業
短
縮
を
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
工
場
閉
鎖
(
乙
。
回
冊
号

g)
を
し
な
い
で
す
ん
だ
。
」
こ
の
よ
う
な
両
地
域
の
相

違
は
、
上
記
の
出

g島
市
『
由
。
白
の
説
明
に
よ
る
と
‘
原
棉
輸
入
港
か
ら
の
距
離
H

地
理
的
条
件
の
違
い
に
よ
る
原
料
の
ス
ト
ッ
ク
量
の
多
寡

(
6
)
 

の
違
い
が
、
そ
の
原
因
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
両
地
域
に
お
け
る

の
危
機
の
鋭
さ
に
お
い
て
、
逢
か
に
大
き
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

と
、
綿
製
品
の
銘
柄
(
し
た
が
っ
て
原
料
の
種
類
)

q
u
 
n
d
 

唱
E
L

危
機
の
度
合
い
を
左
右
す
る
要
因
と
し
て
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
両
者
と
も
に
、
決
定
的
な
も
の
と
は
い
い
難
い
。
よ
り
根

本
的
な
原
因
は
、
両
地
域
に
お
け
る
綿
業
の
発
展
段
階
の
差
、
言
い
か
え
れ
ば
、
そ
こ
に
お
け
る
産
業
資
本
の
存
在
形
態
の
相
違
に
あ
る
、

と
思
わ
れ
る
。
我
々
は
、
以
下
の
項
に
お
い
て
、

ま
ず
右
の
点
に
つ
い
て
、
危
機
が
特
に
鋭
い
形
態
を
と
っ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
を
中
心
に

考
察
し

(
1
)
、
次
に
、
危
機
の
具
体
的
経
過
と
そ
の
帰
結
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

(
5
)
巧
・
。

-
F
Z
O『
S
F
8・
2
?
?
H
O
H
・

(
6
)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
宮
E
Z
E
も
ほ
ぽ
同
様
の
見
解
で
あ
る
。
「
概

し
て
、
我
々
は
ア
ル
ザ
ス
が
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
よ
り
も
被
害
が
少
な
か
ヴ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
ア
ル
ザ
ス
は
海
岸
か
ら
遠

距
離
に
あ
る
た
め
に
倉
庫
に
大
量
の
ス
ト
ッ
ク
を
入
れ
て
お
か
な
け
れ

北
大
文
学
部
紀
要

(
2
)
。

ば
な
ら
な
い
の
で
、
棉
花
を
大
量
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で

あ
る
0

・
:
一
八
六
一
年
初
頭
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
多
く
の
原
棉
ス
ト
ッ
ク

を
持
っ
て
い
た
が
、
多
分
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
通
常
リ
パ
プ
l
ル
か
ら
必
要
な
だ
け

の
棉
花
を
買
い
つ
け
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
〉
・

F-



資
本
主
義
雄
慨
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
締
約
業

1 

み
器
地
~
。
，
hd泊
、
伶
詩
的
知
湾
、
由
同
町
時
:
:
・
ゆ
出
ア
日
間
む
J
1
・

「
棉
花
飢
銭
」
の
原
悶

「
棉
花
鋭
鱒
L

に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
史
料
を
み
る
と
、

突
に
遭
遇
す
る
。
す
な
わ
ち
、

j
w
-

ア
i
ヴ
ル
の
関
係
棉
ス
ト
ト
ツ
ク
は
、

五
万
欄
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

}晃、

そ
の
「
棉
花
飢
鐙
」
な
る
名
称
と
矛
盾

。¢n
V
2
F

き

て

す
る
が
ご
と

O
R
n
に

関
万

/1.. 

わ
れ
て
い
る
よ
り
も
、

に
多
い
こ
と

て
い

フ
ォ

i
ラ
ン
は 「
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
各
紡
績
工
場
の
ス
ト
ッ
ク
が
、
一
般
に
ぎ

「
《
棉
花
凱
鐘
》
と
い
う
表
現
の
仕
方
が
当
を

と
さ
え
断
言
し
て
い
る
の

さ
ら
に

--'--
ノ、

一
月
に

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
料
は
欠
乏
し
て
い
な
か
っ
た
。
棉
花
は
、
少
し
も
不
口
え
し
て
い
な
か
っ

で
あ
る
。
原
棉
ス
ト
ッ
ク
の
裁
量
が
、

「
飢
鐘
い
と
よ
ば
丸
得
る
抑
制
結
渇
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
情
故
、
こ
の
よ
う

な
呼
称
が
一
般
化
し
た
の
ぞ
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
フ
ォ
!
ラ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
綿
花
の
務
着
が
ま
れ
に

な
っ
た
結
果
経
っ
た
価
格
の
騰
索
は
、
急
速
で
安
易
な
利
益
に
熱
中
し
て
い
る
〈
ボ
ロ
儲
け
麗
〈
℃

g
E
Z吋
的
)
》
の
し
わ
ざ
で
も
あ
る
。

か
ぐ
て
、
こ
の
騰
食
は
部
分
的
に
は
、
人
工
的
な
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
原
料
の

附
与
し
た
の
は
、
綿
花
の
欠
乏
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
銀
格
の

で
あ
っ

M
J
で
は
、

斗
Am

、
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の
欠
乏
に
栢
忠
し
て
い
な

「
怠
機
に
鋭
さ
を

院
検
事
長
の
報
告
の

ら
び
に
原
様
ス
ト
ッ

フ
ォ
!
?
ブ
ン
の
い
う
ち
吋
O
震
活
吋
缶
詰
明
暗
含
己
主
き
吋
朋
は
、
誌
で
あ
っ
た
か
。
先
に
引
用
し
た
ル
ウ
ア
ン

に
お
け
る
「
:
確
信
で
き
る
博
報
に
よ
る
と
、
大
工
場
に
は
、
危
機
以
前
に
買
い
つ
け
ら
れ
た
綿
花
が
、
ま
だ
か

〈
傍
点
出
泊
者
)
と
い
う
記
述
は
、
こ
の
ぷ
に
つ
い
て
示
唆
的
で
あ
る
か
「
彼
等
〈
大
紡
織
業
者
!
引
用
者
}
は
、

今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
利
品
八
品
〈
回
忌
ロ
都
内
仲
拘
柑
鵠
)
の
み
を
集
積
し
て
い
る
。
こ
の
利
裁
は
、
ア
メ
リ
カ
内
戦
以
前
に
買
い
つ
け
ら
れ
た
原
料
棉

つ
い
て
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
莫
大
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
、
危
機
以
後
に
行
わ
れ

の
投
機
的
取
引
れ
き

Z
Z
Z
F

な
り
あ
る
ら

れ
な
お
し
(
円
少
抑
制
ぷ
》
H

・
R
Z
2
5
m
l



J
B
S仲
)
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
上
の
場
合
よ
り
は
少
な
い
が
、
し
か
し
充
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
棉
花
の
値
上
り
が
、

(ロ)

ほ
と
ん
ど
絶
え
間
な
く
続
く
の
で
、
・
:
少
な
く
と
も
、
商
業
的
な
利
益
は
、
い
つ
で
も
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
結
局
、
「
棉
花

飢
鐘
」
t

は
、
実
は
、
原
棉
の
総
ス
ト
ッ
ク
量
の
枯
渇
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
予
想
さ
れ
得
た
棉
花
輸
入
の
杜
絶
を
前
に
し
て
、
大
紡

績
業
者
が
、
原
棉
を
投
企
的
に
大
量
に
買
い
占
め
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
棉
花
飢
僅
」
の
内
容
は
、
実
は
、
原
棉
ス
ト
ッ
ク
の
全
体
量
の
欠
乏
で
は
な
く
、
そ
の
存
在
の
仕
方
、
す
な
わ
ち
、
ご
く
少
数
の
大
紡

績
業
者
へ
の
偏
在
に
あ
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
、
原
棉
の
価
格
の
騰
貴
を
利
用
し
て
、
そ
れ
に
生
産
過
程
を
加
え
る
こ
と

を
せ
ず
に
投
機
的
取
引
き
を
行
い
、
莫
一
大
な
利
益
を
う
る
こ
と
さ
え
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
「
い
く
つ
か
の
紡
績
業
が
、
値
上
が
り
以
前

に
買
い
つ
け
ら
れ
た
棉
花
の
お
か
げ
で
莫
大
な
利
益
を
手
中
に
し
て
い
る
に
し
て
も
、
多
く
の
他
の
も
の
は
、
厳
し
い
財
政
困
難
と
た
た

(
日
)

か
つ
て
」
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
棉
花
飢
鐘
」
と
い
う
名
称
は
、
し
た
が
っ
て
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
大
多
数
を
し
め
て
い
た
中
小
規
模
の

綿
業
に
対
し
て
の
み
用
い
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
と
ア
ル
ザ
ス
に
お
け
る
危
機
の
度
合
い
の
相
違
も
、
こ
の
よ
う
に
、
原

棉
の
総
ス
ト
ッ
ク
量
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
そ
れ
の
一
部
の
大
規
模
経
営
者
へ
の
偏
在
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
う
る
。
少
数
の
大
綿
業
家
が
、
大
多
数
の
中
小
規
模
の
綿
業
家
の
群
の
中
に
輩
立
し
て
存
在
す
る
、
と
い
う
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
業

の
構
造
的
特
色
が
、
棉
花
の
極
端
な
偏
在
を
結
果
し
、
前
者
に
よ
る
投
企
的
買
占
め
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
事
態
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
っ
た
、
(
M
)
 

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
、
次
の
項
に
お
い
て
、
「
危
機
の
発
現
が
、
急
速
に
最
も
ひ
ど
く
な
っ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
」

に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
経
過
お
よ
ぴ
そ
の
帰
結
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
7
)
K
F
E
H
F
-

国内

WF-MW回
ω
0・
ω∞
吋
・
河
内

W
2
5
2い切
L
O
m
w
官
一
司
。
。
回
一
2
w回一『

ω
問
品
目

ロ
品
川
『

ω
g
M
]向
wロ
〈

-o
吋咽一戸∞∞
MW・
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官

-
N
C
U
・

北
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紀
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資
本
主
義
緩
立
期
m
w

ブ
ラ
ン
ス
綴
議

(

刊

山

〉

九

h
w
h
R
F
暗
唱
・

ω一戸酔・

〈

孔

)

〉

2
v
F

コ三
J
W
M
W
M
W
0
・
hwmw吋
J
M
N
S
H
M唱
。
吋
仲
級
品
。

mw

哲
史
認
UH--
伶
信
吋
破
損
台

γ

ゆ
一
円
鈴

Z
H温
リ

戸

川

W
O
N
-
}
e
m
w
〕

m
m
d判
戸
ぬ
ロ

〈

ロ

)

〉

2
M
r
・
MM
釦
H
J
附

W
M
W
ω

タ

ω

∞Jア
m
M
W
智
一
唱
。

H，

g
色
。

ω
司
可
。
何
回
円
。

Z
】
詰
執
念
噌

含

Sum-伶
回

。

2org-Hm仙
A
W
A
F

こ
れ
ら
の
大
紡
績
殺
者
に
は
、
制

V
2
3
?

ル
鋭
角
川
ユ
芯
タ
吋
恥

WZ〕
『
の
名
が
や
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
内
同
)
〉
可
。

MM
・
泊
三
よ
切
削
W
M
W
0
・
ω
@
J〉
閲
兵
】
唱
。
可
時
い
彼
仏
空
似
同
》
一
円

0
2
M
2
W
H
a
m

斡
安
w

hv吋
抑
怨
回
目
。

mw
い
内

WMMd
、
=w『-
M

∞め
M
P

(
け
川
〉
(
い
目
・
司
令
叩

w
r
p

。HY
丘町
J

ヤ
Mwm刷
吋
・

2 

の
経
還
と
結
果

(
日
記
)

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
逸
機
的
情
況
の
内
替
に
、
も

に
操
業
会
中
止
し
た
工
場
は
、
一
般
に
、
工
場
、
ま
が
、
限
ら
れ

た
変
本
と
信
用
し
か
準
備
で
き
な
い
小
規
模
ム
ま
た
は
中
農
撲
の
事
業
所
で
あ
る
。
原
料
棉
誌
の
儲
格
が
一
ニ
倍
以
上
な
の
で
、
一
千
時
に
は
活

動
維
持
を
可
能
に
し
て
い
た
資
本
と
信
用
が
、
全
く
不
充
分
に
な
っ
た
。
:
・
信
用
と
磯
械
を
有
荷
な
条
件
で
み
た
す
こ
と
に
成
功
し
た
事

業
所
の
す
べ
て
が
、
一
週
間
関
の
全
臼
数
に
つ
い
て
八
時
間
あ
る
い
は
十
二
時
間
さ
え
も
機
械
を
稼
動
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
は
、
小
規
模

L
場
(
ル
ケ
が
、
操
業
中
止
の
状
態
に
あ
る
、
と
い
う
説
明
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
叫
J

(
傍
点
引
用
者
)
つ
ま
り
、
点

危
機
と
)
た
た
か
い
、
適
応
す
る
た
め
に
充
分
な
資
本
を
持
た
な
い
↑
紡
静
識
が
問
題
で
あ
っ
一
U
J
(
傍
ふ
…
引
用
者
)
次
に
、
織
布
楽
で

あ
る
が
、
一
八
六
二
年
初
頭
に
は
、
「
主
と
し
て
ペ

Z
S品
叩
お
よ
び
円
以
尋
問
返
都
の
三
つ
の
小
郡
宏
伸
三

zaで
行
わ
れ
て
い
る
手
織
業
が
、

綾
も
不
利
な
状
態
に
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
全
て
の
フ
ア
ブ
リ
カ
ン
が
、
彼
ら
の
雇
用
し
て
い
る
裁
布
工
(
削
認
可
問
。
ロ
罫
命
ゲ
〉
か
ら
、
老
齢
者

と
、
そ
の
仕
事
議
が
(
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
に
と
っ
て
〉
余
り
有
利
で
な
い
労
働
者

(02
ュ2
出
〉
を
制
削
除
し
た
。
残
り
の
も
の
は
、
月
に
八

l
一
0
日
間
、
失
業
の
状
轄
に
あ
ぶ
J
と
報
告
さ
れ
、
危
機
の
極
期
明
、
あ
る
一
八
六
二
一
年
初
頭
に
は
、
「
の

Z
M
地
方
い
拡
散
し
て
い
る

織
布
工
の
悲
惨
さ
は
、
こ
れ
(
紡
績
工
i
れ
用
者
)
と
比
較
に
な
ら
な
い
0

・
:
約
四
七
、

0
0
0合
の
手
機
磯
の
う
ち
、
二
一
、

年
、
ノ
ル
?
ン
デ
ィ
の
綿
製
品
生
産
量
は
、
平
常
の
五
分
の

う
少
し
立
ち
入
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
す
る
。

一
八
六

ハ
れ
》

内
d
J
V

1
2
A
 

O 
五



の
莫
大
な
減
少
を
課
し
て
い

一
年
初
頭
に
、
織
磯
の
七
五
売
が
、

こ
の
危
機
i
原
綿
鰭
轄
の
高
携
に
よ
る
綿
糸
の
綾
上
り
ー
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
か
っ
た
こ
と

と
は
、
あ
ら
め
る
定
機
に
際
し
て
乎
融
業
が
と
る
R

特
有
の
対
応
の
せ
方
を
、
典
型
的
に
示
し
て
い

フ
ア
ブ
リ
カ
ン
は
、
問
屋
総
家
内
工
業
と
し
て
の
特
性
を
も
っ
生
産
組
識
に
依
拠
し
、
'
こ
れ
を
最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
項
ぞ
、
の
ち
に
検
討
す
る
。

さ
て
、
危
…
壌
が
極
期
に
透
し
た
一
八
六
一
一
し
て
、
一
八
六
四
年
以
降
、
棉
花
の
価
揺
が
急
迷
に
下
降
し
は
じ
め

O
A
-
B
参
勝
、

線
業
の
生
藤
鴻
動
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
活
発
化
し
た

o
m
c
c
g郡
で
は
、
一
八
六
四
年
六
月
か
ら
九
丹
に
か
け
て
、
綿
業
の
労
龍
者
数

〈ね〉

一、

O
ニ
七
人
増
加
し
た
(
そ
の
う
ち
、
紡
績
工
が
五
園
田
入
、
機
械
制
機
布
工
が
一
一
一
七
…
人
)
。
し
か
し
、
こ
の
生
産
の
再
開
は
、

と
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
つ
め
重
大
な
変
化
を
含
ん
で
い
た
。
「
自
動
紡
織
機
(
ま
江
市
吋
加
さ
ぢ
思
議
言

台
が
、
党
全
に
作
業
を
停
止
し
、
残
り
は
ま
だ
動
い
て
い

を
利
用
し
て
、
織
布
工
に
対
し
て
、

で
あ
っ
た

JP己
主
郡
で
は
、

わ
ち
、

て
、
窓
機
を
き
り
抜
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、

〈
日
)
の
「
句
。

r
-
2
r
。
柏
戸
円
九
均
二
唱
-MW吋凶J
ア

(泌
)
K
F
2
H
r
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J

W
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ω
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mwmw吋場

mhw潔
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H
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M
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m
w
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W
R
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殺
と
市
雲
三
司
の
狩
谷
市
W

結
糾
繍
納
骨
惜
の
場
合
を
倒
的
に
挙
げ
れ
ば
、
一
糸
数
一
防
総
数
三

O
〈
総
紡
録
数
二

O
五、

0
0
0鐙
〉
の
う
ち
、
仕
事
を
全
く
放
棄
し
た
も
の
が
九
(
総

カf危
機
以
前
の

北
大
文
学
部
紀
婆

1うぎ

「
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
と
仲
介
入
は
、

と
い
う
有
線
で
あ
っ
た
。
特
に
、
手
織
議
が
禄
強
く
支
都
地
的

き
れ
た
の
で
あ
(
恰
こ
の
現
象
は
、

(
仲
宮
田
市
『
静
岡
岡
弘
前
〉

グ〉

の
み
で
は
な
い
。
よ
り
重
要
な
こ

と
患
わ
れ
る
。
す
な

に
あ
る

給
制
錘
数
回
。
、

0
0
0鯵
で
)
一
事
業
所
お
り
間
関
凶
関
鐙
の
小
規
模

な
も
の
で
あ
る
o
h
b
h
n
hよ
唱

-
N
ω
∞・

〈
叩
出
〉
〉
2
H
F
U
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資
本
主
義
磁
蕊
郊
の
フ
ラ
ン
ス
線
業

な
く
し
か

2
2
U
4正
母
国
吋
拍
〉
が
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
仕
事
場
で
、
ミ
ュ

i
ル
紛
績
機
に
代
っ
た
。
こ
れ
は
、
労
犠
力

(
r
g〉
を
、
遥
か
に
、
よ
り
少

し
な
い
0

・

:

危

磯

が

強

力

で

あ

っ

た

た

め

に

、

多

数

の

の

職

業

を

す

て

る

〈

宏

己

主

臨

時

g
Z仲
〉
と

い
だ
と
い
、
つ
の
で
は

て
、
ミ
ュ

i
ル
紡
績
機
か
ら
自
動
紡
績
機
へ
の
転
換
が
進
行
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
必
熱
的
な
結
巣
と
し
て
、
労
働

力
の
削
減
が
一
行
な
わ
れ
た
と
考
、
え
ら
れ
る
。
倒
的
え
ば
、

msz郡
で
は
、
寸
棉
花
飢
鐘
」
が
は
じ
ま
る
前
に
、
紡
績
工
数
が
一
二
、

G
O

〈

お

)

(

お

〉

O
入
で
あ
っ
た
の
が
、
一
八
六
四
年
に
は
、
，
六
、
一
二
七
人
と
な
り
、
約
半
減
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
か
る
資
本
の
有
機
的
講
成
の
高

変
化
を
龍
進
し
た
の
は
、
当
地
域
の
綿
紡
織
業
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
〔
結
局
、
こ
の
地
方

(
ノ
ル
サ
ン
デ
ィ

i
引
用
者
〉
の
綿
業
合
構
成
し
て
い
る
異
っ
た
グ
ル

i
プ
の
状
態
を
検
嵩
じ
よ
う
と
す
る
と
、
価
務
の
上
下
振
動
が
、

大
量
の
資
本
会
所
有
し
て
い
る
大
工
業
家

(mZ部
品

明

言

g
r己
号
即
時

2
)に
は
、
あ
ま
り
影
響
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
を
、
容
易
に
知
る

こ
と
が
で
桑
る
J

彼
ら
は
、
有
利
な
特
に
製
品
を
販
売
す
る
た
め
に
待
つ
こ
と
が
で
き
る
し
、
悪
く
い
っ
て
、
下
落
が
彼
ら
に
損
失
を
与

え
た
と
し
て
も
、
次
の
騰
貴
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
、
ぞ
れ
を
と
り
返
す
こ
と
が
で
き

μ
J
こ
の
諸
に
麗
す
る
綿
業
家
が
い
た
一
方
で
、
「
そ

仕
入
れ
る
こ
と
は
、
被
ら
の
資
本
能
力
を
越
え
さ
せ
る
こ

ら
の

7うま

い
う
事
態
を
間
引
き
起
し
た
が
、
紡
績
工
の
数
が

}
の
期
間
め
前
半
(
一
八
六

-138 

の
他
の
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、
棉
花
不
足
時
の
鐸
格
で
、
そ
れ

と
に
な
る
。
・
:
一
度
下
落
が
襲
、
っ
と
、
ひ
ど
い
操
失
を
戴
け
難
い
。
下
落
が

欝
険
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
た
ち
ま
ち
、
需
惑
が
足
り
な
い
こ
と
を
知
ら
ね

業
で
は
、
「
近
代
的
な
設
備
を
も
っ
大
規
模
な
事
業
所
(
時
吋
僻
弱
含
阻
ま
忠
一
広
田
留
さ
釘

g
c向山市吋出
2
5
M
M芯
S

E銭
円
喝
宮
部

通
り
に
稼
動
し
一
h
r
L
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
、
「
綿
花
鼠
鰻
」
会
利
濯
し
さ
え
し
た
。
す
な
わ
ち
、
棉
花
の
翼
占
め
と
投
機
的
取
引
き
に
よ

っ
て
得
た
利
益
を
企
業
に
投
下
し
、
技
術
革
新
と
経
営
規
模
の
拡
大
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、
の
不
充
分
な
中
小
規
模

な
ら そ
の
損
失
は
、
破
濠
に
変
ず
る
。
議
敢
に
も
、

か
く
て
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
紡
績

ぴ
く
と
、

は
、
平
常



経
営
が
没
落
し
て
い
っ
た
。

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
紡
績
業
に
お
け
る
資
本
の
集
中
(
編
成
替
え
)
が
促
進
せ
し
め
ら
れ
た
と
結
論
づ
け
う
る
の

で
あ
る
。

(
幻
)
「
綿
業
の
危
機
二
同

2
-
z
g
g
E広
2
)
は
、
一
八
六
三
年
に

そ
の
緊
張
の
極
に
達
し
た
。
こ
の
時
以
来
、
新
し
い
生
産
国
か
ら
の
棉

花
の
到
着
、
価
格
の
一
定
の
安
定
、
六
一
年
か
ら
起
っ
た
諸
変
化
に
よ

っ
て
生
じ
た
状
況
へ
の
綿
業
の
適
応
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
フ
ァ
ク
タ
ー

が
結
合
し
て
一
つ
の
緊
張
緩
和
を
も
た
ら
し
た

J
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。

(
お
)
〉
円
。
r
・
倒
神
J

回
国

ω
0・
ω∞叶
-
m印刷】唱。吋件
mw

品。
m
官一
2
E
C
2
u
Z
吋切開伽回・

血即司山
w
g
H
-
。
H
H

』印口
4
x
w
『暗い戸∞∞
ω・

(
m
U
)

の
「
司
。
E
。
P

。H
M
-
n
h
h
J

唱-
N

吋吋・

139 -

次
に
、
織
布
業
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
機
械
制
織
布
業
に
関
し
て
い
え
ば
、
危
機
以
前
よ
り
も
少
し
多
い
数
の
労
働
者
(
。
Z
4
江市

Z)

を
雇
用
し
て
い
た
J
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
織
布
部
門
に
お
い
て
も
、
力
織
機
に
よ
る
機
械
制
の
導
入
が
推
進
せ
し
め
ら
れ
、
機
械
制
工

場
が
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
手
織
業
で
あ
る
が
、
手
織
機
が
最
も
多
く
存
在
し
て
い
た

J
F
Z
E
郡
で
は
、
一
八
六
四

年
の
失
業
者
数
が
、
前
年
同
期
の
二
ハ
、
七
五
一
人
に
対
し
て
、
一
、
一
二
七
人
へ
と
著
し
く
減
少
凶
v
ル
ウ
ア
ン
控
訴
院
検
事
長
を
し
て
、

「
全
て
の
織
布
工
が
雇
用
さ
れ
て
い
“
一
と
い
わ
し
め
る
ほ
ど
に
復
活
し
た
。
我
々
は
、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
織
布
業
に
お
け
る
問
屋

制
的
経
営
形
態
が
こ
の
期
間
を
通
じ
て
強
靭
な
再
生
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
可
能
に
じ

た
一
つ
の
有
力
な
要
因
は
、
こ
こ
に
お
い
て
も
織
布
工
に
対
す
る
徹
底
的
な
賃
金
圧
下
で
あ
っ
た
。
「
不
充
分
な
賃
金
は
、
特
に
、
こ
の

北
大
文
学
部
紀
要



資
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主
義
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立
燃
の
フ
ラ
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ス
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業

ル
!
ア
ン
織
り
業
〈
吋
O
戸

5
5
2芯
)

の
不
適
当
な
組
織
に
起
閣
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
議
布
工

(24円
広
三
)
が
、
不
公
正
で

道
館
観
の
な
い
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
と
識
布
講
負
人
守
口
々
さ
吋

3
2
2
内
岡
市
仲
仲
間
曲
芸
部

Z
Z吋
滋
主
Z
可
申
〉
の
思
う
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
フ

ァ
ブ
リ
カ
ン
が
仕
事
量

(
F
V
Z与
を
増
や
し
て
工
貨
を
出
引
下
げ
て
い
る
…
方
で
、
こ
の
地
方
で
さ
阿
国
豆

2
2
5包
2
ま
た
は

MM2Z

{

M

M

)

 

同
月
と
よ
ば
れ
る
議
布
議
長
人
が
、
綿
布
の
不
出
来
を
瑠
治
に
、
さ
ら
に
労
貨
を
引
き
下
げ
て
い
る

J
〈
傍
点
引
用
者
)
そ
れ
で
は
、
ブ
ァ
ブ
リ

カ
ン
(
な
ら
び
に
彼
と
織
布
工
ど
の
媒
体
た
る
議
布
議
負
人
〉
が
依
拠
し
て
い
た
生
産
相
総
識
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ル
ウ
ア
ン

控
訴
院
検
事
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
ル
ウ
ア
ン
織
り
の
ブ
ア
ブ
リ
カ
ン
は
、
広
い
事
業
所
を
所
有
す
る
た
め
の
諸
経
費
(
吟
包
括

m
阿
部
ロ
青
島
E
ろ
を
負
担
し
て
い
な
い
。
後
ら
は
、
工
場
も
機
械
も
動
力
機
関
も
持
た
な
い
。
後
ら
は
、
織
布
工
〈

8
4司
即
時
吋
ろ
が
彼
ら
の
高
品

な
い
。
彼
ら
は
、
必
.
要
な
綿
糸
を
買
っ
て
染
色
冬
そ
て
準
備
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
綿
布
に
仕
上

し
て
手
織
工
に
渡
す
。
こ
の
よ
う
に
、
工
場
の
所
有
者
〈
出
包
亘
書
前
〉
な
ら
ば
、
操
業
中
止
に
よ
っ
て

を
つ
く
る
た
め
の
織
機
き

庁
る
の
に
必
要
な
だ
け
の

140 

も
‘
外
か
く
す
る
こ
と
の
で
冬
な
い
諸
経
饗
と
操
業
を
続
行
し
な
い
と
い
た
む
機
械
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
く
ぴ
き
か
ら
解
放

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ル
ウ
ア
ン
織
り
の
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
は
、
今
一
躍
し
て
も
彼
ら
に
科
誰
が
も
た
ら
さ
れ
な
い
か
あ
る
い
は
生
産
に
よ
っ
て

損
失
を
機
構
る
時
に
は
、
議
布
工
を
い
ち
は
や
く
解
同
殺
す
る
0

・
:
多
く
の
場
合
に
、
ブ
ァ
ブ
り
カ
ン
は
自
分
が
雇
渇
し
て
い
る
織
布
工
が
雑

で
あ
る
か
知
ら
な
い
し
、
織
布
工
も
ま
た
、
自
分
が
ど
ん
な
主
人
の
た
め
に
布
を
繰
っ
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
。
彼
ら
の
関
に

は
、
対
ミ
窓
口
吋
ま
た
は

2
g笠
間
閉
山

S
S
F司
令
と
よ
ば
れ
る
仲
介
入
が
い
る
。
こ
の
使
者
は
、

フ
ァ
プ
リ
カ
ン

ら
綿
糸
を
受
け
と
り
織

彼
ら
は
ブ
ア
ブ
リ
カ
ン

(
間
話
待
。
ロ
)

そ
し
て
出
来
よ
っ
た
商
品
を
織
布
工
〈

2
2日
2
1

、
な
か
っ
た
が
、

か
ら
受
け
と
っ
て
設
ら
に

本
来

布
工
(
な
朗
脱
出
吋
同
宮
内
山
間
〉
に
わ
た

の
代
理
人
に

で
は
ほ
と
ん
ど
蛮
る
処

の
議
負
人
(
〈
郡
司
ま
ず
阿
部
部
市
留
守
品

同

M
2
2
5
1出
)
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、

切
の
責
任
を
引

て
、
設
分
の

だ
識
布
ヱ
を
し
て
、

ブ
ア
ブ
リ
カ
ン
か
ら
渡
さ
れ
た
箆



料
を
完
成
さ
せ
る
「
」
こ
こ
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
手
織
業
の
特
色
は
、

ωフ
ア
ブ
リ
カ
ン
が
固
定
資
本
を
所
有
せ
ず
、
織
布
工
が
自
己
の
家

の
中
に
織
機
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、

ω織
布
工
が
分
散
し
て
労
働
す
る
こ
と
、

ω織
布
請
負
人
の
存
在
、

ωし
た
が
っ
て
フ
ア
ブ
リ
カ
ン

が
織
布
工
を
直
接
雇
用
し
な
い
の
で
面
識
も
な
く
、
織
布
工
同
志
も
お
互
い
に
顔
を
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
、
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
フ
ア
ブ
リ
カ
ン
は
、
操
業
困
難
な
事
態
が
起
れ
ば
、
工
場
や
機
械
の
維
持
に
つ
い
て
の
配
慮
を
し
な
い
で
操
業
を
中
止
で
き
た
し
、

そ
の
際
に
、
織
布
工
の
抵
抗
を
恐
れ
ず
彼
ら
を
解
雇
し
た
り
、
綿
布
の
供
給
を
中
断
し
た
り
、
賃
金
を
引
下
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
か
く
て
、
手
織
業
は
い
棉
花
飢
鐘
と
い
う
最
大
の
危
機
を
も
、
他
の
場
合
と
閉
じ
方
法
で
き
り
抜
け
て
、
伝
統
的
な
農
村
市

場
に
根
強
く
定
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
縮
少
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
延
命
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

(
鈎
)
〉
『
。

y
ロ
己
よ
切
回

ω。咽
ω∞
叶

-m防
唱
司
。
円
H
m
《目。
ω
句一可。
2
M
M
1
0
Z
M
2
w
闇
串
=
串
岡

1・

H
E
M
-
o
日
戸
同
。
n
-
z
r
『
puF∞
∞

m・
0
山
忠
一
唱
防
一
司
の
戸
司
。
r
-
E
M
二
回
、
.
円
九
同
・
・
唱
-
M
山吋叶・

(
組
)
〉

2
r・
2
伸
二
回
国

ω
0・
ω∞
吋

-m昌
唱
。
ユ
ω
品。
ω
唱

2
2
2
Z『
切
開
宮
町
・

釦
Z
H
-
o
H∞
』
釦
ロ
4
町内
w円
・
同
∞
∞
串
・

(
明
記
)
〉
2
H
r
・
ロ
呉
よ
∞
∞

ω。喝
ω∞
吋
"
問
mH》刷
ZWH1
宮
島
命
的
唱
『
。
n
g
吋
。
ロ
『
ω
四
e
M
E
-
-

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
、
農
村
手
織
業
の
延
命
を
実
現
す
る
基
盤
と
な
っ
た
労
働
力
の
提
供
者
H
手
織
工
が
、
一
時
的
に
せ
よ
恒
久
的

に
せ
よ
、
解
雇
さ
れ
た
場
合
に
、
何
故
、
農
村
か
ら
流
出
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
「
今
日
、
(
手
織
工

の
う
ち
の
)
誰
か
が
、
自
分
の
織
機
を
放
棄
し
た
場
合
、
彼
は
、
直
ち
に
、
仕
事
を
道
路
の
木
工
や
農
作
業
に
求
め
る
。
最
近
、
い
く
つ

か
の
小
郡

(ng吉
田
国
)
に
か
な
り
大
規
模
に
設
立
さ
れ
た
ラ
シ
ャ
上
履
製
造
業
は
、
か
な
り
高
い
賃
金
を
、
女
工
に
与
え
て
い
る
。
他

の
多
く
は
、
熟
練
を
そ
れ
ほ
ど
要
し
な
い
針
製
造
業
に
雇
わ
れ
て
い
(
勺
」
こ
こ
か
ら
、
我
々
は
、
失
業
し
た
手
織
工
が
、
そ
の
一
部
は
、

他
の
工
業
部
門
へ
流
入
し
て
い
く
方
向
を
た
ど
っ
た
が
、
残
る
部
分
は
、
日
雇
い
的
な
臨
時
職
に
つ
い
て
農
村
に
滞
留
し
て
い
た
、
と
み

北
大
文
学
部
紀
要

E
M
H
T
W
H∞
』
釦
ロ
4
r
w
吋咽

H
∞
∞
串
・

(
お
)
〉
『
。

r・
ロ
白
骨
J

切
切

ω
0・
ω∞
吋
・
河
曲
目
M
H
Z
M

『
宮
内
問
。
田
宮
.
。

gHH・0
E
司
国
間
血
山
田
郡
同
・
・

4
唱

ta

釦
Z
H
-
o
H∞
』
釦
ロ
4
-
o
『
・
同
∞
①
串
・

(
日
品
)
〉
『
。
r
-
S
旦
ぃ
・
・
回
∞

ω
0・
ω∞
吋
・
同
2
M
-
M
A
V
『件
mw
品
。
凶
唱
一
司
。
n
R
2
w
Z
吋
旬
開
耶
ロ
bH1
・

内w
d
H
-
O
H
O
-
ω
ヨ
4
r
w
『
噌
同
∞
∞
∞
・



の
フ
ラ
ン
ス
の
綿
業

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
後
者
に
属
ず
る
手
織
工
は
、
一
得
び
フ
ア
ブ
リ
カ
ン
に
…
縫
一
周
さ
れ
る
か
、

る
機

彼
ら
に
土
地
を
借
用
・
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
臨
時
的
な
農
業
労
働
に
従
事
す

(
世
相
)

織
布
ヱ

7
5ユ
柑

吋

申

立

相

鵠

2
2含
〉
の
う
ち
に
、
、
収
護
期
の
補
充
労
働
力
を
見
出
し
て
い
た
L

の
で
あ
る
。

要
請
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
農
村
の
手
議
工
が
存
在
す
る
操
り
、
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
の
綿
織
布
業
に
お
け
る
防
護
続
的
家
内
工
業
は
存
立
す
る
基
盤
を
持
ち
続
け
る
だ
ろ
う
。

(
お
)
〉
2
H
r
・
ロ
ω
?
∞
切
MW
タ
ω
m
w
Jア
一
完
釦
唱
M
M
O司
訟
品
。
拍
叩
H
1
0
2
M一『
O
Z吋
HW
間品川

m
静
岡
子

m
w
a
H
-

。UM
O
治
〈
吋
己
喧
一
円
∞

ω串鳴

(
叫

ω
)

同
町
控
室
父
母
、
同
市
W吋
0
・払

8
・向刷局
w

宗
E
H
A
H
r
o
m
-
-
M
・ιFMWω
・ω
E
S

に
よ
る

土
地
を
借
用
な
い

会
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し

る
ニ
と
が
で
き
た
。

子
機
工
の

と
、
淡
哲
惜
し
た
予
織
エ
は
、
川
w
小
借
地
臨
胸
(
室
長
ω
州
常
損

-
2三、

ω幾

業
労
働
者

C
2
2長
。
之
、
M
W
都
市
の
工
場
労
働
者
に
な
っ
た
。

ρ

同
山
向
。

m場
。

hw-
円
肌
同

J
凹

M
-
h
w
u
N
0

・

以
上
、
我
々
は
、

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
棉
亮
飢
健
」

そ
の
経
過
お
よ
び
嬉
説
得
に
つ
い
て
検
討
じ
た
の
で
あ
る
が
、

お
よ
そ
次
の
ご
と
く
要
約
す
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∞
「
棉
花
飢
銭
」
は
、
原
棉
ス
ト
ッ
ク
の
総
量
が
A

絶
対
的
に
不
足
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
様
在
に
出
米
す
る
。
少
数
の
大
経
営

へ
の
棉
花
の
集
中
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
原
棉
価
格
の
騰
貴
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
棉
花
飢
僅
」
と
い
う
呼
称
は
、
こ
れ
ら
の
綿
業

家
に
は
該
当
せ
ず
、
そ
の
他
の
大
多
数
の
や
小
規
模
の
綿
業
家
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ω
そ
の
結
果
、
当
期
間
開
を
通
し
て
、
一
方
で
、
椋
花
の
投
機
的
資
占
め
を
し
た
大
金
業
が
、
技
術
寧
新
と
経
営
規
模
の
拡
大
安
行
い
、

地
方
で
、
小
金
業
が
没
落
し
て
い
く
、
と
い
う
資
本
の
集
中
に
よ
る
、
綿
業
の
構
造
変
化
話
再
編
成
が
、
工
場
制
度
が
確
立
し
て
い
た
が
、

ア
ル
ザ
ス
と
比
較
し
て
相
対
的
に
集
中
の
程
度
が
低
か
っ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
紡
綴
部
門
に
お
い
て
、
と
り
わ

に
行
わ
れ
た
。



そ
の
製
品
が
、
農
民
を
顧
客
と
し
、
農
民
の
日
常
生
活
に
深
く
侵
透
し
て
い
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
手
織
業
は
、
問
屋
制
手
工
業
と

し
て
の
生
産
組
織
の
特
色
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
金
圧
下
ま
た
は
生
産
の
一
時
的
中
止
を
可
能
な
ら
し
め
、
危
機
を
き
り
ぬ
け

よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
「
棉
花
飢
僅
」
が
終
了
し
た
時
、
全
体
と
し
て
縮
少
し
つ
つ
も
、
再
ぴ
生
産
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(3) 
ω

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
綿
業
は
、
棉
花
凱
鐘
に
よ
っ
て
、
構
造
的
に
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
紡
績
部
門
で
は
少
数
の
大

企
業
へ
と
資
本
が
集
中
し
て
い
き
、
こ
れ
に
牽
引
さ
れ
て
織
布
部
門
に
お
け
る
機
械
化
と
工
場
制
度
が
発
展
し
た
。
し
か
し
、
農
村
に
拡

延
し
て
い
る
家
内
工
業
は
萎
縮
し
な
が
ら
も
群
居
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

結
局
、

四
、
結

び、

つ-
U4
 

咽

i

一
八
六

0
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
綿
業
に
お
け
る
資
本
の
集
積
・
集
中
が
ど
の
よ
う
に
遂
行
さ
れ
た
か
、
そ
こ
に
お

け
る
機
械
体
系
と
労
働
力
の
存
在
形
態
と
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
分
折
し
(
第
二
章
)
、
次
い
で
、
そ
こ
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
変
化
の
あ
り
方
が
、
統
一
的
圏
内
市
場
の
確
立
・
自
由
貿
易
制
度
(
通
商
条
約
)
の
実
施
・
棉
花
飢
僅
の
勃
発
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
(
第
三
章
)
。
そ
の
結
果
は
極
め
て
不
充
分
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
で
、
と
り
あ
え
ず
次
の
諸
点
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
ぴ
に
か
え
た
い
と
思
う
。

我
々
は
こ
れ
ま
で

械
制(1)
グ〉

導
入

進
展

一
言
で
い
え
ば
、

一
八
六

0
年
代
を
通
じ
て
、
基
幹
二
工
程
の
紡
績
・
織
布
業
に
お
い
て
、
技
術
革
新
(
機

と
そ
れ
に
伴
う
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
推
進
し
、
資
本
の
集
積
・
集
中
を
進
行
せ
し
め
た
と
い
い
得
る
。

フ
ラ
ン
ス
綿
業
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



資
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス
綿
業

こ
の
こ
と
を
、
当
時
資
本
主
義
的
編
成
の
途
上
に
あ
っ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
つ
い
て
み
る
な
必
ば
、
ア
ル
ザ
ス
綿
業
の
攻
勢
と
通
商
条
約

に
よ
る
心
理
的
促
迫
を
受
け
つ
つ
、
実
質
的
に
は
棉
花
飢
謹
に
よ
っ
て
、
一
種
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
紡
績
業
に
お
い
て

は
紡
錘
数
一

O
、

0
0
0錘
の
事
業
所
を
軸
と
し
た
資
本
の
集
中
が
、
織
布
業
に
お
い
て
は
小
規
模
経
営
を
含
め
た
カ
織
機
工
場
の
増
加

が
、
農
村
地
帯
か
ら
都
市
へ
の
地
理
的
集
中
を
伴
い
な
が
ら
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
織
布
業
に
お
け
る
問
屋
制
家
内

工
業
が
農
村
に
依
然
と
し
て
多
数
存
在
し
て
お
り
、
機
械
制
工
場
制
度
の
支
配
的
地
位
が
確
保
さ
れ
た
と
断
言
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い

か
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
実
に
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
の
綿
業
は
、
一
八
五

0
年
代
に
で
き
上
っ
た
構
造
の
う
ち
、
六

0
年
代
を
経
て
も
こ
の
点
で
は
改
め
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
特
色
を
明
瞭
に
体
現
し
て
固
着
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

(2) 

そ
れ
で
は
、
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か
か
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
問
屋
制
家
内
工
業
は
何
故
こ
の
よ
う
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
残
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
す
で
に
、
こ
の
農
村
手
織
業
が
、
六

0
年
代
の
諸
危
機
に
際
し
て
、
そ
の
生
産
組
織
の
問
屋
制
的
な
特
質
に
依
拠

し
て
工
賃
の
徹
底
的
な
切
り
下
げ
と
織
布
工
の
一
時
的
な
解
雇
を
容
易
な
ら
し
め
、
危
機
が
終
了
し
た
時
に
再
生
し
た
こ
と
を
確
か
め
て

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
経
営
形
態
の
存
立
基
盤
が
低
廉
な
労
働
力
の
実
在
に
あ
り
、
こ
の
労
働
力
の
提
供
者
た
る
手
織
工
は
、
農

き
た
。

業
か
ら
の
収
入
で
相
E
補
充
す
る
と
い
う
半
農
半
工
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
も
確
認
し
た
。
逆
か
ら
見
れ
ば
、
農
業
か
ら
の
要
請
が

あ
つ
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
が
存
在
し
え
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
労
働
力
が
存
続
す
る
限
り
、
問
屋
制
家
内

工
業
は
残
存
し
続
け
る
こ
と
，
な
る
。

ω
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ル
ザ
ス
に
お
い
て
は
、

分
野
に
お
い
て
工
場
制
度
の
優
位
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
六

0
年
代
に
は
、

一
八
五

0
年
代
に
、
農
村
手
織
業
が
決
定
的
に
後
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
綿
業
の
会
一

す
で
に
遂
行
さ
れ
て
い
た
資
本
の
集
中
を
さ
ら
に
促
進
し
つ



lま っ
、
個
別
資
本
の
集
積
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
と
技
術
革
新
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
綿
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
編
成

一
八
五
0
年
代
の
ア
ル
ザ
ス
に
お
い
て
の
み
完
成
し
た
、
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
1
)

一
八
七
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
六
二
、
五
三
七
台
の
力
織
機
と
八

二
、
八

O
四
台
の
手
織
機
が
存
在
し
た
。
(
前
者
四
三
%
、
後
者
五
七

%
)
ω
z
z
m丘
』

S
L⑦
】

ω
司

Z
ロ
2
・

ω
Z江
主
仙
台
。

ω。
自
自
己
円
。
内
田

g

U
M
L
Z
ω
-百
件
目
。

m
甘
司

E
M
n
昨司自目。
ω

o
ロ
H
∞
吋

ω
-
M∞
吋
A
H
噌
司
・
∞
∞
-

ω
結
局
、
フ
ラ
ン
ス
の
資
本
主
義
確
立
期
を
決
定
す
る
際
に
、
綿
業
に
お
け
る
問
屋
制
家
内
工
業
の
消
滅
(
あ
る
い
は
決
定
的
な
衰

退
)
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
な
ら
ば
、
確
立
の
時
期
は
逢
か
か
な
た
に
お
し
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
一

は
じ
め
に
、
そ
の
指
標
を
生
産
財
生
産
部
門
の
確
立
に
求
め
、
こ
れ
が
六

0
年
代
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
し
た
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
旧

フ
ラ
ン
ス
の
資
本
主
義
は
、
綿
業
に
お
け
る
問
屋
制
的
な
経
営
形
態
を
内
包
し
た
ま
ま
成
立
し
た
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
む
し
ろ
、
一

我
々
は
、
か
か
る
経
営
形
態
の
存
在
そ
の
も
の
が
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
構
造
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
確
立

(
I
)
 

期
の
フ
ラ
ン
ス
資
本
、
言
は
、
小
農
的
手
工
業
者
を
広
い
底
辺
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
l
)

遅
塚
忠
弱
「
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
と
土
地
所
有
」
(
「
産
業
革
命
の
研
究
』

高
橋
幸
剖
八
郎
編
、
昭
和
四

O
年
、
所
収
。
)
は
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
資
本
主

〔
附
記
〕

第
一
章
の
末
尾
で
紹
介
し
た
四
つ
の
史
料
の
う
ち
、

ωと
ωは
服
部
春
彦

氏
か
ら
お
借
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に

ωは
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
文
書
館
で

北
大
文
学
部
紀
要

し
た
が
っ
て
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
綿
業
が
フ
ラ
ン
ス
の
綿
業
全
体
を
代
表

し
て
お
り
、
ア
ル
ザ
ス
綿
業
の
圧
倒
的
な
機
械
化
(
一
八
六
九
年
に
カ

織
機
九
一
%
)
は
そ
の
中
の
特
異
な
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

(
{
一
克
)

義
の
構
造
的
特
質
を
、
主
と
し
て
農
業
・
土
地
問
題
と
の
関
連
で
、
実
証

的
・
理
論
的
に
解
明
し
て
い
る
。

筆
写
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
氏
の
御
厚
意
に
対
し
て
、

心
か
ら
お
礼
申
上
げ
た
い
と
思
う
。



炎
本
主
義
確
立
期
の
フ
ラ
ン
ス

1.紙調島

19世紀フランスの生産額国1

1.ωe 

ち初

m
m
{
g
，単品切

由
雄
鳴
フ
ラ
ン
V

100 

撃事事

目
立
芦
ン
】

j型。

A 

蝋
4立

B 
1守容。 1900 

A: 1 人当号物財産量出額 (1905-13~ドを基準とした不変織格表示〉

典拠 J. Marczevski， The Take-off. Hypothesis and French Experience， 

in: W. W. Rostow( ed.)， The Economie$ of Take-off into Sustained Grow 

th. 1き63，p.135‘

B:国民総生産量綴(時綴}
典拠 F.Perrou草， Prise de vues sur la croi制組cede l'吾cono誼lie fran-

saise， dans: S. Kuznets(ed.)， lncome and Wealth. Series V. 1955， p. 61 
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19世紀フランスの農業・工業主差出額関2

北
大
文
学
部
紀
要

A 

i∞ 

叩
億
フ
ラ
ン
d

10 

mw

竃
他

B 
1900 

A:農業建設出額 B: -工業農協額
(1905-13王子を基準とした不変{泌総表示)

川501600 
5 

J， Mal'czevski， art. cit勺 p.135
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撚
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本
主
義
擁
立
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の
フ
ラ
ン
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19世紀フランスの幾業・工業康出額関3

A 

思

部
門
幽
皿
金

-
処
フ
ラ
ン
)

100 

10 

1900 l似国B

A:農業選出綴 B: .工業産出綴(~新聞}

典拠 F. Perroux， art. citi p. 6 1 

IsSO 

148 -

5 



関4 各工業部門の発展

北
大
文
学
部
紀
駅
前

1001 

50 

10 

5 

iL↓JiL」rιLLJJJjo 
A:室主義建材生産設綴 (feret aci貯側vr岳)， (場i位10万トン〉

典拠 Annuaire Statistique de la France， 1966， Resumf! retrospectiえ

B:銑鉄主主主主量 (fonte)，(長詳佼10万トン)

善寺艇 ibid円 以 240

C:石炭洛撃をま愛(単位100万トン}安{生皇室長量十輸入議)-

典拠 ibid.， p. 22哲

D:繊維工業最長料輸入額(単位l万トン)安学三台生糸・綿花・麻毒事
典拠 Annuaire Statistique de la France， 1951， pp. 197-198 

E:綿花消費量(学佼2千トンl*輸入盤一得総出
.!IfI.拠 ibid.，p. Z 6草
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国5 工業部門別労働者数の変動
資
本
、
主
義
擁
立
期
mw
フ
ラ
ン
ス

事。。

50 

1" 

&一 A2 
、川』

¥一
同町駒岡山

酬岬
........ 嶋崎

圃軸軸醐同町

岡崎・・・・剛削除

!。 f 

5 
t4 ヘ〆VI 

言団t νし/L，..，.，.---

軍ι M 
BJ 

. . ，- -- .-主宰 ゐe
“ 

80 1900 君。

100 

繍00

A:繊維工業労動議数

典主義 Al:E. Moss吾.op‘ cit.， P.202. 

A2:Evolution de l;l. population active en France depuis cent 

ans， da拾お:Etude et Con;o持cture，1953. No3， p.256. 

B:鉄工場(jusinea fer)労働者数
奥撃さ 1830-33年:Ann誌aireStat stigue， R(tsum(t r(ttrospectif， 1951， 

4・
P. 134. 1834-1913年 ibid.，1告66，p. 24告
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臨8 熔鉱炉数の変動

a・駆

10 

自

18師長o---eo… 1900 :iO 

A:フjc炭潟炉数 B:コークス語気が数

典拠 AnnuaireStatistigue， 

R<isum珪 r<itrospectif， 1966， p. 24 0町
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議
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フ
ラ
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終
業

展

、IV

/" 
ン/

50 /' 

/ 

/ 
一

10 
/ 〆¥ 
二/

5 
~ ¥ 
¥~ 
¥~  

I ROO 10 2tl 30 110 0;0 bO 70 謹o 51: 

発の業緩紡線図7

A:綴主主績工数(単位万人}

多奪拠 E..Moss岳，op. ciι， p. 217 

B:絡紡録数(単位10万錘〉
終J拠 1804-12年:Ch. Ballot， L 'introduction du machinisme dans l'indust. 

rie Francaise， 1事23，pp. 120-121. 1829-46年， 1875-90年:メンデリソン

r~，慌の護論とま霊史J ，長，抑， 375-376.185む若手:More純白 Jo往復位，Statis. 

tique de l'industrie de la France， 1856， p. 17. 1860・1870正予:Enqu~te， 

1870. d岳p.de 1869・1872・18均等:Statistiquede la France. Statistiq. 

ue sommaire des industγie principales en 1873， 1874， PP. 104-1告5.
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北
大
文
学
部
紀
繁

関8 蒸気機欝尽力数

ν 
i冊

/ 
1/ .. 
II グ 器

1/ V r 
10 

1/ ν 
rゲf f 

鐘扇-e. 方舟s d 

1 2g2030 割印 70 齢頭ri京福岡

A:蒸気者菱総尽力総数
B:幾布・被服製造業の主導力委主

C: i合金主主の篤カ数
典拠 隠ぬ-75.>p:メンデリソン r;恐慌の者堅議誌と

綴史J，4，1961， p. 334. 1878-1919.>p : Annuaire 

Siatistique， 1951， p. 144. 
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図書 就業総人口に織綴・被服部門

の占める割合

制
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忽
、倒~

A:繊維工家殺業著者の%

B:被級事長遺業就縁者の%(1殺し，
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諮問 Seine-Inferieu同県

毘t1 ~長仏若手国の総総おおにおめる綿製品の製会

100 

手専拠 AnnuaireStatisti抑詰，Resu伊 典芸~ B.R MitchelJ， P. Deane， 

m e refrospectiえ 1966，p. 350. Absfracf of British Historical Stat 

メンデリソン「恐慌の理論と獲量2j・ istics， pp. 2s 2 -283，村 304.

4， pp. 347-351. 
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図13-A 棉花の価格指数
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表1 工業就業人口

文薮\~ 186 6 1 896 1 9 0 1 1 906 

工業就業人口 4，196.4 5，377.0 5，819.9 5，979.2 

の総数 ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) 

繊維工業
1，071.8 901.3 891.6 914.0 

そ
(25.5) (16.8) (15.4) (15.3) 

グ〉

761.5 
内 被服製造業

1，303.6 1，483.5 1，551.1 

(18.2) (24.2) (25.6) (25.9) 

天薮------------ごT 192 1 1 926 1 936 1 9 4 6 
王業就業人口 6，181.5 6，680.8 5，939.7 5，802.6 

の総数 ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) 

繊維工業 792.9 932.9 719.9 513.7 
そ

(12.8) (13.9) (12.1 ) ( 8.9) 
の

被服製造業
1，215.4 1.066.2 767.8 685 .2 

内
(19.7) (15.9) (12.9) (11.8) 

注単位千人 *麦藁製造業を含む

典拠 Evolution de la population active en France depuis cent ans， 

dans: Etudes et Conjoncture， 1953. no.3， p. 256 • 
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持耳*州時罪捜同窓Qト lト入 K君主純一一

表2 1860年代の紡績業

口、 紡 錘 数 事業所数 l事業所当り紡錘数

1 8 5 9 1 8 6 8 1 8 5 9 1 8 6 8 1 8 5 9 1 8 6 8 

Seine-Inferieuse 
1.402.174( 1∞) 1.497.632( 107) 233( 100) 185( 79) 6.018( 100) 8.095( 116) 県全体

同 Ruen 郡 1.048.828( 1∞) 1.184.100 ( 113) 191( 100) 150( 79) 5.491( 1∞) 7.894( 143) 

上 Lieppe 郡 1l0.178( 1ω) 104.954( 95) 16( 1∞) 14( 88) 6.886( 1∞) 7.497( 109) 

県 Le Iiaure 郡 167.032( 1ω) 167.796( 100) 13( 1∞) 15( 115) 12.849( 1∞) 11.186 ( 88) 

郡 Neufchatel 郡 36.6ω( 1∞) 20.436( 56) 6 ( 1ω) 3 ( 50) 6.100( 1∞) 6.812( 112) 

~IJ Yretot 郡 39.536( 1∞) 20.336( 51) 7( 1∞) 3( 43) .5.648( 100) 6.779( 120) 

982.964( 100) 1.280.0OO*( 130) 
* *材陣 象 ** 

Hout-Rhin 県 56( 1∞) 54( 96) 17.5お(100) 24.000( 137) 

イギリス(連合王国) お.010.0∞傘ir100) 32.0∞.OOO(*1l4) 
• 1857年， 帥 1869年.*" 1856年， 帥帥 1867年

( )内は， 1859年を基準とした指数

Hant" Rhin県にBas-Rhin県を加えると1859年の総紡錘数が1.092.780錘，事業所数80， 1事業

所当り 13.660錘となる。 A.L. Dunham， Anglo-French Treaty of Commerce・

典拠 Seine-Inf岳rieure県については， A. Cordier， Expost! de la situation des industies de 

coton et des produits chimiques dans la Seine-Inft!rieure & 1 'Eure (1859-1869) ， 

1869， pp. 88 ・103_Haut-Rhin県については， 1857年は Enquete，1860， p. 1 78， 1869年は

CI. Fohlen， op. cit. p. 452. イギリスについて ii，B. R. Mitchell， P. Deane， Abstracf of 

British histosical statistics， 1962， p. 185. 

注
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表3

( A ) Seine-1nf討ieure!終

ヱミ当
Seine-1nf毛ri舵 eP事会体 Ro温en繋 Dieppe綴

1859 11868 1 8 5 9 1 8 6 8 1喜5き

5.000以下の事業所 118(51.8) 79(42.7) 107(56.0) 69(4毛布告} 6(37.5) 5(35.7) 

5.001-10.。ωの事業後 7告(30.7) 部(31.2) 53(27.喜) 4J(幻 3) 8(50.0} 6(42.9) 

10.001-20.0総 ， 37(16，2) 39(21.1) 30(15.7) 33(22.0) 2(12，5) 3 (21.4) 
2告.001-50司自∞ H 3( 1.3) 7( 3，7) l( 0.5) 5( 3，3) 。(0 ) 
50.001 以上 8 告(0 ) 2( 1.1) 金(0 2( 1.4) 告{告}

計 228(100 ) 185(100 ) ぬ1(1ω) 150(1鈴〉 16(100 ) 14(1ω; 

Le Havre 111¥詩eufchate!郡 Yvetot務

1 8 5 9 I 8 6 8 

5，0∞以下町家遺産湯 2(15.4) 3(20.告} 2(33.3) 。(0 ) 2(28.6) 。(0 ) 
5.0告l“路.0紛のき襲業所 5 (311.4) ぶ40.告} 4(66.7) 3(1告o) 5(71.4) 3 (100 ) 

10，001-20.0∞ M ぷ30，8) 4(26，7) 号(0 ) O( 0 } 。(0 ) 号(0 
20.001-50.000 第 2(15.4) 2(13.3) 。{む) 。(0 ) 告{号) . o( 0 ) 
50.告01 以上 R む(0 ) o( 0 ) 。(0 o( 0 告(0)i3(G}

百十 13(10自} 15(100 ) 6(10告) 0(100 ) 7(10号 3(100) 

主主 ) J.与は%

典主建 A. Cordier， QP. cit.， pp.8 ト103.
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Seine一Inferieuse県経営規模別紡錘数の分布

地 域 年 5.000錘以下の事業所 5.0∞-10.0∞錘の事業所 10.001-20.。ω錘の事業所
Seine-Inferieur 1859 292，974(20.9) 543，606(お.8) 477，694(34.1) 

県 全 体 18飽 198，296(幻.7) 414，764(27.7) 532，0お(35.5)

1859 247，406(23.6) 382，252(36.4) 392，170(37.4) 
Rouen 郡

1868 168，888(14.3) 285，590(24.1) 432，030(お.5)

1859 21，652(19.7) 62，202(56.4) お，324(23.9)
Dieppe 君b

1868 16，256(15.5) 45，878(43.7) 42，脚(40.8)

1859 9，076( 5.4) 37，856(22.7) 59，2∞(35.4) 
Le Haure郡

42，524(お.3)1868 13，152( 7.8) 57，186(34.2) 

1859 7，1∞(19.4) 29，5∞(80.6) 。(0 ) 
Neufchatel 郡

20，4鉛(100) 1868 。(0 ) o( 0 ) 

1859 7.，740(19.6) 31，796(80.4) 。(0 ) 
Yvetot 郡

1868 。(0 ) 20，336(100 ) o( 0 ) 

地 域 年 20.001-50.0∞錘の事業所 50.001錘以上の事業所 計

S eine-Inferi eure 1859 87，9∞( 6.2) 。(0 ) 1，402，174(100 ) 

県 全 体 1868 206，1お(13.8) 146，4∞( 9.8) 1，4貯，632(100) 

1859 幻，0∞(2.6) 。(0 ) 1，048，828(100 ) 
Rouen 郡

18関 151，20Z(I2.8) 146，4ω(12.3) 1，184，110(100 ) 

1859 。(0 ) O( 0 ) 110，178(100 ) 
Dieppe 郡 。(0 ) 1868 。(0 ) lω，954(100 ) 

1859 ω，9ω(お.5) 。(0 ) 167，032(100 ) 
Le Haure郡

1868 54，934(32.8) O( 0 ) 167，796(100 ) 

1859 。(0 ) 。(0 ) お，600(100) 
Neufchatel 郡

1868 。(0 ) O( 0 ) 20，436(100 ) 

1859 。(0 ) 。(0 ) 39，5お(100) 
Yvetot 郡

1868 。(0 ) O( 0 ) 20，336(100 ) 

(8 ) 

注単位は錘 内は%

典拠A.Cordier，op.cit， pp.88-103. 
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表4 AIsace (1856年}

大二iじ
李寿 銭 数 業 所 数

文
0-10.0000系議長所 18(30.5) 学

害見 10.000-20.000 11 24(40.7) 
五己

20.000-30.000 要 /1 

30.000-“40.000 4( 6.8)112(20.3) 

40.000-50 .000 。(o. ) 
50.000-60.000 11 2( 3番4)

60.000-70.000 l( 1. 7) 

70.000-80.000 11 ( ~:;; r 5( 8.5) 
80.000-90.000 11 l( 1. 7) 

5き(10 ) 

設 内は%

AlsacelムHaut-Rhin県とBas-Rhin燥を含む。事業所数の内訳l丸日
制 t-Rhinl県56，Ba器細Rhiれ県3である。

典拠 R.L品vy，op. cit.， pp. 110 -17l，閉め約差是

表5 アルザス紡績殺における機械?絞め発展

三子 ミュ Ic紡繍機の紡録数 自動紡綴緩め紡錘皇室 総紡錘数

1828 466.363(100 ) 合 466.363 (10合)

1846 77仏300{100) 告 779.300 (100 ) 

1851 819.006(100 ) 。 819.006(100 ) 

1856 き66.122(88.9) 108.179(11.1) 974.298(100 ) 

1857 715.232 (66.7) 256.956(33.3) 1.072.188(100 ) 

1859 710.520(65.0) 382.260(35.0) 1.092.780(100) 

1861 547.174(44‘6) 680.208(55.4) 1，227.382(100 ) 

1862 543 .054 ( 43 .9) 694.260(56.1) 1.237.314 (1∞) 
※ 

500.000(33.1) 1.010“000(66.9 ) 1868 1.510.000(100 ) 
※諜

233.266 (15 .9) 1870 1.232守264(84.1) 1.465.530 (100 ) 

等 Haut- Rhin~殺と Vosge\思 料 Haut幡随lIn梁のみ

注単位は銭 ( )内i立総紡録数iこ対する%

典拠 1828-62壬f.:R.Levy，op. cit.， p.168. 1868年:Enq総 te，1870， 

おp.de A. Dollfus， pp.41-42. 1870年 :ibid.， depositIon ecrite de C 
hamhre de Commerce des Vosges， p. 45告.
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織布業機における械制の発展

Seine-Inf益rienre~繁

年 手織機台数 カ織機台数 言十

182 5 導 入

1 8.4 7 57.535(88.1) 7.800(11.9) 65.335(100 ) 

185 5 45.660(84.8) 10.000(15.2) 55.660(100 ) 

185 9 29‘398(74.2) 10.227(25.8) 39.625(100 ) 

1 8 68 22.670(62.4) 13.669(37.6) 36.369(100 ) 

1 8 7 0 21.000(57.7) 15.383(42.3) 36.383 (100 ) 

187 3 24.077(64.5) 13.203(35.4) 37.280(100 ) 

表6

(A) 

注 ( ) I和ま%

典拠 1825年本節注Z参照.1847年.1855年のカ織機:C. F ohlen， op. 
cit.， p. 200. 1847司王倫 1855王子の手織機:服部泰彦 rフランス綿業の発達

と関際環境}'世界資本主義の形成』所収， p. 233・1859if.， 1868年:A. Cor 
dier， Op. cit.， PP場 11ト 123et押・13 B→ 1870年:A.Ko総長lin，L'industrie 

cotonnitzre en-Alsace，手・ 39.cit岳parC.Fohlen，op. cit.， p. 4寺号・18731f.: 
Statistique de la Franεe. St.αtistigue sommaire des i1ldustries pri毘cipales

t持 1873，1 S 7 4， p. 89 . 

Seine-Inf毒凶器ure¥駄の郡別構成(臼)

8 § 8 号5 8 l 相
小

郡

8.510 

602 

4.512 

G 

45 

哲三織機台数

Ro祖e践

Dieppe 

Le Havre 

Neufchatel 

Yvetot 

8.290 

1.180 

5.627 

O 

7.573 

カ織機台数

6.420 

483 

3.324 

O 

G 

手意義機

13.258 

1.182 

4.726 

37 

10ユ95

都

郡

部

郡

郡

;;j1J 

手P轟 138-139 et pp.116-123. 

164 -

A. Cordier， Op. cit.， 典拠
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大
文
学
部(C ) Haut -Rhin線
記
要さ 王手 一手織機数 カ織機数 計

182 2 18.000(100 ) 導 入 18.000(100 ) 

182 6 240 

182 8 20.000(ヲ 2.123(号.6) 22.123(100 ) 

1 830 20喰000(90.9) 2.000(号.1) 22.000(100 ) 

1 834 21.090(87.5) 3指000(12.5) 24.0部(100) 

1 8 3 9 6.000 

1 84 4 12.000 

184 6 12.000(54.5) 10.000(45.5) 22.000(100 ) 

1 8 5 1 10.000(45.2) 12.128(54.8) 22.128(100 ) 

185 6 8.657(36.7) 14.920(63.3) 23.577(100 ) 

1 858 7.000(26.0) 1き.号32(74.0) 26.932(100 ) 

1 859 7.000(24.3) 21. 772(75. 7) 28.772(100 ) 

186 1 5.000(17.1) 24.320(82.9) 29.320(100 ) 

1 862 ふ000(13.7) 25.153(86.3) 29.153(100 ) 

1 864 24.000 

186 9 3.000( 9.4) 29噂000(90.6) 32.000(100 ) 

注 ()内は%

典拠 1822 . 1826・1830-44・1864年のカ織機:R.L毛vy，on. cit.， p. 

14 5. 1822・1834若手の手織機:メンデリソン恐慌の理論と懸 4，

1961， P. 371 • 18691f.: Cl. F ohlen. Op. cit.， p. 406. その他:]ム.Rey 
私自t，Le Coton: son !"egime・sesprobltmes.so控 inflence en Europe， 
1863. p. 41号.cite par A. L. Dunham， AniJlo網FrenchTreaty……， 

/ 

p. 18竪，

側
代

υ
ρ
n
V
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Seine-Inf吾rienr阜県の1860年代の機械制織布議室

:下ミミ
方議機会数 挙薬表号室主 1審議所当。力機機会委主

1 8 5 9 1 8重喜 1 8 5事 1 8 6 8 1 8 5 9 1 8 6 8 

Sei蹴幽Infをri飢lfe 県会体 10.227(1ぬ) 13.669( 134) 48( 10告} 60( 125) 213( 1∞) 22き(1自7)

肉 Rouen 意sI 6.420(100 ) 8.51号(133) 28( 100) 35( 125) 229( 100) 243( 1附

よ Dieppe 意s 483(100 ) 602( 1怨) ぷ10告} 4( 100) 128( 10号} 15I( 118) 

県 Le詰都re 郡 3.324(100) 4.51Z( 136) 16( 1∞) 2il( 125) 208( 100) 226( 1船

郡 Neufcha!el ま5 。 告 き 。 s 告

意IflY時!ot 部 告 45 B 。 45 

Haut-RhilI !襲 14.920傘( 100) 22S*1臨念)( 1事4)ふ阿倍(1お)!31S( 100) 4必(142) 
ミ l

表7

主主 象 1856!f.， . * 186吉年 ( )内i丸 1859年をま義務としたお委主
史料 Seine・Inf.岳ri側同県については， A. Cordier， op. cit. pp. 116-123， Haut-Rllin 

県については‘おお年:Engu邑te，1860，が189.1869年の織機数 CI.FQhlen， op.明 cit.，

p. 460. 1868年の事業所数、:服務総彦アルザスにおける近代総裁の形成過緩J グ

名省主重大学総務ヲ主義者集JXUV，1967，) 

no 
co 

汁
l
鳴



北
大
文
ぷゐ
寸」

部 表 8 Seine-Inferieure県の織布業経営規模別事業所数・力織機数分布
紀
要 (A) 各規模の事業所数

Lぉ13Seine-1 nf eri eure県全体 Rouen君1 Dieppe郡

1859 1868 1859 1868 1859 1868 

100台以下の事業所 8 (16.7) 10 (16.7) 3(J0.7) 6(J7.2) 1 (25.0) 。
101-200台の H 21 (43.8) 20 (33.3) 12(42.9) 10(28.5) 3 (75.0) 4( 1∞) 

201-300 H 10 (却.8) 15 (25.0) 7(お0) 8(22.9) O O 

301-500 " 7 (14.6) 11 (18.3) 4(14.3) 7(20.0) O O 
501-1.000 " 2 (4.11 4 ( 6.7) 2( 7.1) 4(J1.4) O O 

1.001台以上 " O O O O O O 

言十 48 (1∞) 60 (1∞) 28( 1∞) 35( 1∞) 4( 1∞) 4( 1∞) 

:孟主主 Le Havre君s Yvetot郡 Neufchatel郡

1859 1868 1859 1868 1859 1868 

100台以下の事業所 4 (25.0) 3(J5.0) O 1 ( 1ω) O O 

101-200台の事業所 6(幻.5) 6(ぬ0) O O O O 

201-300 " 3 (J2.3) 7(35.0) O O O O 

301-500 H 3(12.3) 4(20.0) O O O O 

501-1.000 " O O O O O O 

1.001台以上 " O O O O O O 

計 16 ( 1ω) 20( 1∞) O 1(1∞) O O 

注内は%

史料 ACordier， op.cit.， 
pp. 116 _ 123 
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1 8 6 8 

308( 3.6) 

1.521(17.9 ) 

1.822(21 

2.703 (31.8 i 

2.156(25.3) 

o( 0 ) 

(B) 各規模の毒事業所に属するカ織機総数

キーカ織機数(会)

:∞台以下の事業所

101-2ω台 s

201-300 

301-500 

501-1.000 " 

1.001台以上の事H
部会

/1' 

1 859 

100台以下の楽業所

101-200会め事業所

201-300 

301-5鋭3

501 -1.000 • 
1.001 t;以上の M

計

242( 7.3) 1 193( 4.2) 

1.076(32.り 915(20 .3) 

816(24，め 1 1.8総(40.1)

1.190(35.幻I1.596(35 

3.3240DO ) 1 4.512(100 ) 

Neufchatel苦言

1 8 6 8 

602(100 ) 

5 

0 

5 

5 

602(100 ) 

1 8 5 9 

40( 8.3) 

443(91.7) 

a 
会

o 
a 
483(100 ) 

lf. カ織機数(台)

186 8 

A
U
U

ハH
V

《
H
U
V
A
H
V
A
H
V

《

H
V

《
れ

υ

185 9 

ハH
U

ハH
v

n

H

V

《
川

υ

h

u

u

A

H

U

ハれ
υ

1 8 6 8 カ織機数{会)

100台以下の事業所

101-200会

201-3∞ 
301-500 

501-1.00会 8

1.001会以上

計

123. PP. 116 

168 -

( )内は%

A. Cordier， Op. cit.， 
注



表 9 Seine-Inf岳rieure燃の手議草食

北
大
文
学
部
紀
姿

手織機数 7アブ1)カン数

it!! 竣 年 1 8 5 9年 1 8 6 8 1 8 5 9年

Sei'情論1鈴f是rieu県re会予告 ! 29，3望号(100) 22.670(77 35告(100) 322( 92) 84( 100) 7告{お)

13.258(100) 8.29合(63 ) 161( 100) 12品 80) 82( 10告〉 65( 79) 

上 Dieppe llIl 1.182(100) 1.180(100 ) 49( 10告)i 52( 106) 24( 1ω) 23( 泌}

¥1'< i Le Havre お ι726(1∞j 5，6幻(119) 38(1告0)I 44( 116) 107( 10寺} 128( 110) 

務 部担{と主主lel郡 37(100) 会(0) 2( 1ω) O( 0) 19( Iω) 。( 0) 

glJ t Yvetot 慈 100) 7.573(74 ) l00( 10号; 容器( 98) 102( 1∞} 77( 75) 

主主 ( ) )勾iム 1859"'1'を基準とした議委主
言ミ宇十 A宥 Cordier， op. cit.， pp. 138…139. 

表10 アルジェワアの綿布輸入

7ランス

急務布・ j禁白綿布 2.713

染色綿布・捺染綴翁 374

その他〈モスヲン，交織布等 150

計 3.237

校単位はトン

史料。 Enqu控te，1861. p. xi. 

l 8 s 

2 

169 5 

3.585 29 

9'綿糸・綿糸 j 計

ト (42幾子以上)
600.000(35‘8) I 1.678.000( 100) 
325.000(15 I 2.140.000( 100) 1.815，000(84.8) 

注単位以綾 は%
典拠 Enquete， 1870. 従 p.de A. Dollfus， p. 42. 
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19i投棄互の英仏貿易

イギりえから?ランスへの輸出 フランえからイギサスへのき童お

総数出額 綿 事E n口u 総輸出額 線 製 ロロロ

1887 49，440，500 34，200，500 22ふ告告会(0.6) 

1801・2 6，710，225 2.000(0.似 15，553，216 12.0∞(0.08) 

1812 26，437，800 76，973，000 319.000(0.41) 

1817 47，024，700 告6.0∞(0.18) 41，562，100 52.00号(0.

1821 46，565，400 31，773，600 311.000(0.98) 

1827 13，605，014 58，875，537 5お0.000(0.99)

1832 27，726，ヲ82 67，430，482 588.000(0.87) 

1837 47，681，109 62，473，7き2 1.269.000(2.03) 

1842 112，19ヲ，785 92，411，308 2.277.00会(2.46) 

1847 72，361，193 200(0.0002) 116，773，129 2.530.0∞(2. 

1852 93，688，177 I 3ω(0.0002) 296，072，305 4.802.0ω62) 

1857 321，57 386 ，676 ，381 4.546.000 (I .18) 

1862 525，656，642 12，351.000 (2.34) 619，524，540 5.212.0ω(0.84) 

1867 568，187，868 12，940.000 907，027，154 7必3.0∞(0.82)

1872 665，960，038 2ゑ751.0∞(4.02) 935，527，862 4.854.000(0.52) 

1877 576，151，723 29，370.00合(5.10) 1.063，034，903 6.345.000 (0.60) 

1882 723，640，142 37，436.0ω17} き65，6滋8，504 10.653.000(1.10 ) 

1887 476，115，715 25，1き4.000(5.29) 822，436，359 7.205.0∞(0.88) 

1892 530，655，144 17，688.000(3.33) 1.030，144，870 9.号71.000(0.88)

1897 485，81宮，648 12，434.0∞(2.56) 1.135，573 ，568 13.767.0∞(1.21) 

1898 ! 505，630，223 12ぷ会.000(2.42) 1.024，040，079 12.964.000 (1. 27) 

13，397.0∞ 1.241，726，720 19.435.000 (1.57) 

1900 I 675，230，0ω 15，11き.0ω(2.24) 1.230，172，000 18.495.000 (1. 50) 

苦笑12

注 単位i土フラン ( )内i主総輪出額に対する綿製品輸出額の割合(%)

典拠 Ministere du Commerce et de L'i対話strie，Anna[es du Commer田

ce Ext宕rieur，Un siecle de Commerce entre la Franεg詑tle Royanme 

構Uni，pp. 8 14. 

170← 



表13 各患の紡錘数の変動

1 850 1 8 5 2 

イギザス 17.554.000 18.000.000 

フランス 3.263.000 4.500.000 

アメりカ 2.500‘000 5.500.000 

オーストリア 1.500.000 1.400.000 

関税同線 815.000 900.000 

ス イ ス 650.000 900.000 

ベルギー 353.000 500.000 

注単位iま綾

輿機 1850・年:More皐班点 Jon詩的，op. cit.. 苧・ 87

1867年:Enのiete.1870. dep. de En喜el

Dollfus， p. 1 1 4. 

表14 Haut…Rhin爆の捺染布の輸出

車議 t設 室自亙

仮輸入信IJ度によるもの そ グ〉他

1858 2.083，300 

1859 2.100.500 

1860 1.800.600 

1866 639.000 1.917.000 

1867 811.000 1.672.000 

1868 638.000 1.673.000 

1869 715.000 2.000.000 

186 7 

34.000.000 

6.000.000 

8.000.000 

1.500.000 

2.000.000 

1禽000.000

625.000 

検出商

18，064，000( 100) 

15，571，000 

22，531，000 

16，652，000 

23，000，000 

27，000，000( 149) I 
校単佼輸出援は正子総出高はフラン ( )内は1859年を基準とした指数

典拠 EnQu控te，1870. d岳p.d母Marin.p.200. 

皐「仮輸入務IJJについては，本節注品著書照。 rその他j には，通常の輸入

綿布とフランス産め綴耳討を
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